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◎「バイデン政権下のアメリカ農業・農政」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部
（TEL03-3508-4350）、「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-
7503）、「農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL
03-3492-2990）までお問い合わせください。

食と農の貿易ルール入門
基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

バイデン政権下での農業・農政をとおして

日本農政の現状と課題を見つめる

バイデン政権下の
アメリカ農業・農政

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

服部信司 著

作山 巧 著

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。

「農政改革」下の農業・農村
神山安雄 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

－減反・転作対応から地域産業興しの拠点へ－

水田活用新時代

谷口信和・梅本 雅・千田雅之・李 侖美 著

「日本酪農への提言」
持続可能な発展のために

米価下落、TPP・自由化路線に抗し、
水田を地域農業・産業の拠点として
活かすための実践的提案の書

小林信一 著



�������������������

「湯島天神の梅」（編集部）

目 次
特集 物価上昇下における貧困と食

物価上昇下における貧困と食 …………………………友田 滋夫（4）
生計費調査からみえる貧困 ……………………………中澤 秀一（10）
経済格差と食生活 ………………………………………武見ゆかり（18）

髙野真梨子
高齢単身無職世帯の貧困と食料費 ……………………唐鎌 直義（25）
貧困子育て世帯の食生活―母子世帯に着目して―

………………………………………………………上田 遥（34）
子どもの貧困と学校給食―意義と課題― ……………鳫 咲子（44）
アメリカ・カリフォルニア州における米・米加工品市場の動向⑴

―干ばつからの稲作の回復と展望―
………………………………………………………西川 邦夫（52）

秋田におけるアジア・アフリカ支援米運動 ……………加藤 久信（68）

［時評］ 異次元緩和金融からの決別…アベノミクス拒否へ ………（H2）（2）

☆表紙写真 「馬追い運動・北海道音更町」（独・家畜改良センター十勝牧場）
「農村と都市をむすぶ」2024年2月号（第74巻第2号）通巻第864号

１



故
安
倍
晋
三
首
相
は
�
三
本
の
矢
�
で
「
停
滞

す
る
日
本
経
済
」
の
復
活
・
成
長
を
図
ろ
う
と
主

張
し
た
。
岸
田
首
相
も
基
本
は
そ
の
方
向
に
同
調

し
て
い
る
と
み
え
る
。「
新
し
い
資
本
主
義
」
と

し
て
成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
よ
り
中
間
層
の
拡
大
を
、
と
首
相

は
当
初
う
た
っ
た
が
、
そ
の
趣
旨
に
対
応
す
る
政
策
は
見
え
ず
、

基
本
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
基
盤
と
す
る
」
と
い
う
国
会
で
の
答

弁
の
方
が
目
立
っ
て
い
る
。

三
本
の
矢
は
、
一
�
大
胆
な
金
融
緩
和
、
二
�
機
動
的
な
財
政

支
出
、
三
�
民
間
投
資
に
よ
る
成
長
戦
略
、
だ
が
、
い
ず
れ
も
が

社
会
が
期
待
す
る
内
容
の
成
果
を
あ
げ
ず
、
む
し
ろ
全
体
と
し
て

日
本
の
経
済
社
会
の
自
立
的
な
仕
組
み
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

・
そ
の
典
型
は
異
次
元
の
緩
和
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
金
融
政
策

で
、
大
量
の
国
債
発
行
に
よ
り
国
の
財
政
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
も

の
の
、
他
方
で
超
低
金
利
に
よ
り
為
替
を
円
安
に
大
き
く
振
れ
さ

せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
資
産
を
海
外
に
安
く
た
た
き
売

っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

超
円
安
は
、
自
国
の
資
産
を
安
く
国
外
に
提
供
し
、
そ
の
見
返

り
に
輸
出
企
業
に
は
大
き
な
利
益
を
、
し
か
も
、
苦
労
せ
ず
に
与

え
て
い
る
。
他
方
で
は
輸
入
品
価
格
が
上
が
り
イ
ン
フ
レ
を
招
い

て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
は
長
く
デ
フ
レ

の
対
象
で
こ
れ
を
引
き
上
げ
イ
ン
フ
レ
対
象
に
な
る
よ
う
に
期
待

さ
れ
た
が
、
む
し
ろ
輸
入
品
の
価
格
上
昇
が
先
行
し
、
燃
料
価
格

の
騰
貴
が
農
業
を
含
む
国
内
産
業
を
苦
し
め
て
い
る
。

異
次
元
緩
和
の
金
融
政
策
・
国
債
の
大
量
発
行
は
や
め
る
べ
き

で
、
必
要
な
財
政
拡
大
は
別
財
源
、
す
な
わ
ち
法
人
税
・
所
得
税

等
の
引
き
上
げ
に
よ
り
財
源
を
手
当
て
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、
低
所
得
層
に
大
き
な
負
担
を
も
た
ら
す
消
費
税
の
引
き
上
げ

で
は
な
く
、
法
人
税
を
引
き
上
げ
、
富
裕
層
に
負
担
が
さ
ら
に
か

か
る
税
を
大
胆
に
増
や
す
こ
と
で
財
源
に
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。

消
費
税
を
引
き
上
げ
た
り
法
人
税
は
最
高
税
率
を
引
き
下
げ
て
き

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
そ
の
過
去
に
倣
う
べ
き
で
は
な
い
。

多
く
の
人
は
、
最
近
の
報
道
で
二
〇
二
四
年
三
月
期
は
上
場
企

業
の
多
く
が
配
当
を
引
き
上
げ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ

ろ
う
と
理
解
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
上
場
企
業
に
大
き
く

貢
献
し
、
そ
れ
に
連
な
る
富
裕
層
の
所
得
拡
大
に
つ
な
が
る
と
み

て
い
る
の
で
あ
る
。

国
債
の
発
行
で
財
源
を
賄
う
方
法
は
誰
に
も
「
恨
ま
れ
な
い
」

政
策
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
ま
た
、
異
常
な
低
金
利
を
維
持
す
る

こ
と
で
国
債
の
支
払
い
負
担
を
低
く
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
今
の

超
円
安
を
導
き
だ
し
、
ま
と
も
な
経
済
活
動
を
阻
ん
で
い
る
。
利

益
を
大
き
く
上
げ
た
企
業
・
個
人
の
税
負
担
に
よ
り
財
政
は
支
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

異
次
元
緩
和
金
融
か
ら
の
決
別
…
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
拒
否
へ
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・
第
二
の
矢
は
機
動
的
な
財
政
支
出
だ
が
、
当
初
予
算
に
比
し
て

補
正
予
算
の
割
合
が
大
き
く
な
り
、
ど
れ
に
重
点
を
置
い
て
い
る

か
、
わ
か
り
に
く
い
。
補
正
予
算
は
短
期
的
な
対
応
に
合
わ
せ
て

の
予
算
だ
が
、
最
近
は
こ
こ
に
公
共
事
業
的
な
項
目
を
入
れ
、
十

分
な
検
討
の
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
コ
ロ
ナ
禍
や

自
然
災
害
、
さ
ら
に
は
国
際
的
な
紛
争
や
対
立
へ
の
対
応
の
支
出

で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
理
解
す
る
が
、
こ
の
間
の
支
出
が
効
果
的

か
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
い
る
か
、
検
証
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
遅
れ
て
届
け
ら
れ
た
」
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
や
色
々
な
不
正
を
招
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
コ

ロ
ナ
補
償
の
仕
組
み
な
ど
、
検
証
対
象
が
多
い
。

・
民
間
投
資
を
成
長
戦
略
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
第
三
の
矢

は
、
完
全
失
業
率
の
低
下
や
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
な
ど
成
果
が

出
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
方
で
、
非
正
規
労
働
者
の
拡
大

や
貧
困
層
の
層
と
し
て
の
拡
大
が
そ
れ
ら
を
打
ち
消
す
ほ
ど
に
大

き
い
。
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
他
の
先
進
国
と
比
べ
中
間
層
が

厚
い
の
が
日
本
の
特
長
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
な
い
ほ
ど
に
、「
子

ど
も
食
堂
」
が
広
が
り
、
生
き
る
の
に
必
要
な
食
が
十
分
に
取
れ

な
い
層
が
増
え
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
全
体
の
賃
金
を
押
し

上
げ
る
よ
り
も
、
格
差
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

夫
婦
プ
ラ
ス
子
供
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
核
家
族
の
形
態
が
都

会
で
は
そ
れ
ま
で
は
主
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
若
い
世
代

で
も
単
身
一
人
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
急
速
に
多
く
な
っ

た
。
農
村
で
も
農
業
従
事
者
の
激
減
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
居
住

者
の
少
人
数
化
・
高
齢
者
一
人
住
ま
い
が
急
増
し
て
い
る
。
同
居

世
帯
員
同
士
で
生
活
を
支
え
あ
う
世
帯
は
減
り
、
非
正
規
労
働
者

の
低
賃
金
、
低
レ
ベ
ル
の
年
金
等
が
一
人
住
ま
い
を
直
撃
し
て
い

る
。

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
法
人
税
の
引
き
下
げ
で
企
業
が
投
資
を
増

や
し
賃
金
を
引
き
上
げ
る
流
れ
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
二
〇
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
二
〇
年
代
に
か
け
て
大
企
業
の
利

益
は
倍
増
し
て
い
る
も
の
の
、
労
働
者
へ
の
報
酬
は
横
ば
い
で
設

備
投
資
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
日
本
企
業
は
リ
ス
ク
を

取
り
投
資
し
て
利
益
を
取
る
と
い
う
よ
り
は
、
円
安
に
よ
る
「
棚

ぼ
た
」
の
利
益
を
待
ち
、
内
部
留
保
を
拡
大
し
て
、
従
業
員
の
報

酬
は
非
正
規
の
割
合
を
増
や
す
こ
と
で
負
担
を
押
さ
え
て
い
る
。

労
賃
二
％
、
イ
ン
フ
レ
二
％
ア
ッ
プ
を
政
策
目
標
に
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
労
賃
が
二
％
確
保
さ
れ
る
政
策
を
先
行
さ
せ
る

べ
き
な
の
で
あ
る
。
女
性
比
率
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
非
正
規

労
働
者
の
割
合
は
下
げ
、
パ
ー
ト
労
働
者
が
就
業
時
間
を
増
や
し

て
も
手
取
り
が
減
る
こ
と
な
く
増
収
に
な
る
よ
う
に
、
具
体
的
な

政
策
を
実
行
す
る
と
い
う
仕
組
み
の
改
革
を
先
行
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
政
策
へ
の
要
求
だ
け

で
は
な
く
、労
賃
は
労
働
組
合
が
自
ら
の
力
で
勝
ち
取
る「
王
道
」

こ
そ
実
現
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
H
2
）
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昨
今
の
物
価
上
昇
は
著
し
い
。
二
〇
二
〇
年
基
準
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、
二
〇
一
七
年
後
半
か
ら
二
〇
一
九
年
末
に
か
け
て
じ
わ
じ

わ
と
上
昇
し
て
い
た
も
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
二
〇
二
一
年
四
月
ご
ろ
ま
で
い
っ
た
ん
下
落
し
て
い
た
が
、
二
〇
二
二
年
一
月
ご
ろ
か

ら
顕
著
な
上
昇
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
時
点
の
総
合
指
数
は
一
〇
六
・
九
と
な
っ
て
い
る
。
顕
著
な
上
昇
傾

向
に
入
る
前
の
二
〇
二
一
年
一
一
月
と
比
べ
る
と
二
年
間
で
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
も
の
大
幅
上
昇
で
あ
る
。

品
目
中
分
類
別
に
み
る
と
、
物
価
指
数
の
上
昇
は
ほ
ぼ
全
品
目
に
及
ん
で
い
る
が
、
特
に
こ
の
二
年
間
の
上
昇
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
品
目

と
上
昇
ポ
イ
ン
ト
を
記
す
と
、
生
鮮
食
品
（
一
八
・
五
）、
穀
類
（
一
六
・
九
）、
魚
介
類
（
二
二
・
四
）、
乳
卵
類
（
二
二
・
八
）、
野
菜

・
海
藻
（
一
六
・
〇
）、
果
物
（
一
六
・
三
）、
油
脂
・
調
味
料
（
一
六
・
五
）、
菓
子
類
（
一
八
・
四
）、
調
理
食
品
（
一
五
・
三
）、
家

事
用
消
耗
品
（
一
八
・
五
）
と
な
る
。
家
事
用
消
耗
品
と
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
、
ラ
ッ
プ
な
ど
の
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
生
命
の
維
持
に
直
接
か
か
わ
る
食
料
品
の
み
な
ら
ず
、
家
事
用
消
耗
品
も
含
め
て
極
め
て
必
需
性
の
高
い
品
目
で
物
価
上

昇
の
度
合
い
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
穀
類
の
中
で
は
食
パ
ン
（
二
三
・
五
）、
カ
レ
ー
パ
ン
（
二
五
・
二
）、
ゆ
で
う
ど
ん
（
二
五
・
三
）、
中
華

麺
（
二
四
・
二
）、
小
麦
粉
（
二
三
・
五
）、
魚
介
類
の
中
で
は
い
わ
し
（
二
九
・
三
）、
さ
ん
ま
（
三
三
・
六
）、
さ
け
（
四
二
・
九
）、

い
か
（
三
六
・
〇
）、
あ
さ
り
（
三
〇
・
五
）、
塩
さ
け
（
三
〇
・
八
）、
し
ら
す
干
し
（
三
七
・
六
）、
煮
干
し
（
二
九
・
七
）、
乳
卵
類

で
は
国
産
チ
ー
ズ
（
三
九
・
一
）
と
鶏
卵
（
三
四
・
一
）、
野
菜
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
（
三
五
・
二
）、
ね
ぎ
（
四
三
・
二
）、
に
ん
じ
ん
（
三

八
・
〇
）、
な
が
い
も
（
三
四
・
一
）、
か
ぼ
ち
ゃ
（
三
三
・
九
）、
と
い
っ
た
も
の
で
物
価
上
昇
の
度
合
い
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

一
瞥
す
る
と
、
国
産
チ
ー
ズ
な
ど
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
も
と
も
と
の
価
格
が
比
較
的
安
価
な
価
格
帯
の
品
目
に
大
幅
な
物
価
上
昇
が

物
価
上
昇
下
に
お
け
る
貧
困
と
食日

本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

友
田
滋
夫

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．2

４



広
が
っ
て
い
る
。

他
方
、
こ
う
し
た
物
価
上
昇
の
下
で
、
消
費
者
が
生
活
水
準
を
維
持
す
る
に
は
所
得
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
に
お
け

る
現
在
の
消
費
者
世
帯
の
大
部
分
は
賃
金
労
働
者
世
帯
な
の
で
、
ま
ず
は
賃
金
の
上
昇
が
、
物
価
上
昇
に
対
応
す
る
た
め
の
第
一
の
要
素

と
な
る
。

こ
う
し
た
中
、「
二
〇
二
二
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
で
「
賃
上
げ
分
二
％
程
度
、
定
期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）
を

含
め
四
％
程
度
の
賃
上
げ
を
目
安
」（
注
1
）と
し
て
い
た
連
合
が
、「
二
〇
二
三
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
に
お
い
て
は
「
賃
上
げ
分
を
三
％
程

度
、
定
昇
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）
を
含
む
賃
上
げ
を
五
％
程
度
と
す
る
」（
注
2
）こ
と
を
目
標
と
し
、
多
く
の
単
組
で
も
、

春
闘
要
求
に
お
い
て
例
年
を
大
き
く
超
え
る
ベ
ア
を
要
求
し
て
き
た
。
企
業
別
で
み
る
と
、
大
手
企
業
で
は
二
〇
二
二
春
闘
要
求
額
の
二

倍
を
上
回
る
ベ
ア
要
求
を
出
す
組
合
も
多
く
、組
合
の
要
求
提
出
前
か
ら
、賃
金
引
き
上
げ
の
意
向
を
公
表
し
て
い
る
企
業
も
複
数
あ
り
、

ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
、
電
機
大
手
一
二
社
な
ど
、
満
額
回
答
す
る
企
業
も
多
か
っ
た（
注
3
）。

実
際
の
各
組
合
の
要
求
と
回
答
を
取
り
ま
と
め
た
連
合
の
「
第
七
回
（
最
終
）
回
答
集
計
」
を
み
て
も
、
平
均
賃
金
方
式
の
組
合
員
一

人
当
た
り
加
重
平
均
値
で
、
二
〇
二
二
春
闘
の
最
終
回
答
集
計
で
は
定
昇
込
み
賃
上
げ
要
求
二
・
九
六
％
、
回
答
二
・
〇
七
％
、「
賃
上

げ
分
が
明
確
に
分
か
る
二
、
二
一
三
組
合
の「
賃
上
げ
分
」は
一
、
八
六
四
円
、
〇
・
六
三
％
、
う
ち
中
小
組
合
一
、
三
七
六
組
合
は
一
、

七
七
二
円
、
〇
・
七
二
％
」（
注
4
）で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
二
三
春
闘
の
最
終
回
答
集
計
で
は
、
要
求
四
・
四
九
％
、
回
答
三
・
五
八

％
で
、「
賃
上
げ
分
が
明
確
に
分
か
る
三
、
一
八
六
組
合
の
「
賃
上
げ
分
」
は
五
、
九
八
三
円
、
二
・
一
二
％
、
う
ち
中
小
組
合
二
、
〇

一
九
組
合
は
四
、
九
八
二
円
、
一
・
九
六
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も
賃
上
げ
分
の
集
計
を
開
始
し
た
二
〇
一
五
闘
争
以
降
で
最
も
高
い
」（
注
5
）

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
賃
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
賃
上
げ
率
は
物
価
上
昇
率
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
低
下
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
二
〇
二
三
年
一
〇
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査（
確
報
、
調
査
産
業
計
、
事
業
所
規
模
五
人
以
上
）に
よ
る
と
、

実
質
賃
金
は
前
年
同
月
比
二
・
三
％
減
少
と
な
り
、
二
〇
二
二
年
四
月
以
降
一
九
ヵ
月
連
続
で
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

同
調
査
確
報
の
二
〇
二
二
年
通
年
結
果
で
見
て
も
、
二
〇
二
〇
年
＝
一
〇
〇
と
し
た
実
質
賃
金
は
長
期
的
に
低
落
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
二

二
年
に
は
九
九
・
六
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
一
〇
月
の
実
質
賃
金
前
年
比
の
要
因
分
解
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
消
費
者
物
価
の
寄
与

が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
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二
〇
二
二
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
で
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
所
定
内
給
与
は
対
前
年
で
一
・
四
％
増
加
し
、
過
去
最
高
と
な

っ
て
い
る
が
、
や
は
り
物
価
の
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

そ
し
て
こ
う
し
た
賃
金
上
昇
は
あ
く
ま
で
も
平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
個
別
に
見
れ
ば
名
目
賃
金
が
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
労

働
者
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
連
合
の
二
〇
二
三
春
闘
最
終
回
答
集
計
を
見
て
も
、
交
通
運
輸
の
九
九
人
未
満
事
業
所
の
賃
上
げ
率
は
定

昇
込
み
で
一
・
九
七
％
に
す
ぎ
な
い
。

家
計
調
査
に
よ
っ
て
二
〇
二
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
世
帯
収
入
の
指
数
を
み
て
も
、
二
人
以
上
の
世
帯
の
う
ち
勤
労
者
世
帯
の
場
合
、

二
〇
二
三
年
一
〇
月
の
名
目
実
収
入
は
一
〇
一
・
四
で
、
こ
の
三
年
間
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
前
述
の
よ
う

に
物
価
上
昇
が
顕
著
に
な
り
始
め
た
二
〇
二
二
年
一
月
か
ら
の
推
移
を
み
る
と
、
同
年
一
月
に
九
八
・
四
で
あ
っ
た
名
目
実
収
入
は
二
〇

二
二
年
の
う
ち
は
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
に
入
っ
て
む
し
ろ
低
下
し
て
い
る
。
実
質
実
収
入
も
二
〇
二
二
年
一
月
に

九
八
・
三
で
あ
っ
た
も
の
が
同
年
一
二
月
に
は
一
〇
〇
・
三
ま
で
伸
び
る
が
、
二
〇
二
三
年
に
入
っ
て
低
下
し
て
い
き
、
同
年
一
〇
月
に

は
九
三
・
六
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
世
帯
は
勤
労
者
世
帯
の
み
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
低
所
得
世
帯
に
は
被
保
護
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
も
多

い
。
被
保
護
世
帯
で
は
生
活
扶
助
基
準
額
が
上
昇
し
な
け
れ
ば
名
目
所
得
は
上
昇
し
な
い
。
二
〇
二
三
年
六
月
二
三
日
付
の
生
活
保
護
基

準
改
定
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
日
か
ら
適
用
）
で
は
、
生
活
扶
助
基
準
額
が
上
が
る
世
帯
と
下
が
る
世
帯
が
あ
る
が
、
二
〇
二
五
年
三

月
三
一
日
ま
で
の
臨
時
的
特
例
措
置
と
し
て
、
世
帯
人
員
一
人
当
た
り
月
額
一
、
〇
〇
〇
円
を
加
算
し
、
こ
の
加
算
を
行
っ
て
も
従
前
の

基
準
額
か
ら
減
額
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
基
準
額
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
例
措
置
期
間
に
つ
い
て
は
生
活
扶
助
基
準

額
が
下
が
る
世
帯
は
な
い
。
と
は
い
え
、
級
地
区
分
「
一
級
地
―
一
」
の
生
活
扶
助
基
準
額
（
居
宅
で
冬
季
加
算
を
含
ま
な
い
場
合
）
を

例
に
と
れ
ば
、
一
部
の
高
年
齢
層
を
除
く
一
八
歳
以
上
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
齢
層
で
、
単
身
者
世
帯
、
同
年
齢
夫
婦
の
み
世
帯
と
も
に
、

生
活
扶
助
基
準
額
が
据
え
置
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
物
価
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
準
額
は
上
が
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
世
帯

で
は
実
質
的
な
生
活
水
準
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
年
金
受
給
世
帯
に
お
い
て
も
、
物
価
や
平
均
名
目
賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
、
年
金
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
発
動
さ
れ
、
賃
金

や
物
価
の
上
昇
率
を
下
回
る
よ
う
に
年
金
が
調
整
さ
れ
る
た
め
、
実
質
年
金
も
目
減
り
す
る
。
二
〇
二
三
年
の
年
金
改
定
で
は
、
同
年
四

月
分
か
ら
の
年
金
額
は
、
一
九
五
六
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
の
場
合
は
前
年
比
で
原
則
二
・
二
％
の
引
き
上
げ
、
一
九
五
六
年
四
月
一
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日
以
前
生
ま
れ
の
場
合
は
原
則
一
・
九
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
物
価
上
昇
率
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
実
質
所
得
の
低
下
は
、
元
々
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
貧
困
世
帯
の
家
計
支
出
を
よ
り
貧
困
な
も
の
に
さ
せ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
家
計
調
査
を
見
れ
ば
、
二
人
以
上
の
世
帯
の
う
ち
勤
労
者
世
帯
に
お
け
る
対
前
年
同
月
比
の
実

質
消
費
支
出
は
二
〇
二
三
年
三
月
以
降
連
続
し
て
五
％
前
後
の
大
幅
な
低
下
を
続
け
て
い
る
。
同
様
に
食
料
の
実
質
消
費
支
出
も
二
〇
二

二
年
一
一
月
以
降
連
続
し
て
低
下
を
続
け
て
い
る
。
実
質
食
料
消
費
支
出
を
よ
り
細
か
く
見
れ
ば
、
穀
類
と
乳
卵
類
は
二
〇
二
一
年
二
月

以
降
、
魚
介
類
と
肉
類
も
同
年
三
月
以
降
、
油
脂
・
調
味
料
も
同
年
九
月
以
降
、
調
理
食
品
も
二
〇
二
三
年
一
月
以
降
、
二
〇
二
三
年
一

一
月
現
在
ま
で
、
連
続
し
て
実
質
支
出
額
を
減
ら
し
続
け
て
い
る
。

食
生
活
に
お
い
て
量
を
減
ら
し
た
り
質
を
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た
動
き
が
広
が
れ
ば
、
農
産
物
の
需
要
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ

れ
、
特
に
輸
入
品
よ
り
も
比
較
的
価
格
の
高
い
国
産
品
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
造
詣
の
深
い
方
々
に
執
筆
を
お
願
い
し
た
。

ま
ず
、
近
年
の
賃
金
構
造
や
家
計
支
出
の
構
造
、
貧
困
と
格
差
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
物
価
上
昇

下
に
お
い
て
貧
困
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
賃
金
と
生
計
費
の
動
向
を
検
討
し
つ
つ
、「
普
通
の

暮
ら
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
の
が
、
中
澤
論
文
「
生
計
費
調
査
か
ら
み
え
る
貧
困
」
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
貧
困
と
格
差
の
構
造
の
下
で
、
食
生
活
に
も
格
差
が
生
じ
、
そ
れ
が
健
康
格
差
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、

経
済
格
差
が
健
康
格
差
に
つ
な
が
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
の
が
、
武
見
・
髙
野
論
文
「
経
済
格
差
と
食
生
活
」
で

あ
る
。

ま
た
、
物
価
上
昇
局
面
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
ベ
ア
獲
得
を
通
じ
て
世
帯
所
得
の
向
上
が
期
待
で
き
る
賃
金
労
働
者
世
帯
と
は
異

な
り
、
被
保
護
世
帯
や
年
金
依
存
世
帯
で
は
そ
れ
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
世
帯
を
例
に

貧
困
と
食
費
の
状
況
を
ご
検
討
い
た
だ
い
た
の
が
唐
鎌
論
文
「
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
貧
困
と
食
料
費
」
で
あ
る
。

ま
た
、
被
保
護
世
帯
の
約
四
％
は
母
子
世
帯
で
あ
る
が
、
母
子
世
帯
は
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
と
異
な
り
、
一
人
で
子
育
て
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
消
費
の
在
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
貧
困
世
帯
に
お
け
る
食
生
活

の
態
様
は
収
入
の
多
寡
だ
け
を
要
素
に
一
様
に
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、個
別
具
体
の
生
活
に
基
づ
く
多
様
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。そ
こ
で
、

母
子
世
帯
の
食
生
活
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
分
析
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
の
が
、
上
田
論
文
「
貧
困
子
育
て
世
帯
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の
食
生
活
―
母
子
世
帯
に
着
目
し
て
―
」
で
あ
る
。

貧
困
子
育
て
世
帯
に
お
い
て
は
、
貧
困
で
あ
る
ゆ
え
に
食
費
を
削
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
食
費
を
削
っ
た
場

合
、
家
庭
で
の
食
事
は
ど
う
し
て
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
特
に
学
童
期
の
子
ど
も
の
食
生
活
は
成
人
以

上
に
重
要
で
「
将
来
の
体
格
や
健
康
状
態
に
も
影
響
す
る
」（
注
6
）と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
の
栄
養
確

保
に
お
け
る
学
校
給
食
の
役
割
は
大
き
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
価
高
騰
の
中
で
学
校
給
食
に
お
い
て
も
低
価
格
食
材
の
選
択
や
、
給
食

業
者
の
倒
産
と
い
っ
た
、
学
校
給
食
制
度
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
事
態
に
鑑
み
て
、
子
育

て
世
帯
に
お
け
る
学
校
給
食
の
重
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
い
た
の
が
鳫
論
文
「
子
ど
も
の
貧
困
と
学
校
給
食
―
意
義
と
課

題
―
」
で
あ
る
。

日
本
経
済
は
、
国
際
競
争
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
口
実
で
、
規
制
緩
和
路
線
を
と
り
、
特
に
労
働
分
野
に
お
い
て
は
一
九
九
五
年
五
月

に
日
経
連
が
発
表
し
た
『
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
雇
用
の
柔
軟
化
、
労
働
力
の
流
動
化
路
線
を
と
る
こ
と
で
、

労
働
力
の
有
効
活
用
、
人
件
費
抑
制
、
失
業
率
の
抑
制
を
目
指
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
「
半
失
業
者
、
部
分
就
業
者
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
り
」、
失
業
問
題
の
本
質
的
な
解
決
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
低
所
得
不
安
定
就
業
者
が
増
加
す
る
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い

る（
注
7
）。
そ
し
て
労
働
力
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
、
高
齢
者
も
障
が
い
者
も
「
働
く
」
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
設
計
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
財
政
負
担
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ
て
、
社
会
保
障
給
付
は
減
り
つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
に
も
障
が
い
者
に
も

「
働
く
」
権
利
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
働
き
た
い
人
」
の
就
業
機
会
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
か
し

同
時
に
、「
働
け
な
い
人
」
も
包
摂
し
う
る
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
働
け
な
い
」
事
情
を
抱
え
た
高
齢
者
世
帯

や
障
が
い
者
世
帯
、
母
子
世
帯
に
お
い
て
、
貧
困
状
態
に
陥
る
世
帯
が
多
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
同
じ
く
「
国
際
競
争
に
勝
つ
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
金
融
政
策
も
相
ま
っ
て
発
生
し
た
物
価
高
騰
の
し
わ
寄
せ
が
、
特
に
貧

困
世
帯
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
特
集
の
各
論
考
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
食
の
現
場
レ
ベ
ル
で
は
、
貧

困
問
題
に
で
き
る
限
り
対
処
し
、健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
食
生
活
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、

滔
々
と
流
れ
込
ん
で
く
る
貧
困
世
帯
に
対
応
す
る
現
場
の
力
に
も
限
界
が
あ
り
、
貧
困
の
発
生
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
本
質
的
解
決
に
は
な

ら
な
い
。

国
際
競
争
に
勝
つ
こ
と
の
目
的
は
国
民
生
活
の
向
上
の
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
競
争
に
勝
つ
た
め
の
政
策
の
結
果
、
国
民
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の
生
活
が
貧
し
く
な
る
の
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
し
、
そ
れ
で
は
本
当
の
意
味
で
「
国
際
競
争
に
勝
っ
た
」
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

注
：

（
1
）
連
合
「
二
〇
二
二
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
五
頁
。

（
2
）
連
合
「
二
〇
二
三
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
五
頁
。

（
3
）
読
売
新
聞
「
社
説

春
闘
集
中
回
答

相
次
ぐ
「
満
額
」
を
波
及
さ
せ
た
い
」
二
〇
二
三
年
三
月
一
七
日
。

（
4
）
連
合
「
多
く
の
組
合
が
賃
金
改
善
分
獲
得
、
な
か
で
も
中
小
組
合
が
健
闘
〜
二
〇
二
二
春
季
生
活
闘
争
第
七
回
（
最
終
）
回
答
集
計
結
果
に
つ
い
て
〜
」

二
〇
二
二
年
七
月
、
一
頁
。

（
5
）
連
合
「「
未
来
に
つ
な
が
る
転
換
点
」
と
な
り
得
る
高
水
準
の
回
答
〜
二
〇
二
三
春
季
生
活
闘
争
第
七
回
（
最
終
）
回
答
集
計
結
果
に
つ
い
て
〜
」
二
〇

二
三
年
七
月
、
一
頁
。

（
6
）
赤
松
利
恵
「
学
童
期
に
お
け
る
子
ど
も
の
食
の
課
題
と
対
策
」『
保
健
医
療
科
学
』
第
六
六
巻
六
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
五
七
五
頁
。

（
7
）
伍
賀
一
道
『
雇
用
の
弾
力
化
と
労
働
者
派
遣
・
職
業
紹
介
事
業
』
大
月
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
〇
頁
。
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普
通
の
暮
ら
し
と
は

い
ま
空
前
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
短
歌
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い

る
。
ブ
ー
ム
を
け
ん
引
す
る
の
は
二
〇
〜
三
〇
代
の
若
者
世
代
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
っ
て
、
同
人
誌
を
作
っ
た
り
歌
会
を
開
い
た

り
し
な
く
て
も
、
自
ら
詠
ん
だ
歌
を
気
軽
に
投
稿
で
き
る
こ
と
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
な
か
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
ポ
ッ
プ
に
発
信
で
き
る
こ
と
が
、
若
者
層
を
中
心
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
年
の
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な

っ
た
歌
人
に
萩
原
慎
一
郎
が
い
る
。
萩
原
は
「
非
正
規
歌
人
」
と

も
称
さ
れ
、
大
学
卒
業
後
は
長
ら
く
ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約
社
員
な

ど
非
正
規
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
た
。
歌
集
と
し
て
は
異
例
の

大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
『
滑
走
路
』
に
は
、
非
正
規
労
働
者
の
悲

哀
だ
け
で
は
な
く
、
働
く
も
の
を
鼓
舞
す
る
歌
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
は
、
牛
丼
（
屋
）
を
詠
ん
だ
歌
が
い
く
つ
も
あ

る
。

ぼ
く
も
非
正
規
き
み
も
非
正
規
秋
が
き
て

牛
丼
屋
に
て
牛
丼
食
べ
る

食
べ
る
な
ら
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
た
い
な

昼
は
牛
丼
屋
で
い
い
け
れ
ど

安
価
で
素
早
く
食
べ
ら
れ
る
牛
丼
は
、
低
い
賃
金
水
準
に
あ
る

非
正
規
労
働
者
に
は
う
っ
て
つ
け
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
牛
丼
並
盛
に

味
噌
汁
と
生
卵
を
つ
け
て
価
格
は
六
五
〇
円
ほ
ど
。
カ
ロ
リ
ー
は

七
三
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ほ
ど
。
一
応
、
カ
ロ
リ
ー
面
で
は
満
た
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
毎
日
牛
丼
で
は
栄
養
的
に
偏
っ
て
し
ま
う

生
計
費
調
査
か
ら
み
え
る
貧
困

中
澤
秀
一

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
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し
、
何
よ
り
も
飽
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
毎
食
、
何
を
食
べ
る
か

選
択
で
き
る
こ
と
、
食
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
は
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

本
来
は
そ
れ
が
普
通
の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
人
々
の

暮
ら
し
か
ら
健
康
や
文
化
が
失
わ
れ
て
普
通
で
は
な
く
な
っ
た
と

き
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
貧
困
状
態
で
あ
る
。

過
去
に
お
い
て
も
現
在
に
お
い
て
も
貧
困
の
主
た
る
要
因
は
、

低
賃
金
で
あ
る
。
現
在
で
は
非
正
規
労
働
者
の
増
加
の
影
響
が
大

き
い
。
二
〇
二
二
年
の
雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
の
割
合
は

三
六
・
九
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
の
二
七
・
二
％
、
一
九
九
二

年
の
一
八
・
七
％
と
比
較
す
る
と
急
増
し
て
い
る
（
総
務
省
「
労

働
力
調
査
」）。多
く
の
非
正
規
労
働
者
は
、働
い
て
い
て
も
貧
困
、

い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
状
態
に
あ
る
。
一
般
的
に
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
定
義
は
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一

年
時
点
で
労
働
者
全
体
の
二
一
・
四
％
に
達
し
て
い
る
（
国
税
庁

「
民
間
給
与
実
態
調
査
」）。

本
稿
で
は
、
生
計
費
の
視
点
か
ら
現
代
の
日
本
に
お
け
る
貧
困

に
迫
っ
て
み
た
い
。
と
く
に
、
近
年
の
物
価
上
昇
が
国
民
生
活
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
。
な
お
、
筆

者
は
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
た
最
低
生
計
費
試
算
調
査
の
監
修
を

担
当
し
て
お
り
、
本
稿
の
内
容
は
本
調
査
か
ら
見
出
さ
れ
た
知
見

を
も
と
に
し
て
い
る
。

貧
困
の
概
念

貧
困
を
測
る
代
表
的
な
指
標
と
し
て
相
対
的
貧
困
率
が
あ
る
。

相
対
的
貧
困
率
の
定
義
は
、「
等
価
可
処
分
所
得
（
世
帯
の
可
処

分
所
得
を
世
帯
人
員
の
平
方
根
で
割
っ
て
調
整
し
た
所
得
）
の
中

央
値
の
半
分
の
ラ
イ
ン
に
満
た
な
い
世
帯
員
の
割
合
」
で
、
お
お

ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、「
そ
の
国
の
中
で
、�
真
ん
中
の
所
得
�
の
半

分
以
下
で
生
活
し
て
い
る
人
の
割
合
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
直

近
の
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
は
一
五
・
四
％
（
二
〇
二
一
年
）
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
の�
真
ん
中
の
所
得
�
と
は
、
厚
生
労
働
省
「
国

民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
れ
ば
二
五
四
万
円
だ
っ
た
の
で
、
世
帯

員
一
人
当
た
り
の
年
間
に
使
え
る
お
金
が
一
二
七
万
円
に
満
た
な

い
と
貧
困
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
相
対
的
貧
困
率

は
、
所
得
を
基
準
と
し
て
貧
困
を
計
測
し
て
い
る
た
め
、
た
と
え

ば
年
間
一
二
七
万
円
で
ど
ん
な
生
活
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
問

わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
年
の
物
価
上
昇
に
よ
り
お
金
の
価

値
が
目
減
り
し
て
、
生
活
の
内
容
が
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

把
握
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
相
対
的
貧
困
は
格
差
の
度
合
い
を
示

し
た
指
標
で
あ
り
、
相
対
的
貧
困
状
態
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
生
死
に
関
わ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
国
の
な
か
で

普
通
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
生
活
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
層

が
ど
れ
だ
け
存
在
す
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
は
重
要
な
指
標

で
は
あ
る
。
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後
述
す
る
最
低
生
計
費
試
算
調
査
の
監
修
を
担
当
し
て
い
た
金

澤
誠
一
は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
の
貧
困
概
念
を
ベ
ー
ス
に
最
低
限
度
必
要
な
生
活
の
「
機

能
」
を
、
人
々
の
生
活
の
健
康
状
態
の
維
持
・
生
命
の
維
持
と
い

っ
た
基
本
的
生
活
の
「
機
能
」
と
、
自
尊
心
を
保
て
る
・
社
会
生

活
に
参
加
で
き
る
と
い
っ
た
複
雑
か
つ
高
度
な
生
活
の
「
機
能
」

と
に
分
け
て
理
解
し
て
い
る
。
一
般
的
に
貧
困
と
認
識
さ
れ
る
の

は
、
前
者
の
基
本
的
生
活
の
「
機
能
」
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
憲
法
学
者
の
木
村
草
太
も
、
生
存
権
保
障
の
在
り
方

に
つ
い
て
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
第
一
段
階

は
、
生
命
維
持
の
要
請
を
満
た
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
雨

露
を
し
の
げ
る
居
住
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
」「
必
要
な
栄

養
が
摂
取
さ
れ
て
い
る
か
」「
身
を
守
る
あ
た
た
か
い
衣
服
が
揃

っ
て
い
る
か
」
な
ど
、
衣
食
住
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
ニ
ー
ズ

が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、
基

礎
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
財
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
質
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
風
・
日
照
・
湿
気

排
除
・
空
調
の
機
能
が
劣
っ
て
い
る
と
、
た
と
え
居
住
空
間
が
確

保
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
居
住
者
の
健
康
は
害
さ
れ
る
だ
ろ
う

し
、
精
神
的
な
影
響
も
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
健
康
な
か
ら
だ
を

つ
く
る
に
は
、
穀
類
の
「
主
食
」、
肉
や
魚
・
卵
・
豆
な
ど
の
お

か
ず
「
主
菜
」、
野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
な
ど
の
「
副
菜
」、
そ
れ

に
乳
製
品
や
果
物
な
ど
組
み
合
わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

が
大
切
で
あ
る
。
第
三
段
階
は
、
相
互
に
支
え
合
う
人
間
関
係
に

よ
り
、
人
間
の
尊
厳
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
社

会
の
な
か
で
孤
立
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
。
他
者
と
交
流
し
、
相

手
の
反
応
を
見
る
こ
と
で
喜
び
を
見
出
し
て
い
く
。
行
動
を
意
味

の
あ
る
も
の
に
た
ら
し
め
る
「
何
か
（
だ
れ
か
）
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
単
に
生
存
し
て
い
る
だ
け
で
は
人
権
が
保
障
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
誰
も
が
普
通
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
質
や

人
間
関
係
な
ど
も
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
質
に
こ
だ
わ

る
こ
と
や
人
間
関
係
の
形
成
に
は
、
通
常
は
「
コ
ス
ト
」
が
か
か

る
。一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、仕
事
に
就
い
て
さ
え
す
れ
ば
、

普
通
の
暮
ら
し
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
〇
年
代
後
半
以
降

の
非
正
規
雇
用
の
増
大
や
実
質
賃
金
の
低
下
な
ど
雇
用
が
劣
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
働
く
人
々
か
ら
普
通
の
暮
ら
し
が
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
っ
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
生
計
費
試
算

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
二
七
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
た
最

低
生
計
費
試
算
調
査（
以
下
、
生
計
費
調
査
）の
監
修
を
担
当
し
、

調
査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
も
と
も
と
は
先
述
し
た
金
澤
誠
一

の
監
修
の
も
と
全
国
各
地
で
同
様
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
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そ
れ
ら
の
調
査
で
用
い
ら
れ
た
方
法
を
生
計
費
調
査
で
も
基
本
的

に
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
こ
で
採
用
さ
れ
た
生
計
費
の
試
算
方
法

は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式（
全
物
量
積
み
上
げ
方
式
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
最
低
限
度
の
生
活
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
生
活
必
需
品
の
種
類
・
量
を
決
め
て
、

食
費
・
住
宅
費
・
水
道
光
熱
費
・
被
服
費
・
交
通
費
・
教
育
費
な

ど
個
別
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
方
式
で
あ
る
。
最
低
限
度
の
生
活

に
必
要
と
な
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
く

の
で
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
は
、
か
つ
て
は
我
が
国
の
生
活
保
護
基
準

を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
生
計
費
調
査
で
は
、
若
者
が
普
通
に
一
人
暮
ら
し
を
す

る
に
は
月
額
二
四
〜
二
六
万
円
（
税
・
社
会
保
険
料
込
み
）
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
三
〇
代
夫
婦
と
子
ど
も
二
人
（
幼
児
＋
小
学

校
低
学
年
児
童
）
か
ら
な
る
四
人
家
族
が
普
通
に
子
育
て
を
す
る

に
は
年
額
五
五
〇
〜
六
〇
〇
万
円
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
試
算

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
表
1
は
、
二
五
歳
の
若
者
が
普
通
に
一

人
暮
ら
し
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
覧
で
あ
る
。

最
低
生
計
費
（
月
額
）
を
賃
金
で
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
少

な
く
と
も
時
給
一
、
四
〇
〇
円
ほ
ど
が
必
要
で
あ
る
（
人
間
ら
し

い
労
働
時
間
を
加
味
す
れ
ば
時
給
一
、
六
〇
〇
円
を
超
え
る
）。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
最
低
賃
金
額
は
、
表
の
最
下
段
に
示
す
よ
う

に
最
も
高
い
東
京
都
で
あ
っ
て
も
一
、
一
一
三
円
、
全
国
平
均
で

は
一
、
〇
〇
四
円
と
、
よ
う
や
く
一
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
、
普
通
に
暮
ら
す
の
は
困

難
で
あ
る
。
貧
困
の
要
因
が
低
賃
金
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。

食
費
の
試
算
―
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く

生
計
費
試
算
全
体
の
詳
細
な
方
法
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
割

愛
す
る
が
、
こ
こ
で
は
食
費
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
食
費

に
つ
い
て
は
、
各
年
の
総
務
省
「
家
計
調
査
」（
品
目
分
類
、
全

国
、
二
人
以
上
世
帯
の
年
間
収
入
が
最
も
低
い
第
Ⅰ
五
分
位
階

層
）
の
各
費
目
の
購
入
数
量
及
び
一
〇
〇
ｇ
当
た
り
の
平
均
価
格

か
ら
、
食
品
群
ご
と
に
各
構
成
品
目
の
加
重
平
均
に
よ
っ
て
消
費

単
価
を
計
算
し
て
い
る
。
収
入
が
最
も
低
い
第
Ⅰ
五
分
位
階
層
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
の
は
、
年
間
収
入
階
層
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
よ

り
高
級
な
食
材
を
使
っ
た
り
贅
沢
品
を
食
べ
た
り
す
る
た
め
に
消

費
単
価
が
高
く
な
り
、
食
費
の
最
低
限
を
、
で
き
る
だ
け
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
で
き
る
と
こ
ろ
で

決
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
年
間
収
入
の
低
い
階
層
に
よ
り
消
費
単

価
を
算
出
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
表

2
は
、
食
費
の
試
算
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
各
食
品
群
の
消
費
単
価

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
後
半
か
ら
の
物
価

上
昇
の
影
響
を
受
け
て
、
消
費
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
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自
治
体
名

札
幌
市

水
戸
市

東
京
都
北
区
新
潟
市

岐
阜
市

京
都
市

岡
山
市

高
知
市

佐
賀
市

那
覇
市

調
査
年

20
22
年

20
20
年

20
19
年

20
15
年

20
22
年

20
18
年

20
20
年

20
22
年

20
19
年

20
20
年

消
費
支
出

17
6
，1
47

17
9
，9
10

17
9
，8
04

17
7
，0
18

17
6
，7
37

17
8
，3
90

18
0
，4
04

18
3
，6
88

17
8
，1
27

17
9
，4
39

食
費

43
，4
26

41
，9
67

44
，3
61

39
，5
97

44
，8
72

44
，4
41

40
，3
33

45
，4
23

39
，0
25

41
，2
66

住
居

費
38
，0
00

36
，4
58

57
，2
92

38
，0
00

38
，0
00

41
，6
67

35
，4
17

33
，0
00

34
，5
00

36
，4
58

水
道
・
光
熱

13
，2
69

7
，5
46

6
，9
55

11
，0
64

7
，8
74

7
，4
19

7
，2
73

8
，7
10

8
，1
50

8
，7
64

家
具
・
家
事
用
品

4
，5
38

3
，2
65

2
，5
40

3
，7
65

3
，0
58

3
，8
36

4
，0
32

3
，2
47

3
，5
61

3
，8
26

被
服
・
履
物

6
，3
95

8
，4
40

6
，8
06

6
，9
51

7
，7
48

5
，9
21

6
，5
75

6
，6
38

5
，6
35

5
，0
21

保
健
医
療

4
，4
80

1
，0
02

1
，0
09

4
，1
88

1
，5
01

1
，1
37

1
，0
94

1
，5
06

1
，1
84

1
，1
42

交
通
・
通
信

14
，3
90

29
，9
90

12
，0
75

40
，3
35

34
，9
93

18
，6
12

33
，3
84

37
，4
67

41
，8
56

33
，7
94

教
養
・
娯
楽

30
，5
98

28
，5
34

25
，5
77

14
，9
70

20
，3
90

27
，5
10

25
，4
54

26
，0
70

25
，9
64

25
，6
20

そ
の

他
21
，0
51

22
，7
08

23
，1
89

18
，1
48

18
，3
01

27
，8
47

26
，8
42

21
，6
27

18
，2
52

23
，5
48

非
消
費
支
出

54
，7
61

55
，1
77

51
，9
38

47
，2
87

53
，4
22

49
，5
95

50
，1
07

47
，7
11

46
，0
45

48
，9
77

予
備

費
17
，6
00

17
，9
00

17
，9
00

17
，7
00

17
，6
00

17
，8
00

18
，0
00

18
，3
00

17
，8
00

17
，9
00

最
低
生
計
費

（
月
額
）

税
抜

19
3
，7
47

19
7
，8
10

19
7
，7
04

19
4
，7
18

19
4
，3
37

19
6
，1
90

19
8
，4
04

20
1
，9
88

19
5
，9
27

19
7
，3
39

税
込

24
8
，5
08

25
2
，9
87

24
9
，6
42

24
2
，0
05

24
7
，7
59

24
5
，7
85

24
8
，5
11

24
9
，6
99

24
1
，9
72

24
6
，3
16

年
額
（
税
込
）

2
，9
82
，0
96
3
，0
35
，8
44
2
，9
95
，7
04
2
，9
04
，0
60
2
，9
73
，1
08
2
，9
49
，4
20
2
，9
82
，1
32
2
，9
96
，3
88
2
，9
03
，6
64
2
，9
55
，7
92

必
要
最
低
賃
金
額
Ａ

（
17
3
．8
時
間
換
算
）

1
，4
30

1
，4
56

1
，4
36

1
，3
92

1
，4
26

1
，4
14

1
，4
30

1
，4
37

1
，3
92

1
，4
17

必
要
最
低
賃
金
額
Ｂ

（
15
0
時
間
換
算
）

1
，6
57

1
，6
8 7

1
，6
64

1
，6
13

1
，6
52

1
，6
39

1
，6
57

1
，6
65

1
，6
13

1
，6
42

参
考
：
最
低
賃
金
額

（
23
年
10
月
～
）

96
0

95
3

1
，1
13

93
1

95
0

1
，0
08

93
2

89
7

90
0

89
6

（
注
1
）
い
ず
れ
も
25
歳
男
性
で
賃
貸
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
（
25
㎡
）
に
居
住
と
い
う
条
件

（
注
2
）
そ
の
他
に
は
理
美
容
品
費
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
費
、
身
の
回
り
用
品
費
、
交
際
費
、
自
由
裁
量
費
を
含
む

（
注
3
）
非
消
費
支
出
＝
所
得
税
＋
住
民
税
＋
社
会
保
険
料

表
1
最
低
生
計
費
試
算
調
査
の
結
果
（
25
歳
単
身
世
帯
）

（
円
）
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で
は
、
物
価
上
昇
に
対
し
て
家
計
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
物
価
上
昇
に
見
合
っ
て
収

入
が
上
昇
し
て
い
れ
ば
問
題
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
う

で
は
な
い
の
で
�
や
り
く
り
�
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
べ

る
こ
と
は
ま
さ
に
生
命
線
で
あ
る
か
ら
倹
約
に
は
限
度
が
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
で
き
る
だ
け
安
価
な
食
材
で
ま
か
な
う
こ
と
で
や

り
く
り
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
食
材
が
偏

り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
損
な
わ
れ
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。

物
価
上
昇
に
よ
る
普
通
の
暮
ら
し
の
コ
ス
ト
増

昨
今
の
物
価
上
昇
は
食
費
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

費
目
で
起
こ
っ
て
い
る
（
携
帯
電
話
の
料
金
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
な

ど
下
落
し
た
費
目
も
あ
る
が
、
一
部
に
過
ぎ
な
い
）。
現
在
、
各

地
の
試
算
結
果
を
総
務
省
統
計
局
「
消
費
者
物
価
指
数
」（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
）
を
用
い
て
分
析
し
、
係
数
を
各
費
目
に
乗
ず
る
な
ど
し
て
改

定
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
改
定
し
た
費
目
は
、
食
費

（
家
で
の
食
事
お
よ
び
廃
棄
分
で
外
食
は
除
く
）、
光
熱
水
費
、

家
具
・
家
事
用
品
費
、
被
服
及
び
履
物
費
、
保
健
医
療
費
、
自
動

車
関
係
費
、
通
信
費
、
教
養
娯
楽
耐
久
財
費
、
教
養
娯
楽
品
、
理

美
容
品
費
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
費
等
で
あ
る
。
表
3
は
、
二
〇
一

八
年
に
試
算
さ
れ
た
京
都
市
の
結
果
と
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
時

点
の
物
価
変
動
を
踏
ま
え
て
再
試
算
し
た
結
果
と
を
比
較
し
た
も

表2 全国第Ⅰ五分位階層の食品群ごとの100ｇ当たり消費単価の推移
（2018年→2022年）

資料）総務省「家計調査」より筆者作成
（注）嗜好品については、100kcal当たりの価格で算出

（円）
2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

乳・乳製品 25．14 26．1 26．44 27．32 26．93
卵 28．19 28．5 27．76 30．95 31．49
魚介・肉 162．64 164．46 163．95 168．28 176．8
豆・豆製品 22．04 21．41 20．78 20．92 21．08
野菜・海藻 47．15 45．09 46．31 44．75 48．24
いも 29．63 28．98 33．89 39．4 37．18
果物 47．39 47．6 47．99 49．06 52．06
穀類 48．74 51．75 47．51 51．27 52．94
砂糖 21．79 22．97 23．62 24．18 25．88
油脂 48．52 50．3 48．38 48．26 63．12
嗜好品 82．96 85．16 85．38 89．51 90．2
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の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
費
目
で
上
昇
が
み
ら
れ
、
生
計
費
全
体

で
は
生
計
費
は
五
年
間
で
約
六
％
上
昇
し
て
い
た
。

い
ま
も
普
通
の
暮
ら
し
に
か
か
る
費
用
は
、
物
価
上
昇
を
受
け

て
増
大
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
は
そ
れ
ほ
ど
上
昇

し
て
い
な
い
。
賃
金
だ
け
で
は
な
く
、
年
金
や
生
活
保
護
基
準
な

ど
社
会
保
障
給
付
は
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
収
入
の
減
少
に
対

し
て
、
生
活
す
る
た
め
に
は
何
か
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
は
、
何
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
健
康
的
な
文

化
的
な
生
活
の
質
で
あ
り
、
人
付
き
合
い
や
社
会
参
加
な
ど
の
人

間
関
係
で
あ
る
。
食
卓
の
メ
ニ
ュ
ー
の
数
を
減
ら
し
、
旬
の
食
材

を
食
べ
な
く
な
っ
た
。（
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
）
飲
み
会
の
頻
度

は
減
り
、
旅
行
に
も
行
か
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
究
極
の
貧
困

の
発
現
は
、
家
族
形
成
の
減
退
で
あ
る
。
収
入
の
減
少
に
よ
り
生

活
の
質
や
人
間
関
係
が
失
わ
れ
た
結
果
、
若
者
た
ち
か
ら
家
族
を

形
成
す
る
意
欲
や
希
望
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ッ
プ
ル
が
生

ま
れ
に
く
く
な
っ
た
た
め
に
、
こ
こ
ま
で
急
速
に
少
子
化
が
進
行

し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
の
出
生
数
は
初
め
て
八
〇
万
人
を

割
り
込
ん
で
い
る
。
政
府
が
掲
げ
て
い
る
「
異
次
元
の
少
子
化
対

策
」
は
い
ず
れ
も
子
育
て
の
支
援
策
で
あ
る
。
真
の
少
子
化
を
め

ざ
す
な
ら
ば
、
家
族
形
成
が
で
き
る
く
ら
い
の
ゆ
と
り
を
作
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
わ
た
し
た
ち
が
普
通
に
暮
ら
し
、
社
会
を
正

常
に
保
つ
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
「
コ
ス
ト
」
が
か
か
る
の
で

あ
る
。
貧
困
を
防
ぐ
た
め
に
、
賃
金
の
底
上
げ
が
急
務
の
課
題
で

表3 京都市在住25歳単身世帯の最低生計費試算結果の2023年版改定
（円）

2018年 2023年改定
食費 44，441 49，242
住居費 41，667 50，000
光熱・水道 7，419 7，456
家具・家事用品 3，836 4，864
被服・履物 5，921 6，315
保健医療 1，137 1，171
交通・通信 18，612 16，766
教養娯楽 27，510 27，895
その他 27，847 28，100
予備費 17，800 19，100
最低生計費＝Ａ 196，190 210，909
非消費支出＝Ｂ 49，595 52，212
税等込み月額＝Ｃ（Ａ＋Ｂ） 245，785 263，121
税等込み年額＝Ｃ×12 2，949，420 3，157，452

������������������������� 生計費調査からみえる貧困

１６



あ
る
。

（
参
考
文
献
）

金
澤
誠
一
（
二
〇
〇
九
）『「
現
代
の
貧
困
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
』

高
菅
出
版

木
村
草
太
（
二
〇
一
三
）『
憲
法
の
創
造
力
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
四
）「『
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
二
〇
一
五
年
版
）

策
定
検
討
会
』
報
告
書
」

中
澤
秀
一
（
二
〇
二
三
）「
最
低
生
計
費
調
査
の
到
達
点
―
地
方
圏
に
お
け
る

最
賃
と
は
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
第
七
四
巻
第
五
・
六
号

中
澤
秀
一
（
二
〇
二
三
）「
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
一
五
〇
〇
円
の
根
拠
・
意

義
・
展
望
―
最
低
生
計
費
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
」『
日
本
の
科
学
者
』

Ｖ
ｏ
ｌ
�
五
八
本
の
泉
社
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日
本
の
相
対
的
貧
困
率
（
等
価
可
処
分
所
得
が
貧
困
線
に
満
た

な
い
者
の
割
合
）
は
、
二
〇
一
二
年
ま
で
上
昇
を
続
け
、
そ
の
後

や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
二
〇
二
一
年
で
は
一
五
・
七
％
と
、
一

九
八
〇
〜
九
〇
年
代
と
比
較
し
て
高
い
状
況
に
あ
る﹇
1
﹈。
さ
ら

に
、
近
年
の
地
政
学
的
要
因
に
よ
る
食
料
品
価
格
の
上
昇
は
家
計

の
食
料
消
費
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
で

は
、
経
済
格
差
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
栄
養
・
食
生
活
の
質
の
格

差
に
つ
い
て
、
食
費
の
影
響
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
知
見

を
ま
と
め
た
。

1
�「
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
」
と
し
て
の
経
済
格
差

経
済
格
差
は
、
人
々
の
健
康
を
形
成
す
る
「
健
康
の
社
会
的
決

定
要
因
（Socialdeterm

inants
ofhealth

）」
の
一
つ
と
さ
れ

る﹇
2
﹈。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
収
入
や
学
歴
な
ど
の
社
会
経
済
的
地

域
と
死
亡
率
に
逆
相
関
が
み
と
め
ら
れ
、
こ
の
格
差
は
一
九
六
〇

年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
拡
大
し
た﹇
3
﹈。世
界
保
健
機
関（W

orld
H
ealth

O
rganization;

W
H
O

）は
、こ
の
健
康
格
差
に
注
目
し
、

二
〇
一
〇
年
の
報
告
書
で
、「
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
」
と
し

て
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
医
療
以
外
の
要
因
を
定
義
し
た﹇
4
﹈。

「
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
」
に
は
、
収
入
、
学
歴
、
職
業
等
の

社
会
経
済
的
地
位
と
、
社
会
・
経
済
政
策
等
の
社
会
経
済
的
・
政

治
的
背
景
が
含
ま
れ
る
。
同
報
告
書
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
要
因
が

健
康
を
決
定
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
社
会
経
済
的
・
政
治
的

背
景
が
社
会
経
済
的
地
位
に
影
響
し
、
そ
れ
が
生
活
習
慣
や
物
理

的
な
生
活
環
境
、
及
び
心
理
社
会
的
要
因
を
介
し
て
健
康
状
態
に

影
響
す
る
と
い
う
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
た﹇
4
﹈。

女
子
栄
養
大
学
教
授

武
見
ゆ
か
り

女
子
栄
養
大
学
大
学
院

栄
養
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
1
年

髙
野
真
梨
子

経
済
格
差
と
食
生
活
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本
稿
で
扱
う
食
生
活
は
、
上
記
の
枠
組
み
中
の
生
活
習
慣
に
含

ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
経
済
的
地
位
が
食
生
活
の
質
に
影
響

し
、
健
康
格
差
を
生
じ
る
。
経
済
格
差
に
よ
っ
て
食
生
活
の
質
が

悪
化
す
る
現
状
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
食
費
の
影
響
と

食
費
以
外
の
要
因（
認
知
的
要
因
な
ど
）に
着
目
し
て
報
告
す
る
。

2
�
経
済
格
差
と
栄
養
・
食
生
活
の
質
の
実
態

経
済
格
差
が
栄
養
・
食
生
活
の
質
に
関
連
す
る
こ
と
は
、
国
内

外
で
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る﹇
5
﹈。
国
内
で
は
、
厚
生
労
働
省

の
平
成
三
〇
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
い
て
、
世
帯
収
入
別

に
食
物
摂
取
の
違
い
を
検
討
し
て
い
る﹇
6
﹈。
こ
の
報
告
に
よ
る

と
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
「
主
食
（
飯
、

パ
ン
な
ど
穀
類
の
料
理
）・
主
菜
（
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆
製
品
を

主
材
料
と
す
る
た
ん
ぱ
く
質
源
の
料
理
）・
副
菜
（
野
菜
、
き
の

こ
、
海
藻
、
い
も
を
主
材
料
と
す
る
料
理
）
を
組
み
合
わ
せ
た
食

事
」
が
一
日
二
回
以
上
で
あ
る
頻
度
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割
合

は
、
二
〇
〇
万
円
未
満
の
者
で
は
三
八
・
〇
％
と
、
世
帯
収
入
六

〇
〇
万
円
以
上
の
者
五
三
・
八
％
に
比
べ
有
意
に
低
か
っ
た
。
食

品
群
別
摂
取
量
で
は
、
世
帯
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
の
者
は
、
六

〇
〇
万
円
以
上
の
者
に
比
べ
、
野
菜
類
、
果
実
類
、
肉
類
、
乳
類

な
ど
、
摂
取
す
べ
き
食
品
の
摂
取
量
が
少
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
（
図
1
）。

経
済
的
要
因
の
把
握
方
法
で
は
、
客
観
的
な
世
帯
収
入
だ
け
で

図1 世帯収入別にみた食品群別摂取量

（平成30年国民健康・栄養調査より著者作成）
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な
く
、
主
観
的
な
暮
ら
し
向
き
を
用
い
て
把
握
し
た
場
合
で
も
、

食
生
活
の
質
の
格
差
が
み
ら
れ
て
い
る
。
内
閣
府
「
食
育
に
関
す

る
意
識
調
査
」
デ
ー
タ
を
用
い
た
研
究
に
よ
る
と
、
暮
ら
し
向
き

に
ゆ
と
り
が
あ
る
者
に
比
べ
、
ゆ
と
り
が
な
い
者
で
は
、「
主
食

・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
」
が
一
日
に
二
回
以
上
で

あ
る
オ
ッ
ズ
比
が
有
意
に
低
く
、
課
題
の
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ

た﹇
7
﹈。

同
様
の
格
差
は
、
子
ど
も
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
小

学
五
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
研
究﹇
8
﹈に
お
い
て
、

世
帯
収
入
が
低
い
子
ど
も
は
高
い
子
ど
も
に
比
べ
、
朝
食
の
摂
取

頻
度
が
「
週
四
〜
五
日
以
下
」、
野
菜
の
摂
取
頻
度
が
「
週
三
日

以
下
」、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
の
摂
取
頻
度
が
「
週
一
回
以
上
」
で

あ
る
オ
ッ
ズ
比
が
高
か
っ
た（
図
2
）。
食
品
群
別
摂
取
量
で
は
、

世
帯
収
入
が
低
い
子
ど
も
は
高
い
子
ど
も
に
比
べ
、
魚
介
類
、
緑

黄
色
野
菜
、
た
ん
ぱ
く
質
や
複
数
の
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂

取
量
が
低
い
こ
と
、
こ
の
差
は
、
給
食
の
な
い
日
で
よ
り
大
き
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た﹇
9
﹈。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
で
は
、
全
国
一
斉
臨
時
休

校
等
の
影
響
に
よ
り
、
子
ど
も
の
い
る
低
収
入
の
世
帯
で
は
、
食

生
活
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

小
学
五
年
生
及
び
中
学
二
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
を
対
象
と

し
た
研
究﹇
10
﹈で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
、
低
収
入
世
帯
ほ

ど
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
一
日
二
回
以
上
で
あ
っ
た
者
の
割
合

図2 世帯収入と児童の朝食・食品摂取頻度の関連

（論文［8］より著者作成）
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が
低
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
、「
食
材
を

選
ん
で
買
う
経
済
的
余
裕
が
少
な
く
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
者
の

割
合
は
、
最
も
収
入
が
高
い
群
三
・
二
％
に
比
べ
、
最
も
収
入
が

低
い
群
で
は
三
二
・
九
％
と
有
意
に
高
か
っ
た
。

3
�
栄
養
・
食
生
活
の
格
差
に
つ
な
が
る
食
費
の
影
響

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
収
入
が
低
い
者
は
高
い
者
に
比
べ
、
食
事

の
質
が
良
好
で
な
い
こ
と
が
国
内
外
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
食
品
価
格
や
食
費
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ

る
。
海
外
で
は
、
食
品
の
価
格
や
栄
養
価
を
分
析
し
た
研
究
に
お

い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
当
た
り
の
価
格
が
高
い
食
品
ほ
ど
、
望
ま
し

い
栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る﹇
11
﹈。
例
え

ば
、
野
菜
類
や
果
実
類
、
魚
介
類
は
価
格
も
栄
養
価
も
高
い
一
方

で
、
精
製
さ
れ
た
穀
類
、
油
脂
類
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
は
価
格
も
栄

養
価
も
低
か
っ
た
。
食
事
の
観
点
か
ら
も
、
よ
り
健
康
的
な
食
事

は
食
費
が
高
い
と
の
報
告
も
多
く
み
ら
れ
る
。
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
食
事
記
録
調
査
に
よ
っ
て
把
握
し
た
食
物

摂
取
内
容
に
各
食
品
価
格
を
当
て
は
め
て
食
費
を
算
出
し
た
分
析

で
は
、
食
費
が
低
い
ほ
ど
、
豆
類
、
野
菜
類
、
果
実
類
、
魚
介
類
、

肉
類
、
乳
類
な
ど
、
摂
取
が
望
ま
れ
る
食
品
の
摂
取
量
が
低
く
、

穀
類
、
卵
類
、
油
脂
類
の
摂
取
量
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た﹇
12
﹈。

さ
ら
に
栄
養
素
摂
取
量
で
は
、食
費
が
低
い
ほ
ど
、た
ん
ぱ
く
質
、

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂
取
量
が
低
く
、
炭
水
化

物
の
摂
取
量
が
多
か
っ
た﹇
13
﹈。
世
帯
収
入
が
低
い
ほ
ど
一
人
当

た
り
の
食
料
支
出
も
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
帯
収
入
が
低
い

ほ
ど
、
食
事
に
か
け
る
費
用
も
低
く
、
望
ま
し
い
食
品
や
栄
養
素

の
摂
取
量
が
乏
し
い
食
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
る
。

4
�
栄
養・
食
生
活
の
格
差
に
つ
な
が
る
食
費
以
外
の
要
因

経
済
格
差
が
も
た
ら
す
栄
養
・
食
生
活
格
差
を
説
明
す
る
要
因

は
、
食
費
だ
け
で
は
な
い
。
世
帯
収
入
の
違
い
は
、
認
知
的
要
因

を
介
し
て
食
生
活
の
格
差
に
つ
な
が
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
内
閣
府
「
食
育
に
関
す
る
意
識
調
査
」
デ
ー
タ
を
用
い
、
経

済
的
要
因
と
食
に
関
す
る
認
知
的
要
因
の
関
連
を
検
討
し
た
研

究﹇
7
﹈に
よ
る
と
、
食
品
選
択
で
重
視
す
る
点
と
し
て
、
世
帯
収

入
二
〇
〇
万
円
未
満
の
者
は
六
〇
〇
万
円
以
上
の
者
と
比
較
し
、

「
価
格
」
を
重
視
し
、「
お
い
し
さ
」「
産
地
」
を
重
視
し
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
暮
ら
し
向
き
に
ゆ
と
り
が
な
い
者

は
、
ゆ
と
り
が
あ
る
者
に
比
べ
、「
価
格
」「
量
・
大
き
さ
」
を
よ

り
重
視
し
、「
お
い
し
さ
」「
鮮
度
」「
産
地
」「
栄
養
価
」
な
ど
の

位
置
づ
け
は
低
か
っ
た
。
食
品
選
択
・
調
理
に
つ
い
て
今
後
身
に

付
け
た
い
知
識
に
お
い
て
も
、
世
帯
収
入
二
〇
〇
万
円
未
満
の

者
、
暮
ら
し
向
き
に
ゆ
と
り
が
な
い
者
は
、「
特
に
な
い
」
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
世
帯
収
入
や
主
観
的

な
暮
ら
し
向
き
が
低
い
者
は
、
価
格
以
外
の
お
い
し
さ
や
栄
養
価

経済格差と食生活 �����������������������������
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な
ど
へ
の
関
心
が
低
く
、
知
識
の
修
得
へ
の
意
欲
も
低
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

経
済
格
差
と
栄
養
・
食
生
活
の
質
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
に

は
、
食
費
な
ど
の
経
済
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
認
知

的
要
因
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
栄
養
・
食
生
活
格
差
に
つ
な

が
る
食
費
以
外
の
要
因
と
し
て
、
海
外
で
は
、
栄
養
に
関
す
る
知

識
の
欠
如
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る﹇
5
﹈。
し
か
し
国
内
で
は
、

社
会
経
済
的
要
因
に
よ
る
栄
養
の
知
識
や
調
理
ス
キ
ル
等
の
違
い

に
関
す
る
報
告
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
更
な
る
研
究
が
求

め
ら
れ
る
。

5
�
栄
養
・
食
生
活
の
格
差
是
正
に
向
け
て
何
が
必
要
か

経
済
格
差
に
よ
る
栄
養
・
食
生
活
格
差
を
是
正
し
、
健
康
格
差

を
縮
小
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
既
存

の
取
り
組
み
か
ら
今
後
必
要
な
対
策
を
考
え
た
い
。

ま
ず
、
根
本
的
な
対
策
と
し
て
、
世
帯
収
入
の
格
差
是
正
や
就

労
状
況
の
改
善
、
健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
最
低
限
必
要

な
社
会
保
障
の
実
施
と
い
っ
た
、
社
会
経
済
的
・
政
治
的
な
取
り

組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
食
生
活
格
差
の
是
正
に
特
化
し
た
経
済
的

支
援
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
補
助
的
栄

養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）
で
あ
る﹇
13
﹈。
ア
メ
リ
カ
人

の
約
八
人
に
一
人
が
受
給
し
て
い
る
と
い
う
大
規
模
な
支
援
で
あ

る
。
一
定
の
貧
困
基
準
を
下
回
る
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
カ
ー
ド

が
支
給
さ
れ
、
食
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
酒
類
等
の
嗜

好
品
は
対
象
外
で
あ
る
な
ど
、
購
入
で
き
る
食
品
の
種
類
も
考
慮

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
に
は
、
生
活
保
護
制
度
の
よ
う
に
生

活
全
般
を
経
済
的
に
保
障
す
る
制
度
は
あ
っ
て
も
、
食
料
品
の
入

手
に
特
化
し
た
全
国
規
模
の
公
的
な
支
援
制
度
は
な
い
。

国
内
の
民
間
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
近
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

が
運
営
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
増
加
し
て
い
る﹇
14
﹈。
食
品
企
業

等
か
ら
食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的
に
食
品
が
寄
付
さ
れ
、
子
ど
も
食

堂
や
生
活
に
困
窮
す
る
消
費
者
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
て
い
る
。
食

品
の
原
材
料
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
が
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
、
国
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
強
化
を
支
援
し
て

い
る﹇
15
﹈。

こ
の
よ
う
な
経
済
的
支
援
以
外
の
方
法
で
変
容
可
能
な
、
認
知

的
要
因
や
知
識
、
ス
キ
ル
等
の
因
子
に
着
目
す
る
と
、
限
ら
れ
た

食
費
の
中
で
食
品
を
選
択
し
、
健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
た
め
の

ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
た
支
援
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
単
発
の
教
育
的
働
き
か
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で

継
続
的
に
望
ま
し
い
食
体
験
を
蓄
積
で
き
る
場
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。
人
々
の
食
物
選
択
や
食
行
動
に
影
響
す
る
個
人
的
要
因
と

し
て
、
教
育
に
よ
る
知
識
や
態
度
の
形
成
と
と
も
に
、
食
体
験
に

よ
る
条
件
づ
け
（
子
ど
も
が
家
庭
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
親
の
食
行
動
を
模
倣
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

な
ど
）
が
重
要
と
さ
れ
る﹇
16
﹈。
全
国
に
広
が
る
子
ど
も
食
堂
は
、
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ま
さ
に
こ
う
し
た
子
ど
も
の
食
体
験
蓄
積
の
場
と
し
て
重
要
な
存

在
で
あ
る
。

ま
た
、
劣
悪
な
環
境
に
あ
り
多
く
の
人
々
が
課
題
を
抱
え
る

中
、
同
じ
環
境
下
で
も
課
題
を
解
消
し
て
い
る
人
々
を
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
デ
ビ
ア
ン
ト
」
と
呼
ぶ
が﹇
17
﹈、
こ
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
デ
ビ
ア
ン
ト
の
存
在
を
み
つ
け
、
こ
う
し
た
人
々
が
ど
の
よ

う
に
食
品
を
選
択
し
、
調
理
や
保
存
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
有
し
て
い
る
知
識
や
ス
キ
ル
は
何
か
を
よ
り
詳

細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
低
所
得
の
成
人
を
対

象
に
食
費
と
食
物
摂
取
状
況
の
関
連
を
検
討
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
研

究
に
よ
る
と
、
望
ま
し
い
栄
養
素
を
多
く
摂
取
し
て
お
り
、
か
つ

食
費
は
そ
の
他
の
者
と
比
較
し
て
も
高
く
な
か
っ
た
者
が
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る﹇
18
﹈。

6
�
お
わ
り
に

経
済
格
差
に
よ
り
、
栄
養
・
食
生
活
の
質
に
格
差
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
、
国
内
で
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
食
費
の
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の
食
料
価
格
高

騰
は
、
こ
の
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

い
か
な
る
経
済
状
況
に
あ
る
者
も
望
ま
し
い
食
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
物
的
・
経
済
的
支
援
と
同
時
に
、
福
祉
施
策
や
民
間

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
や
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
と
連
携
し
、

限
ら
れ
た
食
費
で
適
切
に
食
品
を
選
択
し
、
調
理
す
る
力
を
育
む

た
め
の
食
体
験
の
場
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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ィ
ブ
・
デ
ビ

エ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
。
日
本
健
康
教
育
学
会
誌
、
二
一
（
三
）、
二
五
三

―
二
六
一
。

18
�M

arty
L,

D
ubois

C
,

G
aubard

M
S,

et
al.

(2015
)

H
igher

nutritional
quality

at
no

additional
cost

am
ong

low
-incom

e

households:
insights

from
food

purchases
of

"positive
deviants".

A
m
erican

JournalofC
linicalN

utrition,
102,190-198.
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は
じ
め
に

安
倍
政
権
下
で
断
行
さ
れ
た
社
会
保
障
緊
縮
政
策
に
よ
り
、
貧

困
高
齢
者
の
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。
公
的
年
金
の
引
下
げ
と
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
厳
格
な
適
用
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
契
機
と
す
る
世
界
的
な
消
費
者
物
価
の
上
昇
と
相
乗

し
て
、
高
齢
者
に
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ウ
の
よ
う
な
生
活
苦
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

昨
年
一
二
月
、
テ
レ
ビ
朝
日
は
低
年
金
高
齢
者
の
現
下
の
生
活

苦
を
報
道
し
た
。
Ａ
さ
ん
（
七
五
歳
、
女
性
、
元
自
営
業
者
）
は

国
民
年
金
保
険
料
を
一
〇
年
間
し
か
納
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

受
け
取
る
年
金
額
が
夫
婦
二
人
で
月
額
三
万
円
。
ス
ー
パ
ー
の
配

達
の
仕
事
に
パ
ー
ト
と
し
て
働
き
、
月
に
一
〇
万
円
の
報
酬
を
得

て
い
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
ビ
ー
ル
等
を
ケ
ー
ス
単
位
で

運
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
、
七
五
歳
の
女
性
に
は
重
労
働
だ
。
そ
れ

で
も
生
活
費
が
足
り
な
い
の
で
、
時
々
息
子
か
ら
金
銭
的
支
援
を

受
け
て
い
る
。

Ｂ
さ
ん
（
八
〇
代
、
女
性
、
民
間
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
）

は
少
額
の
厚
生
年
金
が
あ
り
、
基
礎
年
金
と
併
せ
て
月
額
八
万
円

を
受
給
し
て
い
る
。
女
性
の
年
金
額
と
し
て
は
中
位
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
家
賃
の
支
払
い
が
大
変
な
の
で
、
倹
約
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
電
気
代
を
節
約
す
る
た
め
に
ガ
ラ
ス
窓
の
内
側
に
古
い

段
ボ
ー
ル
を
貼
り
付
け
、
夏
の
遮
熱
対
策
、
冬
の
防
寒
対
策
と
し

て
い
る
。
洗
濯
も
電
気
を
使
わ
な
い
よ
う
に
全
て
「
つ
け
置
き
洗

い
」。
ス
ー
パ
ー
で
野
菜
を
買
う
の
は
「
七
七
円
均
一
セ
ー
ル
」

の
時
に
、
と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
て
い
る
。

Ｃ
さ
ん（
八
二
歳
、
女
性
）は
家
庭
料
理
店
を
経
営
し
て
い
る
。

年
金
は
月
額
一
〇
万
円
と
低
く
な
い
が
、
毎
月
の
料
理
店
の
家
賃

高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
貧
困
と
食
料
費

唐
鎌
直
義

佐
久
大
学
人
間
福
祉
学
部
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の
支
払
い
に
全
額
消
え
て
し
ま
う
。「
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
こ
の

店
を
止
め
ら
れ
な
い
。
い
つ
ま
で
身
体
が
持
つ
か
」
と
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
嘆
息
し
て
い
た
。

社
会
保
障
緊
縮
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
保
守
党
政
権
下
で
推
し
進
め

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
公
的
年
金
の
減
額
・
生
活
保
護
基
準
の

引
下
げ
と
い
う
愚
挙
・
暴
挙
を
実
行
に
移
し
た
国
は
日
本
だ
け
で

は
な
い
か
。
日
本
政
府
の
政
策
に
は
「
高
齢
期
の
最
低
生
活
を
保

障
す
る
」
と
い
う
公
的
年
金
の
本
来
的
目
的
も
理
念
も
欠
落
し
て

い
る
。
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
は
「
高
齢
者
雇
用
の
促
進
」
強
化
だ

け
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
年
金
が
下
が
っ
て
経
済
的
に
苦
し
け
れ

ば
、働
い
た
ら
い
い
」と
い
う
自
己
責
任
論
の
押
し
つ
け
で
あ
る
。

欧
米
で
は
高
齢
期
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
イ
ヤ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ

て
き
た
。
仕
事
と
家
庭
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
分
が
や
り

た
か
っ
た
こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
を
純
粋
に
追
求
で
き
る
人
生

最
後
の
幸
福
な
一
時
期
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
に
な

る
の
は
き
ち
ん
と
し
た
公
的
年
金
制
度
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
イ
ヤ
ー
ズ
の
老
後
を
送
れ
る
高
齢

者
は
、
今
や
急
速
に
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
高
齢
単
身
無
職
世
帯
」
の
経
済
生
活
の
変
化
を
追

う
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
貧
困
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
。

1
�
高
齢
者
の
貧
困
を
可
視
化
す
る

日
本
に
は
ど
の
く
ら
い
の
数
の
貧
困
高
齢
者
が
存
在
す
る
の

か
、
推
計
を
試
み
る
。
表‐

1
は
「
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い

る
世
帯
」
に
つ
い
て
、
世
帯
形
態
別
に
世
帯
員
数
を
想
定
し
「
実

質
的
生
活
保
護
基
準
」
を
貧
困
測
定
基
準
に
用
い
て
、
貧
困
高
齢

者
世
帯
数
、
貧
困
高
齢
者
数
、
貧
困
率
を
推
計
し
、
六
年
間
の
変

化
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
齢
者
の
い
る
世
帯
（
計
）
で
は
二
〇
二
一
年
現
在
、
二
三
・

一
％
が
実
質
的
生
活
保
護
基
準
以
下
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
日

本
中
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
お
よ
そ
四
軒
に
一
軒
が
貧
困
で
あ

る
。
な
か
で
も
「
女
の
単
独
世
帯
」
と
「
男
の
単
独
世
帯
」「
単

親
＋
未
婚
子
の
世
帯
」で
貧
困
率
が
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る（
順

に
五
二
・
三
％
、
三
六
・
〇
％
、
二
五
・
六
％
）。
反
面
、「
三
世

代
世
帯
」
で
貧
困
率
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
（
九
・
八
％
）。

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
稼
働
し
て
い
る
子
ど
も
家
族
と
同
居
し
て
い

る
場
合
は
、
貧
困
に
陥
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
正
確
に
は
、
高
齢
者
の
貧
困
が
子
ど
も
の
稼
働
収
入
に
よ
っ

て
覆
い
隠
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
計
は
世
帯
単
位
で
営

ま
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

一
九
七
五
年
を
転
機
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
核
家
族
世
帯
数
が

三
世
代
世
帯
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
一
貫
し

て
続
い
て
い
る
。
今
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
夫
婦
の
二

人
暮
ら
し
は
老
後
の
世
帯
形
態
の
多
数
派
で
あ
る
。
日
本
の
公
的

年
金
制
度
は
加
入
者
個
人
を
給
付
対
象
と
し
て
い
る
が
、
冒
頭
に

掲
げ
た
Ａ
さ
ん
の
事
例
の
よ
う
に
、
高
齢
者
個
人
の
最
低
生
活
を
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保
障
し
て
い
な
い
。
本
質
的
に
、
子
ど
も
家
族
と
同
居
し
て
い
る

高
齢
者
の
「
こ
づ
か
い
＋
α
」（
α
部
分
は
人
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
）
を
保
障
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
社
会
の
変
化
に
つ
れ

て
家
族
は
変
貌
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
に
、
公
的
年
金
制
度
が
想
定

す
る
老
後
の
家
族
像
は
戦
前
の
家
制
度
の
存
続
を
前
提
と
し
て
い

る
。
統
一
協
会
と
自
民
党
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
・
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
事
象
な
の
だ
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
二
一
年
に
か
け
て
貧
困
率
は
若
干
変
動

し
て
い
る
が
、
高
齢
人
口
の
急
増
を
受
け
て
貧
困
高
齢
者
世
帯
数

と
貧
困
高
齢
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
二
一
年
現
在
、
前

者
六
三
一
万
一
千
世
帯
、
後
者
七
八
八
万
一
千
人
と
推
計
さ
れ

る
。
二
〇
二
一
年
度
の
六
五
歳
以
上
高
齢
者
の
数
は
三
、
六
四
〇

万
人
で
あ
る
か
ら
、
人
員
で
み
た
貧
困
率
は
二
一
・
七
％
と
な

る
。
日
本
の
高
齢
者
の
五
人
に
一
人
が
貧
困
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
世
帯
の
数
は
九
〇

万
八
、
八
三
四
世
帯
（
そ
の
九
二
・
一
％
が
単
身
世
帯
）
し
か
な

い
。
貧
困
高
齢
者
世
帯
の
中
の
わ
ず
か
一
四
・
四
％
が
救
済
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。貧
困
な
高
齢
者
世
帯
の
八
五
・
六
％
は「
見

え
な
い
貧
困
」
と
化
し
て
い
る
。

2
�
高
齢
期
貧
困
生
活
の
実
相
に
迫
る

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
以
下
「
高
齢
単
身
無
職
世
帯
」

を
分
析
対
象
と
す
る
。
表‐

1
の
「
男
の
単
独
世
帯
」
と
「
女
の

表‐1 65歳以上の高齢者のいる世帯の貧困率等の変化（2009年、2015年、2021年）

注1）貧困測定基準（実質的生活保護基準）：1人世帯年収160万円、2人世帯同226万円、3人世帯同277万円、
4人世帯同320万円。

注2）単独世帯と夫婦のみ世帯以外の各世帯類型の平均世帯員数の想定：単身＋未婚子世帯とその他の世帯の平
均世帯員数を2．0人、夫婦＋未婚子世帯の平均世帯員数を3．0人、三世代世帯の平均世帯員数4．0人と想定
して測定した。

注3）単独世帯と単親＋未婚子の世帯以外の各世帯類型の高齢者数の想定：夫婦のみ世帯、夫婦と未婚子の世帯
の平均高齢者数を1．8人、三世代世帯の平均高齢者数を1．5人、その他の世帯の平均高齢者数を1．0人と想
定した。

資料）厚労省『国民生活基礎調査』（平成21年版）所得票の第85表、世帯票の第82表、同（平成26年版）所得票
の第99表、世帯票の第82表、同（令和元年版）所得票の第109表、世帯票の第107表より作成。https://www.
e-stat.go.jp>stat-search>files

貧困率（％） 貧困世帯数（万世帯） 貧困高齢者数（万人）
2009年 2015年 2021年 2009年 2015年 2021年 2009年 2015年 2021年

男の単独世帯 33．4 41．6 36．0 42．9 81．1 95．5 42．9 81．1 95．5
女の単独世帯 56．1 55．9 52．3 187．6 240．1 249．8 187．6 240．1 249．8
夫婦のみ世帯 20．7 18．1 13．7 124．0 135．4 133．3 223．1 243．7 239．9
単親＋未婚子の世帯 27．3 27．9 25．6 38．0 49．9 54．9 38．0 49．9 54．9
夫婦＋未婚子の世帯 16．5 18．1 12．6 38．7 51．7 39．5 69．7 93．1 71．1
三世代世帯 8．2 11．0 9．8 38．8 31．8 23．6 58．2 47．7 35．4
その他の世帯 16．3 17．3 14．4 36．7 41．5 35．3 36．7 41．5 41．5
高齢者のいる世帯計 25．2 →26．3→ 23．1 506．7 →631．5→631．9 656．2 →797．1→788．1
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単
独
世
帯
」
が
主
た
る
対
象
で
あ
る
。
貧
困
な
高
齢
単
独
世
帯
は

男
女
合
せ
て
世
帯
数
、
人
員
数
と
も
に
三
四
五
万
三
千
世
帯
、
三

四
五
万
三
千
人
と
推
計
さ
れ
、
貧
困
高
齢
者
世
帯
の
五
四
・
六

％
、
貧
困
高
齢
者
の
四
三
・
八
％
を
占
め
る
。
貧
困
高
齢
者
の
約

半
数
は
単
独
世
帯
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
高
齢
夫
婦
無
職

世
帯
」
も
貧
困
世
帯
数
と
貧
困
高
齢
者
数
が
二
番
目
に
多
い
の
で

分
析
対
象
と
す
べ
き
だ
が
（
貧
困
率
自
体
は
一
三
・
七
％
と
低

め
）、
こ
れ
は
別
稿
で
の
課
題
と
し
た
い
。

⑴
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
主
な
家
計
費
目
の
変
化

表‐

2
は
、高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
主
な
家
計
費
目（
名
目
値
）

の
変
化
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
総
務
省
「
家
計
調
査
年
報
」
の
デ

ー
タ
を
加
工
し
た
が
、
分
析
中
に
こ
の
デ
ー
タ
の
客
観
性
・
信
憑

性
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
予
め
述
べ

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
実
収
入
の
中
の
社

会
保
障
給
付
（
ほ
ぼ
公
的
年
金
と
考
え
て
よ
い
）
が
二
〇
一
六
年

か
ら
二
〇
二
一
年
の
六
年
間
に
月
額
で
七
、
七
七
五
円
（
年
額
で

九
万
三
、
三
〇
〇
円
）
上
昇
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
六
年
間
に
こ

れ
だ
け
の
年
金
給
付
額
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
実
際
に
若
干
の
引
上
げ
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
額
に
は

な
ら
な
い
。

な
ぜ
こ
う
い
う
数
値
が
導
か
れ
た
の
か
。
そ
の
原
因
は
、
対
象

世
帯
の
抽
出
に
作
為
的
な
操
作
が
行
わ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。

そ
の
根
拠
は
、
最
下
欄
の
〈
参
考
〉
に
示
し
た
高
齢
単
身
無
職
世

帯
の
持
ち
家
率
の
異
常
な
高
さ
（
八
四
・
五
％
）
に
あ
る
。
内
閣

府
「
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
高
齢
単
身
世
帯
の
持
ち
家
率

は
二
〇
一
八
年
現
在
、
六
六
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
家
計
調
査

と
の
間
に
は
一
八
ポ
イ
ン
ト
も
の
大
差
が
あ
る
。
高
齢
者
世
帯
の

中
で
最
も
持
ち
家
率
が
低
い
の
が
単
身
世
帯
で
あ
る
。
一
般
に
持

ち
家
の
高
齢
者
の
方
が
借
家
住
ま
い
の
高
齢
者
よ
り
も
所
得
水
準

が
高
い
。
持
ち
家
の
高
齢
単
身
世
帯
の
デ
ー
タ
を
多
く
集
め
た
結

果
、
社
会
保
障
給
付
の
引
上
げ
額
が
高
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
記
帳
能
力
の
点
で
貧
困
世
帯
の
デ
ー
タ
は
集
め
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
総
務
省
に
は
対
象
世
帯
の
現
実
を
極
力

正
し
く
反
映
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
実
収
入
に
比
べ
て
、
実
支
出
と
消
費
支

出
は
実
収
入
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
恒
常
的
な
赤
字
家
計
で

あ
る
。
純
預
貯
金
は
二
〇
一
九
年
以
降
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
の

で
、
家
計
の
赤
字
は
預
貯
金
の
取
崩
し
で
は
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
に
よ
る
支
払
い
の
延
期
も
し
く
は
借
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
の
場
合
、
翌
月
に
銀
行
口
座
か
ら
引
き
落
と
せ

な
か
っ
た
時
は
、
自
動
的
に
リ
ボ
払
い
に
移
行
し
、
そ
の
金
利
は

年
率
一
五
％
で
あ
る
。
ゼ
ロ
金
利
の
時
代
に
こ
れ
ほ
ど
高
額
の
利

子
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
信
じ
ら
れ
な
い
。
高
齢
者
が
過
去
に

消
費
者
金
融
等
か
ら
金
を
借
り
た
こ
と
で
不
当
に
高
い
利
子
を
払
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表‐2 高齢単身無職世帯の主な家計費目（名目）の変化（2016年、2019年、2022年）
（単位：円、2016年＝100）

資料）総務省『家計調査年報』ホームページ掲載の各年度別データより作成。

実 数 指 数 増減額

2016年 2019年 2022年 2016年 2019年 2022年 （2022‐2016）

Ⅰ．実収入 122，607 126，500 134，915 100 103 110 12，308

1．財産収入 1，513 2，365 3，771 100 156 249 2，258

2．社会保障給付 113，721 118，274 121，496 100 104 107 7，775

Ⅱ．実支出 155，545 150，533 155，495 100 97 99 －50

1．消費支出 143，460 138，623 143，139 100 97 100 －321

①食料 36，003 35，477 37，485 100 98 104 1，482

②被服・履物 4，219 3，608 3，150 100 85 75 －1，069

③家具・家事用品 5，288 5，573 5，956 100 105 113 668

④住居費 12，299 13，110 12，746 100 106 104 447

⑤光熱・水道 12，622 12，973 14，704 100 103 116 2，082

⑥保健医療 8，041 8，469 8，128 100 105 101 87

⑦交通・通信 12，166 12，672 14，625 100 104 120 2，459

⑧教育 11 50 0 100 454 0 －11

⑨教養娯楽 17，384 16，015 14，473 100 92 83 －2，911

⑩交際費 19，491 15，527 17，893 100 80 92 －1，598

2．非消費支出 12，085 11，910 12，356 100 98 102 271

①直接税 6，882 5，993 6，660 100 87 97 －222

②社会保険料 5，185 5，909 5，625 100 114 108 440

Ⅲ．実支出以外の支出

1純預貯金 －20，070 3，668 5，594 －100 18 28 25，664

2保険掛金 5，176 3，687 3，266 100 71 63 －1，910

3クレジット購入返済 6，928 8，017 13，385 100 116 193 6，457

＜参考＞

1．可処分所得 110，522 114，590 122，559 100 104 111 12，037

2．家計黒字額 －32，938 －24，033 －20，580 －100 －73 －62 －12，358

3．世帯主年齢 76．2歳 77．1歳 77．2歳

4．持家率 83．7％ 84．4％ 84．5％

5．世帯年収 147．1万円 151．8万円 161．9万円

高齢単身無職世帯の貧困と食料費 ����������������������
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っ
た
場
合
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の
「
過
払
い
金
」
相
談
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
が
テ
レ
ビ
で
連
日
流
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
大
手
法

律
事
務
所
が
目
を
着
け
た
く
な
る
ほ
ど
、
高
齢
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
、
消
費
者
金
融
利
用
は
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
六
年
間
に
実
収
入
は
上
昇
し
た
が
、
実
支
出
と
消
費
支
出

は
停
滞
・
微
減
傾
向
に
あ
る
。
な
か
で
も
教
養
娯
楽
費
と
交
際

費
、
被
服
履
物
費
の
減
少
が
大
き
い
。
反
面
、
光
熱
・
水
道
費
、

交
通
通
信
費
は
増
加
し
て
い
る
。
食
料
費
、
住
居
費
、
保
健
医
療

費
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
公
共
料
金
（
社
会

的
固
定
費
目
）
が
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
生
命
の

維
持
に
必
要
な
費
目（
肉
体
再
生
産
費
目
）を
確
保
す
る
た
め
に
、

社
会
生
活
に
必
要
な
費
目
（
社
会
的
体
裁
維
持
費
目
）
が
節
約
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
身
高
齢
者
の
他
者
と
の
接

触
機
会
が
減
る
結
果
を
招
く
。
こ
れ
で
は
高
齢
単
身
無
職
の
高
齢

者
は
、
政
府
が
推
奨
す
る
「
共
助
」「
互
助
」
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

徐
々
に
退
場
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
も
、
そ
の
足
元
は
辺
野
古
の
軟
弱
基
盤
と
同
様
に
グ
ラ
グ

ラ
で
あ
る
。

消
費
の
節
約
に
よ
っ
て
、
預
貯
金
の
減
少
と
家
計
赤
字
の
増
加

を
防
止
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
齢
単

身
無
職
世
帯
の
場
合
、
も
と
も
と
実
収
入
そ
れ
自
体
が
実
質
的
生

活
保
護
基
準
を
下
回
る
レ
ベ
ル
な
の
で
、
家
計
収
支
そ
の
も
の
を

縮
小
均
衡
化
す
る
動
機
が
強
く
働
く
た
め
で
あ
る
。

⑵
消
費
者
物
価
指
数
で
デ
フ
レ
ー
ト
し
て
み
る

表‐

3
は
、
六
年
間
の
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
変
化

を
反
映
さ
せ
た
実
質
値
で
、
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
家
計
収
支
の

変
化
を
捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
変
化
は
表‐

4
に

掲
げ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

実
質
値
で
捉
え
直
し
た
場
合
、
名
目
値
で
見
た
場
合
よ
り
も
実

収
入
、
社
会
保
障
給
付
（
年
金
給
付
）
の
上
昇
幅
が
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。
特
に
社
会
保
障
給
付
の
場
合
、
六
年
間
で
実
質
二
、
七

七
八
円
の
微
増
に
止
ま
っ
て
い
る
。
物
価
上
昇
が
名
目
値
の
上
昇

を
目
減
り
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

反
面
、
実
支
出
、
消
費
支
出
と
も
に
減
少
幅
が
か
な
り
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
消
費
節
約
は
肉
体
再
生
産
費
目
で
あ
る
食
料
費
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
Ｂ
さ
ん
の
事
例
の
よ
う
に
、

実
質
的
に
は
こ
の
六
年
間
に
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
食
料
消
費
は

節
約
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
た
ま
に
ス
ー
パ
ー
を
訪
れ
る
と
、

明
ら
か
に
売
れ
残
り
と
思
わ
れ
る
少
し
黄
ば
み
か
け
た
野
菜
等
を

低
価
格
で
売
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
低
年
金
の
高
齢

者
が
買
っ
て
い
く
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
そ
う
と
も
言

い
切
れ
な
い
気
が
す
る
。

夜
九
時
半
頃
、
翌
朝
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
買
い
に
コ
ン
ビ
ニ
に
行

っ
た
。
殆
ど
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
レ
ジ
に
向
か
う
と
一
人
の
痩

せ
た
中
年
女
性
が
食
パ
ン
一
斤
を
買
い
、
代
金
を
五
円
玉
と
一
年
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表‐3 高齢単身無職世帯の主な家計費目（実質）の変化（2016年、2019年、2022年）
（単位：円、2016年＝100）

注）消費支出とそこに含まれる費目以外の全ての費目に関しては、消費支出（総合）の物価指数で計算した。
資料）総務省『家計調査年報』ホームページ掲載の各年度別データより作成。

実 数 指 数 増減額

2016年 2019年 2022年 2016年 2019年 2022年 （2022‐2016）

Ⅰ．実収入 122，607 124，093 129，378 100 101 106 6，771

1．財産収入 1，513 2，320 3，616 100 153 239 2，103

2．社会保障給付 113，721 116，023 116，509 100 102 102 2，788

Ⅱ．実支出 155，545 147，668 149，113 100 95 96 －6，432

1．消費支出 143，460 135，985 137，264 100 95 96 －6，196

①食料 36，003 34，578 34，507 100 96 96 －1，496

②被服・履物 4，219 3，579 3，029 100 85 72 －1，190

③家具・家事用品 5，228 5，545 5，487 100 106 105 259

④住居費 12，299 13，123 12，537 100 107 101 238

⑤光熱・水道 12，622 11，884 11，871 100 94 94 －751

⑥保健医療 8，041 8，214 7，915 100 102 98 －126

⑦交通・通信 12，166 12，558 15，532 100 103 128 3，366

⑧教育 11 50 0 100 455 0 －11

⑨教養娯楽 17，384 16，089 13，797 100 92 79 －3，587

⑩交際費 19，491 15，765 19，795 100 81 102 －304

2．非消費支出 12，085 11，683 11，849 100 97 98 －236

①直接税 6，882 5，879 6，386 100 85 93 －496

②社会保険料 5，185 5，797 5，394 100 112 104 209

Ⅲ．実支出以外の支出

1純預貯金 －20，070 3，598 5，364 100 118 127 25，434

2保険掛金 5，176 3，617 3，132 100 70 61 －2，044

3クレジット購入返済 6，928 7，864 12，836 100 114 185 5，908

＜参考＞

1．可処分所得 110，522 112，409 117，529 100 101 106 7，007

2．家計黒字額 －32，938 －24，499 －19，735 100 74 60 －13，203

3．世帯主年齢 76．2歳 77．1歳 77．2歳

4．持家率 83．7％ 84．4％ 84．5％

5．世帯年収 147．1万円 148．9万円 155．3万円

高齢単身無職世帯の貧困と食料費 ����������������������
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玉
で
支
払
っ
て
い
た
。
一
七
〇
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
支
払
う
側

も
受
け
取
る
側
も
一
年
玉
を
延
々
と
数
え
て
い
た
。
か
な
り
長
い

時
間
待
っ
た
。
支
払
い
が
済
ん
だ
女
性
は
、
少
し
離
れ
て
後
ろ
に

い
た
私
に
気
づ
く
や
否
や
、
顔
を
背
け
、
逃
げ
る
よ
う
に
走
り
去

っ
た
。
そ
の
瞬
間
「
こ
の
国
は
何
と
い
う
国
な
の
か
」
と
暗
澹
た

る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ど
ん
な
境
遇
に
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、
人
間
に
こ
ん
な
思
い
を
さ
せ
る
社
会
が
長
く
存

続
し
て
い
い
は
ず
が
な
い
。
人
の
少
な
い
時
間
帯
を
選
ん
で
訪
れ

た
女
性
の
思
い
を
踏
み
に
じ
っ
た
気
が
し
て
、
落
ち
込
ん
だ
。
私

は
見
て
は
い
け
な
い
も
の
を
偶
然
見
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
私
が
勤
め
る
大
学
で
は
年
に
数
回
、
近
隣
の
企
業
の
支

援
を
受
け
て
食
料
品
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
大
勢

の
在
校
生
が
並
ん
で
い
る
。「
苦
学
生
」
と
い
う
言
葉
は
死
語
で

は
な
く
な
っ
た
の
だ
。
か
つ
て
新
聞
紙
上
で
「
格
差
は
良
い
と
も

悪
い
と
も
言
え
る
」
と
語
っ
た
有
名
な
貧
困
研
究
者
が
い
る
。
し

か
し
、
格
差
の
底
辺
が
貧
困
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
時
、「
良
い
格

差
」
な
ど
あ
っ
て
い
い
は
ず
が
な
い
。
竹
中
平
蔵
の
頭
の
中
だ
け

に
止
め
て
お
い
て
欲
し
い
。
特
に
若
者
の
貧
苦
に
は
社
会
の
未
来

そ
の
も
の
が
先
細
り
す
る
よ
う
な
逼
迫
感
を
覚
え
る
。
貧
困
研
究

者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
的
に
成
功
し
た
こ
の
研
究
者

は
、「
平
等
」
と
り
わ
け
「
機
会
の
平
等
」
が
持
つ
普
遍
的
な
価

値
を
深
く
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
。

本
筋
に
戻
る
。
実
質
値
で
見
る
と
、
交
通
通
信
費
の
支
出
増
大

表‐4 消費者物価指数の変動（2016年＝100）

注1）交際費の物価指数は別掲されていないが、諸雑費のなかの「他の諸雑費」に交際費が含まれているので、
「他の諸雑費」の物価指数を交際費の物価指数とした。

注2）ウェイトは2022年度のものを参考に掲げた。
資料）総務省「消費者物価指数」より。https://www.stat.go.jp/data/cpi/sokuhou/nen/index-z.ht

費目分類 ウェイト 2016年 2019年 2022年
総 合 100．00 100．0 101．94 104．28
①食 料 費 26．26 100．0 102．60 108．63
②被服・履物費 3．53 100．0 100．82 103．98
③家具・家事用品費 3．87 100．0 100．51 108．54

④住 居 費 21．49 100．0 99．90 101．81

⑤光熱・水道費 6．93 100．0 109．16 123．86

⑥保健医療費 4．77 100．0 103．10 102．69

⑦交通・通信費 14．93 100．0 100．91 94．16

⑧教 育 費 3．04 100．0 99．54 92．65

⑨教養娯楽費 9．11 100．0 102．76 104．90

⑩諸雑費 6．07 100．0 100．69 100．79

内）他の諸雑費 2．33 100．0 98．46 90．39
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が
極
立
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
交
通
通
信
費
の
物
価
下
落
が
大

き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
携
帯
電
話
の
値
下
げ
競
争
の
影
響
が
反

映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
比
べ
る
と
日
本
の
携
帯

利
用
料
は
法
外
に
高
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
一
時
期
の
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
栄
華
を
築
い
た
理
由
で
あ
る
。
も
っ
と
も
利
益
の

大
半
は
既
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞
く
。

反
面
、
教
養
娯
楽
費
と
被
服
履
物
費
、
光
熱
水
道
費
の
節
約
が

顕
著
で
あ
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
Ｂ
さ
ん
の
事
例
の
よ
う
に
、
原
発

の
廃
炉
等
を
理
由
と
す
る
光
熱
水
道
費
の
高
騰
が
実
質
消
費
額
の

低
下
を
招
い
て
い
る
。
本
来
、
社
会
的
固
定
費
は
下
方
硬
直
性
が

高
い
。
固
定
費
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
実
質
消
費
額
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
、
高
齢
単
身

無
職
世
帯
が
い
ま
非
常
事
態
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

総
じ
て
、
名
目
値
で
指
摘
し
た
状
況
が
、
実
質
値
で
は
よ
り
深

刻
な
状
況
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
高
齢
単
身
無
職
世
帯
の
経
済

生
活
は
好
転
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逼
塞
の
度
合
い
を
深
め
て
い
る
。

ま
と
め
に
代
え
て

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
日
本
の
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
は
、
高

齢
者
の
貧
困
に
対
処
し
な
い
ま
ま
、
見
直
し
の
段
階
へ
と
向
か
っ

た
。
そ
れ
を
後
押
し
し
た
の
は
「
負
担
力
あ
る
高
齢
者
」
論
で
あ

る
。
こ
れ
は
高
齢
者
世
帯
の
平
均
所
得
を
平
均
世
帯
員
数
で
割
っ

て
「
一
人
当
た
り
平
均
所
得
」
を
算
出
し
、
勤
労
者
世
帯
の
そ
れ

と
対
比
さ
せ
、
高
齢
者
世
帯
の
一
人
当
た
り
平
均
所
得
が
勤
労
者

世
帯
の
一
人
当
た
り
平
均
所
得
と
同
等
も
し
く
は
よ
り
高
い
水
準

に
あ
る
か
ら
、
高
齢
者
関
係
の
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
給
付
水

準
を
引
き
下
げ
て
も
構
わ
な
い
し
、
高
齢
者
の
諸
負
担
を
増
や
し

て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

こ
う
し
た
過
去
か
ら
の
経
緯
（
貧
困
高
齢
者
の
無
視
・
軽
視
）

が
現
在
の
貧
困
高
齢
者
の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え

る
。
家
族
や
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
貌
す
る
な
か
、
高

齢
者
が
貧
困
に
陥
る
の
を
か
ろ
う
じ
て
防
い
で
き
た
社
会
資
源
が

か
つ
て
な
く
乏
し
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
中
間
層
」

と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
人
々
で
も
高
齢
期
に
至
っ
て
「
下
流
老

人
」
へ
転
落
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
貧
困
は

「
古
く
て
新
し
い
問
題
」
で
あ
り
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
本

質
的
な
問
題
点
（
再
分
配
機
能
の
弱
さ
、
最
低
保
障
機
能
と
格
差

是
正
機
能
の
弱
さ
）
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
。
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1
�
は
じ
め
に

も
う
明
日
か
ら
食
べ
る
も
の
が
な
い
、
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る

た
め
、
私
の
分
を
削
る
し
か
な
い

新
聞
を
開
け
ば
、
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
窮
状
を
訴
え
る
記
事
が
目
に
刺
さ
る
。
筆
者
の
「
母

子
世
帯
食
生
活
調
査
」
も
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た

が
、
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
情
報
で
は
「
食
の
貧
困
」
と
い
う
実
態

の
一
側
面
し
か
捉
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

調
査
を
開
始
し
た
二
〇
二
一
年
時
点
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
食

生
活
研
究
も
徐
々
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ

も
政
府
統
計
を
使
っ
て
遠
く
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
当
事
者
の
声
を
直
接
聞
い
て
、
食
生
活

の
実
態
を
も
っ
と
深
く
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
な
い
の
か
。
そ
う
し

た
歯
が
ゆ
さ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
母
子
世
帯
食
生
活
調
査
」
で

あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
東
京
・
阪
神
・
名
古
屋
の
支
援
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
都
市
圏
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
五
三
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
（
各
二
〜
三
時
間
）
や
栄
養
調
査
を
行
い
、
そ
の
実
態
や
ニ

ー
ズ
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
数
ヶ
月

に
及
ん
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
質
的
調
査
は
、
食
生
活
研
究

に
か
ぎ
ら
ず
、
あ
ま
り
前
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
（
表
1
）。
研

究
成
果
は
逐
次
発
表
し
て
き
た
が
、
国
内
外
の
複
数
の
雑
誌
に
及

び
、
な
か
な
か
全
体
像
を
捉
え
づ
ら
い
こ
と
も
あ
ろ
う
か
ら
、
本

稿
で
は
そ
の
概
要
を
総
括
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
詳
し

く
は
元
文
献
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
の
お
題
は
「
貧
困
子
育
て
世
帯
」
で
あ
る
が
、
筆
者
の
研

究
の
制
約
か
ら
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
議
論
を
限
定
す
る
。
と
は

い
え
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
苦
境
は
、
母
親
が
食
事
作
り
負
担
を

貧
困
子
育
て
世
帯
の
食
生
活

母
子
世
帯
に
着
目
し
て

上
田

遥

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
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不
平
等
に
引
き
受
け
て
い
る
二
人
親
世
帯
に
も
あ
る
程
度
敷
衍
化

で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
多
く
の
貧
困
研
究
者
が
「
も
っ
と
も
調

査
研
究
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
手
が
届
か
な
い
」
と
嘆
く
よ
う
に
、

本
調
査
で
ア
ク
セ
ス
で
き
た
経
済
貧
困
者
（
各
都
道
府
県
の
最
低

生
活
費
基
準
）
は
全
体
の
一
七
％
（
九
名
）
に
と
ど
ま
る
。
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
「
約
二
人
に
一
人
」
が
貧
困
と
さ
れ
る
全
国
的
な

状
態
に
は
到
底
及
ば
ず
、
本
対
象
者
よ
り
も
一
層
困
窮
度
の
高
い

経
済
的
貧
困
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
肝
に
銘
じ
て
お
き
た

い
。
た
だ
し
、
貧
困
で
は
な
い
母
子
世
帯
も
二
人
親
世
帯
に
比
べ

れ
ば
、
か
な
り
厳
し
い
経
済
的
状
態
に
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実

で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
制
約
上
、
以
下
で
は
母
子
世
帯
母
親
を「
シ

ン
マ
マ
」、
母
子
世
帯
を
「
シ
ン
マ
マ
世
帯
」
と
略
称
で
統
一
す

る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

2
�
そ
も
そ
も
「
食
の
貧
困
」
を
ど
う
捉
え
る
か

二
〇
一
〇
年
代
頃
か
ら
、
政
策
文
書
や
社
会
的
議
論
の
な
か
で

も
「
食
生
活
の
格
差
」
や
「
食
の
貧
困
」
と
い
う
概
念
が
登
場
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ど
う
も
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。
実
態
が
不

明
で
あ
る
こ
と
も
一
因
だ
が
、
こ
う
し
た
概
念
の
理
論
的
基
礎
ま

で
深
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
。現
在「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、「
食

料
安
全
保
障
（food

security

）」
も
重
要
概
念
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
剥
奪
状
態
で
あ
る
フ
ー
ド
イ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
「
食

表1 「母子世帯食生活調査」の対象者属性（53名）

註1）基準値は厚労省「全国ひとり親世帯等調査（平成28年度）」を参照。

母親年齢 20歳台 30歳台 40歳台 50歳台
本調査 1．9 47．2 45．3 5．7
基準値 7．8 30．2 48 11．5
末子年齢 0－5歳 小学1－3年 小学4－6年 中学以上
本調査 45．3 22．6 15．1 15．1
全国平均 16．1 14．5 16 41．5
最終学歴 高卒 専門卒 短大卒 大卒以上
本調査 30．2 3．8 18．9 47．2
全国平均 44．8 4．9 14．2 11．5
職種 専門・技術 事務 サービス その他
本調査 26．4 41．5 17 15．1
全国平均 20．4 23．5 22．3 11．4
就業形態 正規 非正規 自営業 その他
本調査 49．1 41．5 7．5 1．9
全国平均 44．2 48．4 3．4 40
等価可処分所得 100万未満 100－200万未満 200－300万未満 300万以上
本調査 5．7 26．4 54．7 13．2
全国平均 30．9 48 14．9 6．4

貧困子育て世帯の食生活 母子世帯に着目して ���������������
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の
貧
困
」
が
ど
う
関
連
す
る
の
か
も
ほ
ぼ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
を
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
（capa-

bility
approach

）
に
お
き
調
査
を
進
め
て
き
た
。
潜
在
能
力
と

は
、
各
人
が
自
ら
価
値
を
お
く
生
活
（w

ell-being

）
を
達
成
す

る
た
め
の
自
由
（
機
会
・
能
力
）
で
あ
る
。w

ell-being

は
そ
の

ま
ま
で
は
曖
昧
な
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
構
成
す
る
様
々
な
状

態
・
活
動
（
機
能functionings

と
い
う
）
の
束
と
し
て
具
体
化

で
き
る
。
財（
所
得
、
食
料
な
ど
）を
機
能
に
変
換
し
てw
ell-being

達
成
に
つ
な
げ
る
に
は
、
様
々
な
変
換
要
因
が
か
か
わ
っ
て
い
る

が
、
こ
の
変
換
要
因
の
結
合
関
係
が
個
々
人
の
お
か
れ
る
環
境
の

「
多
様
性
」を
表
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
倫
理
的
評
価
の
対
象
を
、

機
能
達
成
（
結
果
）
や
財
の
多
寡
で
は
な
く
、
こ
の
潜
在
能
力
の

水
準
に
お
き
、そ
の
発
揮
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る（
各

概
念
関
係
は
の
ち
に
み
る
図
1
を
参
照
）。

貧
困
と
は
こ
の
潜
在
能
力
が
剥
奪
さ
れ
た
状
態
を
い
う
。
同
様

に
「
食
の
貧
困
（food
poverty

）」
と
は
「
社
会
的
に
許
容
で

き
な
い
水
準
ま
で
食
潜
在
能
力
が
剥
奪
さ
れ
た
状
態
」
で
あ
る
。

「
食
の
貧
困
」
概
念
が
曖
昧
な
の
は
、
当
該
社
会
に
お
い
て
、
食

潜
在
能
力
の
対
象
で
あ
る
「
善
き
食
生
活
」
を
ど
う
捉
え
る
か
、

さ
ら
に
は「
社
会
的
に
許
容
で
き
な
い
水
準
」と
は
ど
の
程
度
か
、

も
っ
と
具
体
的
に
い
え
ば
一
日
何
食
以
下
で
あ
れ
ば
、
一
食
何
分

以
上
で
あ
れ
ば
剥
奪
と
い
え
る
の
か
な
ど
が
判
然
と
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
食
の
貧
困
」
を
考
え
る
に
は
、
私
た

ち
は
ど
う
食
べ
て
い
け
ば
よ
い
か
に
関
す
る
社
会
的
合
意
の
形
成

が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
規
範
的
議
論
だ
け
で
は
前
に
進
ま
な
い
か
ら
、
本
調

査
で
は
「
食
事
回
数
（
欠
食
）」「
食
事
場
所
（
外
部
化
）」「
食
事

時
間
帯
（
規
則
性
）」「
食
事
の
長
さ
」「
共
食
者
（
孤
食
）」「
調

達
場
所
」「
食
材
の
品
質
」「
食
の
楽
し
み
」「
食
事
内
容
」「
栄
養

水
準
」
と
い
う
一
〇
個
の
評
価
次
元
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、
シ

ン
マ
マ
に
お
け
る
各
次
元
の
規
範
（
ど
の
程
度
の
達
成
を
望
む

か
）
と
実
態
（
実
際
の
達
成
水
準
）
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

最
後
に
、「
食
の
貧
困
」
と
「
食
料
安
全
保
障
」
の
概
念
関
係

を
整
理
し
て
お
こ
う
。
食
料
安
全
保
障
（
お
よ
び
フ
ー
ド
イ
ン
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
）
は
、
そ
の
評
価
次
元
が
「
食
料
供
給
量
」
の
み
か

ら
「
ア
ク
セ
ス
」
や
「
利
用
」
へ
と
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。そ
の
点
で
は「
財
か
ら
潜
在
能
力
へ
」

と
い
う
理
論
的
発
展
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
（
と
い
う
よ
り
も
潜
在

能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
が
そ
の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
た
）。

た
だ
し
「
食
料
ア
ク
セ
ス
」
を
改
善
し
て
食
生
活
の
何
（
い
か

な
る
食
機
能
）
を
達
成
す
る
か
は
不
問
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

食
事
回
数
（
欠
食
）
や
共
食
な
ど
は
、
食
料
ア
ク
セ
ス
の
改
善
だ

け
で
は
そ
も
そ
も
達
成
で
き
な
い
食
機
能
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
「
食
料
安
全
保
障
」
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
定
義
に
お
け
る
「
活
動
的
で
健

康
的
な
生
活
（an

active
and
healthy

life

）」
の
内
実
へ
の
問

い
が
欠
落
し
て
い
る
の
が
、
現
在
の
食
料
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
議
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論
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
シ
ン
マ
マ
世
帯
に
お
い
て
は
、

こ
う
し
た
食
料
ア
ク
セ
ス
以
外
の
部
分
で
も
多
く
の
剥
奪
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
し
仮
に
「
食
料
安
全
保
障
＝
食
潜
在
能
力
」
と
理
論
的
に
位

置
付
け
直
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
現
状
の
フ
ー
ド
イ
ン
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
（
概
念
・
評
価
測
定
）
は
ど
れ
だ
け
食
料
を
確
保
で

き
る
か
に
焦
点
が
寄
り
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
「
食
の
貧

困
」
と
区
別
し
て
お
き
た
い
（
上
田
二
〇
二
三
ａ
）。

3
�
貧
困
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
食
生
活

以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
経
済
的
貧
困
者
の
食
生
活
」

と
「
食
の
貧
困
」
を
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く

だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
ち
が
い
は
現
状
な
か
な
か
認
識
さ

れ
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
直
観
（
こ
れ
も
戦
後
型
貧
困
観
に
囚
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
）
と
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
出
て
く
る
か
ら

で
あ
る
。

「
食
の
貧
困
」
と
は
様
々
な
変
換
要
因
の
影
響
を
受
け
る
食
潜

在
能
力
水
準
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
的
要
因
は
（
ど
れ

だ
け
重
要
で
あ
っ
て
も
）
そ
の
一
部
で
あ
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、

経
済
的
に
裕
福
で
あ
っ
て
も
、
長
時
間
労
働
な
ど
他
の
要
因
に
よ

り
「
食
の
貧
困
」
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
経
済
的

貧
困
で
は
あ
っ
て
も
、
高
い
水
準
の
調
理
能
力
や
栄
養
知
識
を
持

っ
て
い
れ
ば
、
豊
か
な
食
生
活
を
達
成
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
経
済
的
貧
困
者
の
食
生
活
」
と
は
区
別
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
み
る
の
は
経
済
的
貧
困
状
態
に
あ
る
シ

ン
マ
マ
九
名
の
食
生
活
で
あ
る
が（
Ｕ
ｅ
ｄ
ａ

二
〇
二
三
ａ
）、

こ
れ
を
早
急
に
「
食
の
貧
困
」
と
同
一
視
す
る
の
は
し
ば
ら
く
待

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

貧
困
シ
ン
マ
マ
は
、
ま
ず
そ
の
前
提
条
件
か
ら
し
て
不
利
な
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
（
表
2
）。
九
名
中
三
名
は
離
婚
前
の
Ｄ
Ｖ

や
離
婚
後
の
圧
倒
的
な
生
活
不
安
を
原
因
と
し
た
精
神
疾
患
（
統

合
失
調
症
、
う
つ
病
）
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
が
食
事
作
り
の
動

機
を
挫
き
、
ま
た
そ
の
反
対
に
、
食
事
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
精
神

疾
患
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
六
名
は
子
ど

も
が
発
達
障
害
、
自
閉
症
、
不
登
校
な
ど
何
ら
か
の
課
題
を
抱
え

て
い
た
。
こ
の
う
ち
発
達
障
害
児
の
食
行
動
の
特
徴
に
「
偏
食
」

が
あ
り
、
こ
れ
が
母
子
の
食
生
活
を
大
き
く
制
約
す
る
こ
と
と
な

る
。第

二
に
、
時
間
的
制
約
が
も
た
ら
す
影
響
の
二
面
性
で
あ
る
。

客
観
的
な
時
間
制
約
と
主
観
的
な
時
間
制
約
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
。
本
調
査
で
も
、
客
観
的
時
間
制
約
が
大
き
く
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
主
観
的
に
は
「
忙
し
い
」
と
す
る
者
が
三
名
い
た
。

こ
れ
が
一
方
で
は
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
食

事
作
り
の
動
機
を
制
約
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
客
観
的
に
は
帰

宅
時
間
が
早
い
た
め
、
規
則
正
し
い
時
間
に
子
ど
も
と
一
緒
に
食

事
を
と
り
や
す
い
な
ど
、
母
親
の
食
生
活
に
二
面
的
な
影
響
を
及
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ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、「
貧
困
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
、

複
数
の
仕
事
を
か
け
も
ち
し
て
お
り
時
間
的
制
約
が
大
き
い
」
と

い
う
理
解
は
、
少
な
く
と
も
食
生
活
分
析
に
お
い
て
は
や
や
一
面

的
す
ぎ
る
。
急
い
で
補
足
す
る
が
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
正
規
雇

用
・
長
時
間
労
働
で
き
ず
、
収
入
が
低
く
と
ど
ま
っ
て
経
済
的
貧

困
を
容
易
に
抜
け
出
せ
ず
に
い
る
背
景
に
は
、
先
に
み
た
母
親
自

身
の
健
康
や
子
ど
も
の
課
題
（
発
達
障
害
、
不
登
校
な
ど
）
が
あ

る
。「
働
き
た
く
な
い
か
ら
、
働
い
て
い
な
い
」
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
調
査
の
分
析
は
食
事
回
数
か
ら
栄
養
水
準
ま
で
一
〇

個
の
評
価
次
元
に
わ
た
る
が
、
紙
幅
の
制
約
上
か
ら
、
以
下
で
は

食
事
内
容
を
中
心
に
叙
述
し
た
い
（
表
3
）。

朝
食
に
つ
い
て
は
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
で
簡
単
に
済
ま
す
「
主

食
単
品
」
が
四
名
い
た
。
そ
の
理
由
も
「
時
間
が
な
い
」「
朝
は

ボ
ー
と
し
た
い
」「
手
間
を
か
け
た
く
な
い
」「
朝
は
だ
ら
だ
ら
し

た
い
」
と
様
々
で
あ
り
、「
食
料
が
足
り
な
い
」
か
ら
で
は
な
い
。

シ
ン
マ
マ
の
高
い
欠
食
率
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り

だ
が
、
本
調
査
で
も
朝
食
欠
食
は
三
名
に
及
ん
だ
（
さ
ら
に
昼
食

で
一
名
）。
本
調
査
で
は
規
範
（
本
当
は
ど
う
食
べ
た
い
か
）
も

尋
ね
た
が
、
二
名
は
「
一
日
二
食
（
欠
食
）」
を
理
想
と
し
、
そ

れ
は
「
お
腹
が
空
い
て
い
な
い
か
ら
」
と
し
た
。
食
料
不
足
で
一

日
三
回
「
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
り
は
「
食
べ
た
く
な
い
」

か
ら
欠
食
す
る
の
で
あ
る
。

表2 貧困シングルマザー（9名）のプロファイル

註1）個人情報保護の観点から調査圏・児童の性別など一部のデータを割愛。
註2）等価所得（等価可処分所得）。参考として東京都の貧困線は167万円。

年齢 家族構成 等価所得 仕事
Ａ 44歳 子12歳（不安障害） 71万円 自営業

（web制作）
Ｂ 47歳 子13歳（発達障害）

子11歳
80万円 非正規（事務職）

副業（事務職）
Ｃ 35歳（統合失

調症）
子12歳
子11歳、子8歳

150万円 正規（事務職）

Ｄ 45歳 子19歳（勤労者）
子14歳（自閉症）
子13歳（自閉症）
祖父母（退職者）

161万円 非正規（農業）
副業（サービス）

Ｅ 52歳
（うつ病）

子18歳、子13歳
子10歳（ダウン症）

96万円 非正規（内職）

Ｆ 44歳 子14歳（発達障害）
子12歳（発達障害）

152万円 非正規（事務職）
副業（事務職）

Ｇ 48歳
（うつ病）

子14歳
子12歳（アトピー）

155万円 非正規（介護）

Ｈ 38歳 子3歳 153万円 自営業
（ｗeb制作）

Ｉ 46歳 子16歳
子14歳（不登校）

156万円 非正規（販売）
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表3 貧困シングルマザーの食事内容

註1）「（調査日の）昨日」の食事内容だが、典型的内容であることも確認済みである。

夕食
ご飯（もしくは焼きそば）
味噌汁
配布弁当：
ご飯
グラタン、焼売、春巻
トマト、キャベツ
ご飯
味噌汁
主菜（例：豚肉と野菜炒め）
副菜（例：かぼちゃグラタン）
サラダ
＊外食（職場・社食の残り）：
ご飯、漬物
味噌汁
ご飯
味噌汁、トマト
お惣菜（例：コロッケ）
朝食残り（例：きんぴらごぼう）
ご飯
ハンバーグ
スープ
ポテト
ご飯
味噌汁
夕食残り（例：焼鮭）
サラダ

丼ぶり（例：納豆ご飯）
惣菜（例：コロッケ）
副菜（例：甘藷煮物）
ご飯
惣菜3品
（例：唐揚げ、揚げ物、野菜）

昼食
ご飯
夕食残り（例：かぼちゃ煮付）
おにぎり（夕食残りのご飯）

外食の定食
（例：ご飯、漬物、味噌汁
豚カツ、茶碗蒸）

カップ麺（またはご飯）
夕食残り（例：煮物）
朝食残り（例：肉団子）
欠食

手作り弁当：
ご飯
朝食残り（例：卵焼き、豚角煮）
味噌汁（インスタント）
手作り弁当：
ご飯
卵焼き
夕食残り（例：鶏肉唐揚げ）
ブロッコリー、トマト
ご飯
夕食残り（例：ナス味噌炒め）

配達の弁当：
ご飯
揚げ物（例：カキフライ）
野菜（例：キャベツ）

朝食
欠食

トースト
果物
ヨーグルト
コーヒー
欠食

欠食

トースト
牛乳
コーヒー

卵かけご飯
水

ご飯
味噌汁
卵（または小魚）
漬物

おにぎり
茶

パン
カフェオレ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
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と
は
い
え
、
こ
れ
は
本
来
の
理
想
で
は
な
く
、
諸
要
因
の
存
在

に
よ
っ
て
「
適
応
」
し
た
理
想
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
元
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｄ
さ
ん
は
、
朝
食
欠
食
の
理
由
を
「
も
と
も

と
食
べ
る
習
慣
が
な
い
で
す
ね
。
い
つ
が
朝
か
わ
か
ん
な
く
な
る

ん
で
す
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
る
と
。
朝
発
も
あ
れ
ば
夜
発
も

あ
る
し
、
時
間
が
本
当
に
バ
ラ
バ
ラ
で
」
と
い
い
、
食
欲
を
「
適

応
」
さ
せ
る
契
機
と
し
て
不
規
則
な
労
働
が
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
。
Ｄ
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
統
合
失
調
症
の
Ｃ
さ
ん
も「
結

構
波
が
あ
っ
て
、
考
え
出
す
と
全
然
ね
れ
な
く
て
、
ご
飯
も
食
べ

な
く
な
る
」
こ
と
に
悩
み
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
を
抱
え
る
Ｆ
さ

ん
も
「
子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ
て
、
自
分
の
こ
と
（
朝
食
）
は

後
回
し
」
と
語
る
。
こ
う
し
た
容
易
に
変
え
が
た
い
要
因
に
阻
ま

れ
て
「
一
日
三
食
」
と
い
う
食
機
能
が
達
成
で
き
ず
に
い
る
の
で

あ
っ
た
。

昼
食
で
は
、
朝
食
の
よ
う
に
「
主
食
単
品
」
ほ
ど
で
は
な
い
が

「
主
食
お
か
ず
」
型
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
（
五
名
）。
そ
の

背
景
に
は
二
つ
の
心
理
が
あ
る
。
一
つ
は
、
Ｈ
さ
ん
が
「
一
人
な

の
で
時
間
を
か
け
た
く
な
い
」
と
語
る
よ
う
な
自
己
へ
の
関
心
の

低
さ
、
Ｂ
さ
ん
が
「
自
分
が
食
べ
る
く
ら
い
な
ら
、
子
ど
も
に
有

機
野
菜
で
も
買
う
方
が
い
い
」
と
い
う
自
己
犠
牲
の
心
理
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
Ｈ
さ
ん
が
昼
食
を
「
残
り
物
処
分
」
と
位
置

付
け
る
よ
う
に
、
六
名
の
昼
食
に
は
前
日
の
夕
食
や
当
日
の
朝
食

（
子
ど
も
用
）
の
残
り
物
が
お
か
ず
と
し
て
並
ん
で
い
た
。

夕
食
は
「
主
食
汁
物
お
か
ず
」
四
名
、「
主
食
汁
物
」
二
名
、「
主

食
お
か
ず
」
三
名
と
や
や
豊
富
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は
夕
食
内
容

に
対
す
る
高
い
規
範
（「
一
汁
三
菜
」
五
名
、「
主
食
主
菜
副
菜
」

四
名
）
の
影
響
が
あ
る
。
理
想
の
母
親
像
と
も
リ
ン
ク
す
る
こ
う

し
た
理
想
の
高
さ
は
、
現
在
の
夕
食
に
対
す
る
不
満
足
の
原
因
に

も
な
る
。
と
り
わ
け
「
品
数
の
少
な
さ
」（
四
名
）
や
「
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
欠
如
」（
二
名
）
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
栄

養
水
準
は
自
記
式
食
事
歴
法
に
よ
り
評
価
し
た
が
、
九
名
中
五
名

は
「
要
改
善
」
と
さ
れ
る
栄
養
素
項
目
が
四
個
以
上
に
わ
た
る
な

ど
栄
養
水
準
が
低
く
、
三
名
は
支
援
の
配
布
弁
当
や
ス
ー
パ
ー
の

惣
菜
（
揚
げ
物
が
多
い
）
な
ど
食
の
外
部
化
へ
の
依
存
度
が
高
か

っ
た
。
二
名
は
後
述
す
る
よ
う
に
大
き
な
家
計
的
制
約
と
子
ど
も

の
偏
食
の
二
重
苦
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
作

れ
ず
に
い
た
。

食
材
を
豊
富
に
買
え
な
い
と
い
う
「
家
計
的
理
由
」
と
な
ら
び

決
定
的
な
阻
害
要
因
と
さ
れ
た
の
が
、
子
ど
も
の
「
偏
食
」
で
あ

る
。
Ｈ
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
偏
食
で
何
を
作
っ
た
ら
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
保
健
師
や
栄
養
士
に
も
相
談
し
ま
し
た
が
、『
ま
あ

時
期
で
す
か
ら
』
と
言
わ
れ
る
だ
け
…
…
本
人
が
食
べ
た
い
も
の

だ
け
に
し
て
ま
す
。
作
っ
て
も
食
べ
な
い
し
、
も
っ
た
い
な
い
の

で
」
と
語
り
、
Ｇ
さ
ん
も
「
好
き
嫌
い
が
す
ご
い
。
教
育
関
係
の

人
に
聞
く
と
『
こ
う
い
う
時
期
も
あ
る
よ
』
と
は
言
う
け
ど
…
…

あ
の
子
は
食
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
ま
す
。
ポ
テ
チ
や
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
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で
過
ご
し
た
り
、
ご
飯
も
食
べ
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

と
れ
な
い
。
作
っ
た
の
で
廃
棄
も
し
た
く
な
い
、
食
生
活
っ
て
喧

嘩
ば
っ
か
り
。
母
子
家
庭
特
有
だ
と
思
い
ま
す
、
お
父
さ
ん
が
い

た
ら
注
意
し
て
く
れ
る
は
ず
な
の
で
」
と
嘆
く
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る「
偏
食
」は
単
な
る
好
き
嫌
い
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
健
康
や
口
腔
発
達
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
重
度

の
も
の
で
あ
る
。
発
達
障
害
児
の
場
合
、
偏
食
は
自
然
に
改
善
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
く
「
時
期
」
の
問
題
に
帰
す
る
の
は
適
切
で
は

な
い
。
ま
た
シ
ン
マ
マ
世
帯
で
は
、
成
人
の
食
べ
手
が
母
親
以
外

に
い
な
い
た
め
、
消
費
量
が
そ
も
そ
も
限
ら
れ
、
家
計
的
制
約
が

大
き
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
品
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
母

親
自
身
の
食
生
活
水
準
を
大
き
く
制
約
す
る
。
そ
の
典
型
的
な
表

現
が
「
味
噌
汁
」
で
あ
る
。
要
改
善
項
目
に
「
塩
分
（
過
剰
）」

が
あ
る
五
名
は
、
い
ず
れ
も
味
噌
汁
を
毎
日
一
―
二
回
摂
取
し
て

い
た
。
好
ん
で
そ
う
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
計
的
制
約
、

廃
棄
回
避
（
残
り
物
野
菜
処
理
）、
子
ど
も
の
偏
食
（
生
野
菜
不

可
）、
特
別
な
調
理
能
力
を
要
求
し
な
い
こ
と
（
自
身
の
調
理
能

力
が
低
い
こ
と
）
な
ど
、
多
く
の
理
由
で
味
噌
汁
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、「
昼
間
は
親
が
不
在
だ
っ
た
の
で
、
小
学
校
低
学

年
か
ら
少
し
ず
つ
覚
え
て
自
分
で
作
っ
て
い
た
」
と
い
う
Ｃ
さ
ん

の
よ
う
に
、
高
い
調
理
能
力
が
あ
れ
ば
一
汁
三
菜
程
度
の
夕
食
を

日
々
準
備
で
き
る
場
合
も
あ
っ
た
。
経
済
的
貧
困
と
食
潜
在
能
力

図1 貧困シングルマザーの「善き食生活」達成構造と影響要因

註1）各要因・作用機序についてはUeda（2023ａ）を参照。
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の
貧
困
は
、
や
は
り
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
書
き
尽
く
せ
な
い
が
、
食
事
内
容
以
外
の
側
面
で
も

食
潜
在
能
力
の
剥
奪
が
発
生
し
て
い
た
。
貧
困
シ
ン
マ
マ
に
と
っ

て
「
食
の
貧
困
」
と
は
十
分
に
食
料
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
時

に
は
外
食
し
た
い
、
子
ど
も
と
団
ら
ん
し
な
が
ら
食
べ
た
い
、
新

鮮
で
旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
し
た
い

そ
う
し
た
社
会
的

に
当
た
り
前
と
さ
れ
る
食
生
活
を
望
ん
で
も
達
成
で
き
ず
に
い
る

こ
と
、
不
達
成
の
程
度
や
リ
ス
ク
が
一
般
世
帯
よ
り
も
高
い
こ
と

が
現
代
の
「
食
の
貧
困
」
で
あ
る
。
ま
た
上
記
で
も
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
食
潜
在
能
力
の
剥
奪
は
、「
家
計
的
要
因
」

の
み
な
ら
ず
、「
時
間
的
要
因
」「
母
親
の
心
身
健
康
要
因
」「
子

育
て
要
因
（
発
達
障
害
な
ど
）」「
味
覚
的
要
因
（
偏
食
）」「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
規
範
（
理
想
の
母
親
像
）」「
調
理
能
力
的
要
因
」「
食
料

支
援
」「
地
域
の
食
環
境
」
な
ど
様
々
な
変
換
要
因
の
作
用
で
起

こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
1
）。
家
計
的
要
因
が
そ
の
他
の
要

因
を
縛
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
ま
ず
区
別
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
Ｃ
さ
ん
の
よ
う

に
比
較
的
高
い
水
準
の
食
生
活
を
送
る
貧
困
シ
ン
マ
マ
の
存
在
を

説
明
で
き
な
い
。

4
�
食
潜
在
能
力
を
確
保
す
る
「
食
料
政
策
」
へ

上
記
は
、
シ
ン
マ
マ
世
帯
の
食
生
活
実
態
の
ほ
ん
の
一
部
分
で

し
か
な
い
。
い
く
つ
か
関
連
す
る
課
題
を
列
挙
し
な
が
ら
、
あ
る

べ
き
食
料
政
策
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
い
、
本
稿
を
結
び
た
い
。

第
一
に
、
貧
困
シ
ン
マ
マ
（
九
名
）
と
非
貧
困
シ
ン
マ
マ
（
四

三
名
）
の
食
生
活
は
ど
う
異
な
る
の
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
両

者
の
間
に
そ
こ
ま
で
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
。
た
し
か
に
、
貧
困

シ
ン
マ
マ
に
お
け
る
欠
食
率
の
高
さ
や
品
質
要
求
の
低
い
食
材
な

ど
い
く
つ
か
の
差
異
は
示
唆
さ
れ
た
が
、
不
利
な
前
提
生
活
条
件

（
母
親
の
健
康
問
題
な
ど
）
や
食
生
活
全
体
に
お
け
る
剥
奪
状
況

は
、
そ
の
ま
ま
非
貧
困
シ
ン
マ
マ
に
も
一
定
程
度
敷
衍
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
上
田

二
〇
二
三
ｂ
）。
今
後
は
、
父
子
世
帯
や

共
働
き
世
帯
（
そ
の
う
ち
の
貧
困
世
帯
）
も
調
べ
て
比
較
考
量
す

る
必
要
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
食
料
政
策
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う

に
「
食
の
貧
困
の
多
様
な
実
態
把
握
」
を
食
料
政
策
の
一
つ
と
す

る
べ
き
で
あ
る
（
上
田
二
〇
二
三
ｃ
）。

第
二
に
、「
食
の
貧
困
」
の
評
価
手
法
の
開
発
と
継
続
的
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
れ
を

基
礎
に
し
た
多
次
元
貧
困
測
定
法
（A

lkire-Foster

手
法
）
を
応

用
し
、
多
次
元
型
の
「
食
の
貧
困
」
を
測
定
す
る
手
法
を
開
発
し

て
き
た
。
本
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
筆
者
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
欠

食
、
外
部
化
〇
回
、
孤
食
、
品
質
や
食
の
楽
し
み
の
不
達
成
な
ど

各
次
元
の
剥
奪
閾
値
を
設
定
し
、
そ
の
う
ち
三
個
以
上
の
剥
奪
が

あ
る
場
合
を
「
食
の
貧
困
」
状
態
と
定
義
し
た
と
き
（
重
篤
度
も

加
味
）、「
食
の
貧
困
」
者
は
五
三
名
中
一
六
名
（
三
〇
％
）
に
及

ん
だ
。
内
訳
を
み
る
と
、
六
名
（
表
2
中
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
）
の
経
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済
的
貧
困
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
経
済
的
貧
困
と
「
食

の
貧
困
」
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、

経
済
的
貧
困
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
健
康
問
題
保
持
者
（
ダ

イ
エ
ッ
ト
含
む
四
名
）、
長
時
間
労
働
者
（
三
名
）、
そ
う
し
た
類

型
に
収
ま
ら
な
い
者
（
三
名
）
も
同
程
度
の
「
食
の
貧
困
」
状
態

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
Ｕ
ｅ
ｄ
ａ
二
〇
二
三
ｂ
）。

経
済
的
貧
困
者
の
み
に
焦
点
化
す
る
食
料
政
策
で
は
（
そ
れ
自
体

は
重
要
で
あ
る
が
）、
経
済
的
貧
困
で
は
な
い
「
食
の
貧
困
」
へ

の
対
応
が
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
対
応
は
食
料
政

策
の
み
な
ら
ず
雇
用
政
策
・
子
育
て
政
策
と
も
関
連
し
て
お
り
、

抜
本
的
な
省
庁
間
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

第
三
に
、
貧
困
・
非
貧
困
に
か
ぎ
ら
ず
、
シ
ン
マ
マ
世
帯
に
は

い
か
な
る
食
料
支
援
が
必
要
で
あ
る
か
。
本
対
象
者
の
う
ち
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
や
支
援
団
体
か
ら
物
資
援
助
を
得
て
い
る
者
は
半
数

（
う
ち
定
期
利
用
者
は
そ
の
半
分
）
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
シ
ン
マ

マ
の
抱
え
る
状
況
へ
の
無
理
解
が
「
傷
つ
く
支
援
」
に
な
っ
て
い

る
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
、
質
の
拡
充
（
生
鮮
品
の

提
供
な
ど
）
も
含
め
な
が
ら
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
中
心
と
し
た
物

的
支
援
を
大
幅
に
拡
大
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
の
「
食
の
貧
困
」
と
は
、
食
潜
在
能
力
の
剥
奪

が
共
食
や
楽
し
み
な
ど
広
範
な
範
囲
に
わ
た
る
相
対
的
な
性
質
を

も
つ
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、
リ
ス
ク
集
団
を
対
象
と
し
た

食
育
・
料
理
教
室
・
農
作
業
体
験
、
家
事
代
行
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
施
策
拡
充
も
不
可
欠
で
あ
る
（
上
田
二
〇

二
三
ｄ
）。
現
在
の
法
改
正
議
論
で
は
、
物
的
支
援
の
方
に
議
論

が
偏
り
が
ち
だ
が
、
食
潜
在
能
力
を
確
保
す
る
た
め
の
食
料
支
援

は
、
物
資
面
と
サ
ー
ビ
ス
面
を
「
両
輪
」
と
す
る
体
系
で
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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献
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〇
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1
�
は
じ
め
に

我
が
国
の
戦
前
の
学
校
給
食
は
、
欠
食
児
童
・
貧
困
児
童
救
済

を
目
的
に
限
定
的
に
開
始
さ
れ
た
が
、
戦
中
・
戦
後
は
多
く
の
子

ど
も
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
普
遍
的
制
度
と
し

て
発
展
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
学
校

給
食
の
意
義
を
確
認
し
、
現
在
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る

上
で
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

2
�
学
校
給
食
の
歴
史
的
経
緯

我
が
国
の
学
校
給
食
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
山
形

県
鶴
岡
町
（
現
在
の
鶴
岡
市
）
の
僧
侶
に
よ
る
私
立
学
校
で
あ
っ

た
忠
愛
小
学
校
で
貧
困
児
童
を
対
象
に
無
償
で
行
わ
れ
た
の
が
発

祥
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
1
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に

文
部
省
が
行
っ
た
学
校
給
食
実
施
調
査
で
は
、
全
国
一
三
校
で
主

に
「
学
事
奨
励
」「
貧
困
児
救
済
」
を
目
的
に
民
間
の
寄
付
で
行

わ
れ
て
い
る
給
食
が
報
告
さ
れ
て
い
る
2
。

こ
の
よ
う
に
初
期
の
学
校
給
食
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
児

童
生
徒
、
欠
食
児
童
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
大
正
に
入
る
と
栄

養
面
が
併
せ
て
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
3
。
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
後
、
東
京
で
は
、
被
災
し
た
下
町
の

小
学
校
を
対
象
に
翌
年
か
ら
、
民
間
の
募
金
を
原
資
に
給
食
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
京
の
給
食
は
、
海
外
か
ら
の
支
援
金
で
設

立
さ
れ
た
日
本
栄
養
協
会
に
運
営
が
引
き
継
が
れ
、一
九
四
一（
昭

和
一
六
）
年
度
ま
で
、
小
学
校
以
外
に
も
一
部
の
中
学
校
、
女
学

校
を
含
め
、
延
べ
一
八
六
万
人
以
上
に
給
食
を
供
給
し
た
4
。

全
国
的
に
も
、
一
九
三
四
（
昭
和
四
）
年
度
に
は
二
〇
四
校
、

二
一
、
六
三
八
人
と
給
食
の
実
施
が
増
え
た
が
、
給
食
の
内
容
は

子
ど
も
の
貧
困
と
学
校
給
食
―
意
義
と
課
題
―

が
ん鳫

咲
子

跡
見
学
園
女
子
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
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様
々
で
、
経
費
の
負
担
者
も
地
域
に
よ
り
市
町
村
等
の
自
治
体
、

学
校
、
保
護
者
と
異
な
っ
て
い
た
5
。

我
が
国
で
国
庫
補
助
に
よ
る
貧
困
児
童
救
済
の
た
め
の
学
校
給

食
制
度
が
で
き
た
の
は
、満
州
事
変
の
翌
年
一
九
三
二（
昭
和
七
）

年
の
不
況
対
策
か
ら
で
あ
る
6
。
当
時
は
凶
作
と
世
界
恐
慌
下
の

貧
困
に
よ
る
子
ど
も
の
欠
食
が
全
国
的
に
増
加
し
て
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
欠
食
児
童
に
給
食
を
実
施
し
て
小
学
校
の
就
学
義

務
を
果
た
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

そ
の
際
、
文
部
省
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
貧
困
救
済
と
し
て
給
食

を
受
け
る
子
ど
も
に
負
い
目
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強

調
し
、
虚
弱
児
を
養
護
す
る
必
要
と
し
て
給
食
の
対
象
と
な
る
児

童
を
選
ぶ
よ
う
現
場
に
指
示
し
7
、
多
く
の
子
ど
も
の
栄
養
状
態

が
悪
い
中
、
学
校
も
給
食
を
与
え
る
児
童
の
選
別
に
苦
慮
し
た
。

関
東
大
震
災
後
の
東
京
に
お
け
る
給
食
を
指
導
し
た
佐
伯
矩

（
た
だ
す
）
栄
養
研
究
所
長
も
、
欠
食
児
童
の
み
に
対
す
る
給
食

は
児
童
に
対
し
精
神
的
に
良
く
な
い
影
響
を
与
え
る
た
め
に
、
全

校
児
童
に
給
食
を
行
い
、
そ
の
有
料
給
食
中
に
欠
食
児
童
を
含
む

の
が
最
も
良
い
と
す
る
意
見
書
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
8
。

国
庫
補
助
は
欠
食
児
童
一
〇
万
人
の
食
費
分
だ
け
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
佐
伯
の
意
見
に
沿
っ
て
、
約
三
八
万
人
、
一
万
一
千
校

（
昭
和
七
年
度
）を
対
象
に
給
食
が
実
施
さ
れ
た
。そ
の
費
用
は
、

国
庫
補
助
が
約
七
割
、
残
り
が
道
府
県
、
市
町
村
、
そ
の
他
寄
付
、

被
給
食
者
負
担
で
賄
わ
れ
た
。
昭
和
一
四
年
度
に
は
全
国
約
二
一

五
万
人
、
一
万
三
千
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
9
。

戦
時
中
は
、
生
活
物
資
の
統
制
（
管
理
）
強
化
、
戦
災
、
学
童

疎
開
に
よ
っ
て
学
校
給
食
は
休
止
状
態
に
な
っ
た
。
戦
後
は
、
食

糧
事
情
の
悪
化
の
中
、
児
童
の
栄
養
改
善
の
見
地
か
ら
パ
ン
・
脱

脂
粉
乳
な
ど
連
合
国
か
ら
の
援
助
物
資
に
よ
っ
て
都
市
部
の
小
学

校
を
中
心
に
無
償
で
再
開
さ
れ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
援
助
が
打
ち
切
ら
れ
る
と
費
用
の
保
護
者
負
担
が
導

入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
給
食
費
未
納
者
が
増
加
し
、
ま
た
給
食
費

の
負
担
が
困
難
な
地
域
で
は
給
食
の
打
切
り
も
生
じ
た
。

さ
ら
に
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
は
、
水
害
、
冷
害
の
発
生

に
よ
り
、
弁
当
を
持
っ
て
来
な
い
子
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
欠
食
児
童

が
数
十
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
学
校
給
食
の
法
制
化
を
望
む
声
が
一

段
と
高
ま
っ
た
。

3
�
学
校
給
食
法
の
制
定
と
就
学
援
助
制
度

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
、
主
に
小
学
校
を
対
象
と
し
て

「
学
校
給
食
が
児
童
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
し
、
か
つ
、
国

民
の
食
生
活
の
改
善
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
学
校
給
食
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
学

校
給
食
の
普
及
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
」10
と
し
て
学
校
給
食

法
が
制
定
さ
れ
た
。
当
時
、
教
室
に
貧
富
の
格
差
を
持
ち
込
ん
で

子
ど
も
を
悲
し
ま
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
皆
同
じ
も
の
を
食
べ

る
こ
と
も
学
校
給
食
の
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
11
。
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学
校
給
食
法
制
定
当
時
に
、
準
要
保
護
児
童
に
対
す
る
給
食
費

補
助
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
国
か
ら
給

食
費
補
助
を
う
け
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
が
要
保
護
児
童
と
呼
ば

れ
、
か
ろ
う
じ
て
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、

実
際
に
お
い
て
給
食
費
の
支
払
い
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
家
庭

の
子
供
が
要
保
護
に
準
ず
る
と
い
う
意
味
で
準
要
保
護
児
童
と
呼

ば
れ
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
学
校
給
食

が
戦
後
義
務
教
育
と
な
っ
た
中
学
校
な
ど
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も

に
、
準
要
保
護
者
に
対
す
る
給
食
費
の
国
庫
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
な
が
る
。

4
�
就
学
援
助
制
度
の
限
界

今
日
で
も
就
学
援
助
や
生
活
保
護
に
よ
り
給
食
費
の
支
援
を
受

け
て
い
る
小
中
学
生
は
、
全
国
で
約
一
三
〇
万
人
（
二
〇
二
一
年

度
）お
り
、
こ
れ
は
、
公
立
小
中
学
生
の
一
四
・
三
％
に
相
当
し
、

平
均
す
る
と
七
人
に
一
人
が
給
食
費
等
の
支
援
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
就
学
援
助
や
生
活
保
護
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
る
小
中

学
生
の
割
合
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
一
一
年
度
の
一

六
％
を
ピ
ー
ク
に
、
毎
年
下
が
り
続
け
て
い
る
12
。
し
か
し
、
二

〇
二
〇
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
不
況
下
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯
の
う

ち
収
入
が
少
な
い
世
帯
ほ
ど
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
世
帯
収
入

が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
1
）13
。

さ
ら
に
、
世
帯
の
収
入
が
「
中
央
値
の
二
分
の
一
未
満
」
の
貧

困
層
と
呼
ば
れ
る
世
帯
で
も
、
就
学
援
助
の
利
用
申
請
を
し
て
い

な
い
世
帯
が
三
四
・
八
％
も
い
る
14
。
利
用
し
な
い
理
由
は
、「
制

度
の
対
象
外
だ
と
思
う
」
七
七
・
三
％
、「
手
続
き
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
利
用
し
に
く
い
」
七
・
二
％
、「
利
用
し
た
い
と
思
わ

な
い
」
五
・
二
％
、「
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
」
三
・
一
％
と
な

っ
て
い
る
（
図
2
）。

就
学
援
助
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
の
基
準
は
各
市
町
村
が
独
自
に

定
め
て
い
る
が
、
貧
困
層
を
対
象
外
と
す
る
ケ
ー
ス
は
考
え
に
く

い
。
制
度
の
周
知
不
足
や
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い

が
、
就
学
援
助
が
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
。「
入
学
時
及
び
進
級
時
に
就
学
援
助
を
周
知
し
て
い
る
市
町

村
の
割
合
」
は
、「
子
供
の
貧
困
対
策
大
綱
」15
の
指
標
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
八
二
・
三
％
（
二
〇
二
二
年
度
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

か
つ
て
、
欠
食
児
童
を
対
象
に
限
定
的
に
始
ま
っ
た
学
校
給
食

は
、
給
食
を
食
べ
る
限
ら
れ
た
子
ど
も
に
貧
困
児
童
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
貼
っ
た
り
負
い
目
を
与
え
た
り
し
な
い
よ
う
苦
慮
し
た
。

同
様
に
、
現
在
は
生
活
に
困
窮
す
る
家
庭
に
給
食
費
等
を
限
定
的

・
個
別
的
に
支
援
す
る
就
学
援
助
が
、
制
度
の
周
知
不
足
や
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
な
ど
か
ら
、
コ
ロ
ナ
不
況
下
で

も
必
要
な
子
ど
も
に
届
か
な
い
と
い
う
、
制
度
と
し
て
の
限
界
を
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図1 コロナの影響による世帯収入の変化

（出所）内閣府（2021）「子供の生活状況調査」

図2 就学援助を利用しない理由

（出所）内閣府（2021）「子供の生活状況調査」
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迎
え
て
い
る
16
。

5
�
広
が
る
給
食
無
償
化

給
食
無
償
化
は
、
二
〇
一
〇
年
度
以
前
に
は
全
国
わ
ず
か
六
町

村
に
す
ぎ
ず
、
過
疎
化
・
少
子
化
に
悩
む
人
口
規
模
の
小
さ
な
自

治
体
が
子
育
て
世
帯
の
転
入
を
期
待
し
て
行
っ
て
い
た
。
そ
の

後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
斉
休
校
時
の
二
〇
二
〇
年
度
に
給
食
費
を
全

額
ま
た
は
一
部
無
償
に
し
た
自
治
体
は
一
一
五
市
区
町
村
を
超

え
、
無
償
化
の
目
的
も
普
遍
的
な
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
子
育
て
支
援
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

義
務
教
育
で
あ
っ
て
も
塾
な
ど
の
費
用
を
除
い
て
、
公
立
小
学

校
に
通
う
だ
け
で
一
人
年
間
約
一
〇
万
円
、
公
立
中
学
で
も
約
一

七
万
円
も
か
か
る
。
そ
の
う
ち
給
食
費
は
、
年
間
四
万
円
以
上
を

占
め
、
子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
軽
い
負
担
で
は
な
い
。

二
〇
二
二
年
に
は
、
自
治
体
の
自
主
財
源
以
外
の
給
食
無
償
化

財
源
と
し
て
、
既
存
の
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
加
え
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
対
応
分
」
が
追
加
さ
れ
た
。
二
〇
二
二
年
度
に
給
食
費
を

無
償
に
し
た
自
治
体
は
四
五
一
市
区
町
村
と
全
国
の
約
三
割
に
及

ぶ
17
。
食
材
費
高
騰
の
中
で
給
食
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、
給

食
費
を
値
上
げ
す
る
か
、
無
償
化
す
る
か
に
、
自
治
体
の
対
応
は

二
分
さ
れ
て
い
る
。

6
�
給
食
実
施
対
象
の
拡
大
を

学
校
給
食
法
の
制
定
以
降
、
公
立
学
校
に
お
け
る
完
全
給
食
実

施
率
（
人
数
比
）
は
、
公
立
小
学
生
九
九
・
八
％
、
公
立
中
学
生

は
九
五
。
三
％
に
上
昇
し
た
18
。
し
か
し
、
佐
賀
・
兵
庫
・
岩
手

・
京
都
・
滋
賀
・
神
奈
川
の
各
府
県
の
公
立
中
学
生
に
対
す
る
完

全
給
食
実
施
率
は
八
五
％
以
下
に
留
ま
り
、
全
国
で
約
一
四
万
人

の
中
学
生
が
完
全
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
。
国
と
し
て
給
食
無
償
化
を
進
め
る
前
提
と
し
て
、
中
学
校
の

完
全
給
食
未
実
施
の
解
消
も
対
応
を
急
ぐ
べ
き
課
題
で
あ
る
。

中
学
校
で
の
給
食
実
施
は
、
横
浜
市
長
選
な
ど
の
選
挙
の
争
点

の
一
つ
と
も
な
り
、
実
施
率
が
上
昇
し
て
き
た
が
、
夜
間
定
時
制

高
校
生
へ
の
給
食
は
喫
食
率
の
低
下
と
と
も
に
実
施
率
が
年
々
低

下
し
て
い
る
（
図
3
）。
こ
れ
は
、
定
時
制
高
校
で
の
給
食
費
の

支
払
い
が
プ
リ
ペ
イ
ド
（
前
払
い
）
方
式
の
採
用
が
多
い
こ
と
が

関
係
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
代
な
ど
で
給
食
費
を
自
分
で
払
う

こ
と
が
多
い
高
校
生
は
、
一
食
分
を
コ
ン
ビ
ニ
で
パ
ン
や
お
に
ぎ

り
を
買
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
前
払
い
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
で
あ
る
。

定
時
制
高
校
生
に
限
ら
ず
、
高
校
生
全
体
の
給
食
へ
の
ニ
ー
ズ

も
高
い
。
高
校
生
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
た
東
京
都
の
調
査
で
、「
学

校
に
お
け
る
無
料
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
希
望
は
、
困
窮
層
で

八
二
・
七
％
、
周
辺
層
で
七
三
・
六
％
、
一
般
層
で
も
六
七
・
二
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図3 完全給食実施率の推移（人数割合）

（注）中学校は、公立のみ。
2011年度調査は、東日本大震災の影響で岩手県、宮城県及び福島県が除かれているため、データ数の少な
い夜間定時制高校のデータは除いている。

（出所）文部科学省「学校給食実施状況調査」各年度版より作成。

図4 サービス・場所の利用希望（16－17歳）

（出所）東京都（2017）「子供の生活実態調査」
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％
で
あ
り
、
困
窮
層
・
周
辺
層
の
高
校
生
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
選

択
肢
の
中
で
最
も
高
か
っ
た
（
図
4
）。
実
際
に
、
北
海
道
の
過

疎
地
や
本
州
の
島
に
あ
る
公
立
高
校
に
、
小
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
配
食
し
て
い
る
例
が
あ
る
19
。
北
海
道
立
大
樹
高
校
で
は
、

「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
で
高
校
生
が
考
案
し
た
給
食
を
小

中
学
生
に
提
供
す
る
試
み
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
夏
休
み
中
の
学
童
保
育
で
の
昼
食
に
つ
い
て
も
、
従
来

の
保
護
者
任
せ
の
弁
当
持
参
で
は
な
く
、
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配

食
し
て
い
る
例
が
あ
る
20
。
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
中
学
校
給
食

実
施
を
き
っ
か
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
も
給
食

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
少
子
化
が
進

み
、
小
中
学
生
だ
け
で
は
給
食
の
対
象
者
が
減
少
す
る
が
、
無
償

化
の
み
な
ら
ず
高
校
生
な
ど
に
も
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

7
�
韓
国
の
経
験
か
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
実
施
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
隣

国
、
韓
国
の
学
校
給
食
は
、
中
学
よ
り
も
先
に
高
校
の
給
食
が
普

及
し
た
。
大
学
受
験
の
た
め
、
韓
国
の
高
校
生
は
夕
食
の
時
間
ま

で
学
校
で
勉
強
す
る
が
、
昼
夜
二
食
の
給
食
を
学
校
で
食
べ
る
場

合
も
多
い
。
小
中
の
給
食
の
無
償
化
が
先
行
し
た
が
、
二
〇
二
一

年
度
か
ら
多
く
の
地
域
で
高
校
生
の
給
食
も
無
償
と
な
っ
た
。

日
本
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
行
政
改
革
の
中
で
効
率
が
重
視

さ
れ
、
給
食
の
民
間
委
託
や
セ
ン
タ
ー
化
が
進
ん
だ
。
食
材
費
高

騰
の
中
で
、
委
託
業
者
が
倒
産
し
、
突
然
給
食
が
中
止
と
な
る
事

態
も
生
じ
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
給
食
の
質
の
向
上
を
求
め
て
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
無
償
給
食
を
実
現
す
る
運
動
の
中
で
、
各
自
治
体

で
給
食
調
理
の
直
営
化
も
図
ら
れ
た
。

8
�
お
わ
り
に

格
差
社
会
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
危
機
や
食
材
費
高
騰
に
直
面
し
、

子
ど
も
の
食
の
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

災
害
な
ど
大
き
な
社
会
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
、
子
ど
も
の

食
を
保
障
す
る
た
め
に
学
校
給
食
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。申

請
主
義
に
よ
る
個
別
的
支
援
で
あ
る
就
学
援
助
制
度
が
周
知

不
足
や
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
な
ど
か
ら
十
分
に

機
能
し
な
い
今
日
、
給
食
費
未
納
の
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
無
償
化
は
必
然
と
い
え

よ
う
。
さ
ら
に
、
給
食
へ
の
ニ
ー
ズ
は
小
中
学
生
だ
け
に
留
ま
ら

な
い
。
ま
ず
は
高
校
生
へ
の
給
食
実
施
が
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
韓
国
の
直
営
調
理
を
基
本
と
す
る
高
校
ま
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
無
償
給
食
の
実
施
は
、
我
が
国
が
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。
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1
�
は
じ
め
に

二
〇
二
三
年
は
日
本
か
ら
の
商
業
用
米
の
輸
出
が
大
き
く
増
加

し
た
年
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
一
〇
月
ま
で
の
輸

出
数
量
は
二
九
、
八
四
三
ト
ン
に
達
し
、
前
年
同
期
比
七
、
〇
六

二
ト
ン
（
三
一
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
北

米
向
け
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
数
量
は
五
、三
六
八
ト
ン
、

前
年
同
期
比
二
、
〇
三
三
ト
ン
（
六
一
％
）
の
増
加
、
カ
ナ
ダ
へ

は
一
、
一
九
五
ト
ン
、
前
年
同
期
比
九
五
六
ト
ン（
＋
四
〇
〇
％
）

の
増
加
で
あ
っ
た
。
上
記
二
ヶ
国
で
同
期
間
の
増
加
数
量
の
四
二

・
三
％
を
占
め
て
い
る
1
。

日
本
か
ら
北
米
へ
の
輸
出
が
大
き
く
増
加
し
た
要
因
の
一
つ

は
、
北
米
に
お
け
る
短
・
中
粒
種
の
最
大
の
産
地
で
あ
る
、
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
以
下
、「
加
州
」
と
す
る
）
で
干

ば
つ
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同
州
で
は
二
〇
二
〇
年
か

ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
過
去
最
悪
の
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
米

生
産
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
二
〇
二
二
年
の
加
州
に
お
け
る
小
売

店
頭
価
格
で
は
、
加
州
産
米
が
日
本
産
米
を
上
回
る
状
況
も
出
現

し
た（
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会（
二
〇
二
二
）、
ｐ
�
一
一
）。

日
本
か
ら
の
輸
出
の
増
加
は
、
加
州
産
米
の
不
足
に
よ
っ
て
生
じ

た
市
場
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
転
し
て
、
二
〇
二
三
年
は
豊
水
年
と
な
り
、
米
の
生
産
も
急

激
な
回
復
が
見
込
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
価
格
も
急
激
に
下
落

し
始
め
て
い
る
。第
1
図
は
、加
州
内
で
の
月
別
の
生
産
者
価
格
、

お
よ
び
精
米
所
価
格
（
卸
売
価
格
に
相
当
）
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
精
米
所
価
格
を
例
に
と
る
と
、
二
〇
二
二
年
販
売
年

（M
arketing

Year

、
当
年
八
月
〜
翌
年
七
月
）
中
は
一
ト
ン
当

た
り
一
、
六
五
〇
ド
ル
の
過
去
最
高
水
準
を
維
持
し
て
い
た
が
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
米
・
米
加
工
品
市
場
の
動
向
⑴

―
干
ば
つ
か
ら
の
稲
作
の
回
復
と
展
望
―

西
川
邦
夫

茨
城
大
学
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二
〇
二
三
年
産
米
が
出
回
り
始
め
た
二
〇
二
三
販
売
年
の
九
月
以

降
に
急
激
に
下
落
し
、
一
二
月
に
は
九
五
〇
ド
ル
と
干
ば
つ
前
の

二
〇
一
九
販
売
年
の
水
準
に
戻
っ
た
。
一
見
す
る
と
、
加
州
産
米

を
め
ぐ
る
状
況
は
干
ば
つ
前
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
金

利
引
き
上
げ
や
優
先
水
利
権
（senior

w
ater

rights

）
の
見
直

し
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
等
、
米
産
業
に
対
し
て
負
の
影
響
を
与

え
得
る
、
新
し
い
状
況
の
変
化
も
進
展
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
干
ば
つ
を
挟
ん
だ
加
州
稲
作
の
直
近
の
動

向
を
検
討
す
る
。
本
稿
の
分
析
は
、
公
刊
統
計
、
お
よ
び
農
業
者

や
農
業
者
団
体
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
（
二
〇
二
三
年
一
一
月

実
施
）
に
も
と
づ
く
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
か
ら
の
米
輸
出
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
加
州
の
稲
作
の
今
後
を
展
望
し
た
い
。

2
�
干
ば
つ
前
後
の
加
州
に
お
け
る
稲
作
の
変
化

⑴

干
ば
つ
の
概
況
と
農
業
へ
の
影
響
2

加
州
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
五
回
の
大
規
模
な
干
ば
つ
が

発
生
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
二
年
の
三
年
間
に

わ
た
っ
た
今
回
の
干
ば
つ
は
過
去
最
も
深
刻
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
期
間
中
の
降
水
量
は
二
〇
世
紀
平
均
の
六
三
％
に
と
ど
ま
る

一
方
で
、
気
温
が
一
・
七
度
高
か
っ
た
た
め
に
地
上
か
ら
の
蒸
散

量
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

加
州
に
お
い
て
は
、
表
層
水
や
地
下
水
に
対
し
て
設
定
さ
れ
た

水
利
権
の
保
持
者
に
水
の
自
由
な
処
分
を
委
ね
て
い
る
が
、
干
ば

第1図 カリフォルニア州における精米所価格と生産者価格の推移

資料：United States Department of Agriculture Economic Research Service (USDA ERS), Rice Outlook、
による。生産者価格は毎年12月号のデータを用いた。

注：いずれも精米価格である。もみ米から精米への換算率は69％で計算した。University of California Agricultural
Issues Center (1994), 5、を参照。
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つ
時
に
は
州
水
資
源
統
制
評
議
会
（State

W
ater

R
esource

C
ontrolB

oard;
SW
R
C
B

）が
取
水
制
限（w

ater
right

curtail-
m
ent

）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
取
水
制
限
は
水
利
権
の

強
弱
に
応
じ
て
段
階
的
に
行
わ
れ
て
い
く
。
優
先
水
利
権
に
先
駆

け
て
、
ま
ず
は
劣
後
水
利
権
（junior

w
ater

rights

）
に
対
す

る
制
限
が
行
わ
れ
る
3
。
二
〇
二
一
年
に
お
い
て
は
、
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
・
サ
ン
ホ
ア
キ
ン
川
デ
ル
タ
（Sacram

ento-San
Joaquin

R
iver

D
elta

）、
ロ
シ
ア
ン
川
（R

ussianR
iver

）、
ク
ラ
マ
ス
川

（K
lam
ath
R
iver

）（
特
に
支
流
の
ス
コ
ッ
ト
川（Scott
R
iver

）

と
シ
ャ
ス
タ
川
（Shasta

R
iver

））
の
各
流
域
で
取
水
制
限
が

発
令
さ
れ
、
五
、
七
〇
〇
名
の
水
利
権
保
持
者
（
一
二
、
五
〇
〇

の
水
利
権
）
が
表
層
水
の
取
水
を
制
限
さ
れ
た
4
。
二
〇
二
二
年

に
も
取
水
制
限
が
再
度
実
施
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｗ

Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
前
身
組
織
で
あ
る
州
水
資
源
委
員
会
（State

W
ater

C
om
m
ission

）
が
成
立
し
た
一
九
一
四
年
一
二
月
一
九
日
以
前

に
設
定
さ
れ
た
優
先
水
利
権
（pre-1914

w
ater

rights
）
は
、

Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
の
規
制
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
五
年
の
干
ば
つ
以
降
は
優
先
水
利

権
も
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
取
水
制
限
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
5
。

優
先
水
利
権
に
依
存
し
て
い
る
農
業
へ
の
水
供
給
量
は
、
干
ば

つ
前
年
の
二
〇
一
九
年
と
比
べ
て
、
最
も
深
刻
だ
っ
た
二
〇
二
二

年
に
お
い
て
一
二
・
七
％
減
少
し
た
。
干
ば
つ
に
よ
る
水
供
給
量

の
減
少
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
が
、
表
層
水
の
減
少
を
地
下
水
の

く
み
上
げ
で
カ
バ
ー
で
き
な
か
っ
た
6
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
川
流
域
地

域
で
あ
り
、
減
少
割
合
は
二
一
・
六
％
に
達
し
た
。
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
川
流
域
は
、
稲
作
の
産
地
で
あ
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
に

当
た
る
。
州
内
の
農
業
・
農
業
関
連
産
業
の
付
加
価
値
額
の
減
少

は
二
〇
・
二
億
ド
ル
（－

五
・
九
％
）
に
達
し
、
特
に
食
品
製
造

業
に
対
す
る
打
撃
が
大
き
か
っ
た
。

水
利
権
保
持
者
に
対
す
る
取
水
制
限
に
対
し
て
は
、
農
業
サ
イ

ド
と
そ
れ
以
外
で
異
な
る
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。
農
業
サ
イ
ド
に

は
、
州
政
府
が
希
少
水
生
生
物
が
生
息
す
る
河
川
等
へ
の
十
分
な

用
水
の
供
給
、
す
な
わ
ち
環
境
用
水
へ
の
供
給
を
優
先
し
た
た

め
、
農
業
に
対
す
る
供
給
が
過
大
に
削
減
さ
れ
た
と
の
不
満
が
残

っ
て
い
る
7
。
そ
れ
に
対
し
て
、
非
農
業
サ
イ
ド
か
ら
は
、
気
候

変
動
の
影
響
で
将
来
的
に
頻
発
が
予
想
さ
れ
る
渇
水
に
備
え
る
た

め
に
、
柔
軟
な
水
配
分
の
変
更
を
妨
げ
て
い
る
優
先
水
利
権
に
対

す
る
規
制
を
強
化
す
べ
き
と
い
う
主
張
も
あ
る
8
。
後
者
の
主
張

を
も
と
に
し
た
法
案
が
、
現
在
州
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

⑵

稲
作
の
変
化

干
ば
つ
に
よ
る
農
業
へ
の
打
撃
は
品
目
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
に
お
い
て
、
水
を
大
量
に
使
用
す
る
稲

作
9
は
、
生
産
の
大
幅
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
品
目
で
あ

る
。
第
1
表
は
、
干
ば
つ
期
間
中
の
加
州
稲
作
の
変
化
を
示
し
た
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も
の
で
あ
る
。
干
ば
つ
前
の
二
〇
一
九
年
の
生
産
量
一
三
四
・
五

万
ト
ン
に
対
し
て
、
二
〇
二
二
年
に
は
七
〇
・
七
万
ト
ン
へ
四
七

・
五
％
減
少
と
、
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
間
に
単

収
は
三
・
六
％
し
か
低
下
し
て
い
な
い
た
め
、
生
産
量
の
減
少
は

も
っ
ぱ
ら
作
付
面
積
の
減
少
（
四
九
・
一
％
減
少
）
に
よ
る
こ
と

も
分
か
る
。
輸
出
量
は
二
〇
二
一
年
に
お
い
て
六
〇
・
四
万
ト
ン

と
前
年
比
一
三
・
七
％
減
少
と
な
っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
は
さ
ら

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
10
。
な
お
、
短
粒
種
の
生

産
量
の
減
少
が
八
・
一
％
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
を
引

く
。
日
本
や
韓
国
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
向
け
に
固
定
需
要
が
存

在
す
る
た
め
、
作
付
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
2
表
は
、
郡
別
に
二
〇
一
九
年
と
二
〇
二
二
年
の
作
付
面
積

の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
州
に
お
け
る
中
心
的
な
米
産

地
は
ビ
ュ
ー
ト
郡
（B

utte

）、
コ
ル
サ
郡
（C

olusa
）、
グ
レ
ン

郡
（G

lenn

）、
サ
ッ
タ
ー
郡
（Sutter

）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

特
に
作
付
面
積
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
の
は
コ
ル
サ
、
グ
レ
ン
、

サ
ッ
タ
ー
の
各
郡
で
あ
り
、
ビ
ュ
ー
ト
郡
は
一
、
五
〇
〇
ha
程
度

の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。

増
減
の
程
度
の
違
い
は
、
各
郡
の
地
理
的
位
置
と
水
の
供
給
機

構
に
よ
る
。
第
2
図
は
、
加
州
に
お
い
て
水
利
用
者
に
直
接
配
分

す
る
水
利
区
の
所
在
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ル
サ
郡
と

グ
レ
ン
郡
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
の
西
側
に
位
置
す
る
。
国

営
の
水
源
開
発
事
業
で
あ
る
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

第1表 干ばつ期間中の加州稲作の変化

資料：USDA ERS, Rice Yearbook.、California Department of Food and Agriculture, California Agricultural
Exports 2020−2021 and 2021−2022．、農林水産省『農産物生産費（個別経営）』、日本銀行「外国為替市
況」より作成。

注：いずれも、もみ米から玄米に換算した値である。換算率は80％（University of California Agricultural Issues
Center (1994),5）。

単位：ha、㎏／10ａ、円／60㎏、トン

単収 生産量
作付面積 生産費 輸出量

平均 短粒種 合計 短粒種

2019年 203，557 814 670 2，649 1，345，056 74，171 642，269

20 209，222 782 616 2，435 1，422，783 87，253 700，247

21 164，707 811 668 3，300 1，163，786 82，808 604，484

22 103，600 785 664 5，028 706，502 68，139 －

2019－22年
増減率 －49．1％ －3．6％ －0．9％ 89．8％ －47．5％ －8．1％ －
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ク
ト
（C

entral
V
alley

Project；
C
V
P

）
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
シ
ャ
ス
タ
・
ダ
ム
（ShastaD

am

）
を
水
源
と
し
（
シ
ャ
ス

タ
水
系
）、
郡
内
の
農
業
者
の
多
く
は
加
州
で
最
大
規
模
の
グ
レ

ン
・
コ
ル
サ
水
利
区
（G

lenn-C
olusa

Irrigation
D
istrict

）
か

ら
水
の
供
給
を
受
け
る
。
シ
ャ
ス
タ
水
系
で
は
周
辺
河
川
へ
の
環

境
用
水
の
供
給
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業
用
水
へ
の
供

給
が
極
端
に
制
限
さ
れ
た
。
農
業
者
等
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
二
〇
二
二
年
に
お
け
る
水
供
給
量
は
平
年
の
二
％
に
落

ち
込
ん
だ
。
一
方
で
、
よ
り
東
側
に
位
置
す
る
ビ
ュ
ー
ト
郡
は
、

州
営
の
州
水
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（State

W
ater

Project；
SW
P

）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
オ
ロ
ヴ
ィ
エ
・
ダ
ム
（O

roville
D
am

）
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
て
い
る
（
オ
ロ
ヴ
ィ
エ
水
系
）。

オ
ロ
ヴ
ィ
エ
水
系
は
降
水
量
が
多
い
ネ
バ
ダ
山
脈
（Sierra

N
evada

）
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
相
対
的
に
水
の
供
給
が
確
保

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
二
〇
二
二
年
は
平
年
の
二
五
％
の
供
給
に

と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
1
表
か
ら
は
、
生
産
費
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
二
〇
一
九
年
は
日
本
円
に
換
算
し
て
六
〇
㎏
当
り

二
、
六
四
九
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
は
五
、
〇
二
八
円
と

ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
た
。
生
産
費
の
変
化
を
費
目
別
に
見
た
も
の
が

第
3
表
で
あ
る
。
円
安
の
影
響
が
大
き
く
、
二
〇
二
二
年
の
ド
ル

円
レ
ー
ト
を
二
〇
一
九
年
と
同
じ
と
し
て
計
算
す
る
と
（
二
〇
二

二
（
二
）
の
欄
を
参
照
）、
総
生
産
費
の
上
昇
は
三
六
・
三
％
圧

第2表 郡別作付面積の変化

資料：USDA National Agricultural Statistics Service (NASS), California Rice County Estimates、より作成。

単位：ha

2019年 2022 増減面積
合計 203，557 103，600 －99，957
ビュート 36，826 35，329 －1，497
コルサ 54，228 8，377 －45，851
グレン 32，375 8，782 －23，593
プレイサー 4，856 0 －4，856
サンホアキン 1，740 0 －1，740
サッター 42，492 20，518 －21，974
ユバ 14，569 0 －14，569
その他 16，471 30，594 14，124
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縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
資
材
の
価
格
高
騰
も
見
逃
せ

な
い
。
ド
ル
円
レ
ー
ト
を
調
整
し
た
値
で
比
較
を
す
る
と
、
上
昇

幅
が
大
き
い
費
目
は
肥
料
（
三
七
六
・
九
円
増
）、
薬
剤
（
三
八

五
・
九
円
増
）、
燃
料
・
潤
滑
油
・
電
気
（
一
八
八
・
六
円
）
と

な
る
。
ま
た
、
水
利
（
六
五
・
九
円
増
）
も
着
実
に
増
加
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
供
給
不
足
に
よ
り
米
価
も
上
昇
し
た
た
め
に（
一
、

七
一
二
・
四
円
増
）、
生
産
物
単
位
当
た
り
で
見
る
と
純
収
益
は

む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
（
一
九
五
・
九
円
増
）。

収
入
の
減
少
に
対
し
て
農
業
者
は
二
つ
の
方
法
で
対
応
し
た
。

一
つ
目
は
農
業
者
が
作
付
前
の
時
点
で
不
作
付
を
決
め
る
こ
と

で
、
農
業
保
険
の
支
払
い
対
象
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
異
常
気

象
等
に
よ
っ
て
作
付
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る

Prevented
Planting

と
い
う
保
険
で
は
、
補
償
対
象
収
入
の
五

五
〜
六
〇
％
が
支
払
わ
れ
る
11
。
作
付
を
し
な
い
こ
と
で
種
子
や

肥
料
等
の
流
動
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
所
得
補
償

と
し
て
有
効
に
機
能
し
た
。
二
つ
目
は
、
作
付
を
や
め
た
こ
と
で

利
用
し
な
く
な
っ
た
水
を
、
他
作
物
を
生
産
す
る
農
業
者
や
農
業

外
に
販
売
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
農
業
者
等
へ
の
聞
き
取

り
調
査
に
よ
る
と
、
使
用
し
な
い
水
は
水
利
区
へ
の
返
還
が
定
め

ら
れ
て
い
た
り
、
水
利
区
内
の
農
業
者
同
士
で
の
交
換
は
認
め
ら

れ
て
も
外
へ
の
販
売
は
規
制
さ
れ
て
い
た
り
と
、
必
ず
し
も
自
由

な
販
売
が
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
保
険
等
の
収
入
保
障
が
存
在
し
な
い
農
業
関
連
サ

第2図 加州における水利区の所在

資料：UCCE提供の資料より作成。
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第3表 加州産米の粗収益・生産費・収益の変化

資料：USDA ERS, Commodity Costs and Returns: Rice、日本銀行「外国為替市況」より作成。
注：1）もみ米から玄米に換算した値である。換算率は第1表と同じ。
2）「2022（2）」及び「増減（2）」の欄は、2022年のドル円レートを2019年（1ドル＝108．99円）と同じ
と仮定して計算した値である。

単位：円／60㎏

2019年 2022⑴ 増減⑴ 2022⑵ 増減⑵

粗収益（Groos Value ofProduction）① 3，928．6 6，809．1 2，880．5 5，641．0 1，712．4

総生産費（Total Costs）②（＝③＋④） 2，648．8 5，027．9 2，379．1 4，165．3 1，516．5

運営費（Opereting Costs）③ 1，352．2 3，077．1 1，724．9 2，549．2 1，197．0

種子 133．8 167．0 33．2 138．3 4．6

肥料 215．3 714．8 499．5 592．2 376．9

薬剤 278．5 802．0 523．5 664．4 385．9

作業委託 291．6 302．9 11．3 250．9 －40．6

燃料・潤滑油・電気 93．0 339．9 246．9 281．6 188．6

修繕 76．0 159．7 83．7 132．3 56．3

乾燥委託 137．8 340．8 203．1 282．4 144．6

水利 113．7 216．8 103．1 179．6 65．9

利子 12．4 33．0 20．5 27．3 14．9

配布間接費（Allocated Overhead）④ 1，296．7 1，950．8 654．2 1，616．2 319．5

雇用労働 90．8 116．8 26．0 96．8 6．0

機会費用（労働） 201．0 205．4 4．4 170．2 －30．9

減価償却 212．4 436．5 224．1 361．6 149．2

機会費用（土地） 651．8 910．8 259．0 754．5 102．7

税・保険 40．7 88．2 47．5 73．0 32．4

一般間接 99．8 193．1 93．3 160．0 60．2

収益（Net Value）（＝①－②） 1，279．8 1，781．2 501．5 1，475．7 195．9
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ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
干
ば
つ
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

加
州
の
稲
作
は
播
種
作
業
や
収
穫
作
業
を
、
農
場
が
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
委
託
す
る
場
合
が
多
い
。
干
ば
つ
期
間
中
に
そ
れ
ら
の
業

者
は
、
他
州
で
作
業
の
受
託
を
行
う
か
、
州
政
府
に
よ
っ
て
二
〇

二
二
年
に
設
け
ら
れ
た
、
加
州
小
規
模
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
干
ば
つ
緩

和
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（C

alifornia
Sm
allA
gricultural

B
usiness

D
rought

R
eliefG

rant
Program

、
七
、
五
〇
〇
万

ド
ル
）の
支
援
に
よ
っ
て
事
業
を
継
続
し
た
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

二
〇
二
二
年
の
収
入
が
二
〇
一
九
年
と
比
べ
て
三
〇
％
以
上
減
少

し
た
、
従
業
員
一
〇
〇
人
以
下
の
事
業
者
に
対
し
て
、六
万
〜
一

〇
万
ド
ル
の
助
成
金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
12
。今
回
の
干
ば
つ

に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
干
ば
つ
終

了
後
に
稲
作
の
生
産
回
復
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
評
議
会
（C

alifornia
R
ice

C
om
m
ission;

C
R
C

）
等
の
関
連
団
体
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
向

け
の
農
業
保
険
を
創
設
す
る
よ
う
に
、
連
邦
議
会
の
議
員
等
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
〇
二
三
年
は
一
転
し
て
豊
水
年
と
な
っ
た
の
は
先
述
の
通
り

で
あ
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
と
、
二
〇
二
三
年
の
加
州
に
お
け
る
水

稲
作
付
面
積
は
一
八
二
、
一
〇
九
ha
（
四
五
万
エ
ー
カ
ー
）
ま
で

回
復
し
た
13
。
二
〇
一
九
年
の
八
九
・
五
％
の
水
準
で
あ
る
。
干

ば
つ
前
の
水
準
に
生
産
が
ほ
ぼ
回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、
九
月
以

降
に
米
価
は
急
落
し
た
の
で
あ
っ
た
。

3
�
回
復
途
上
に
あ
る
加
州
稲
作
が
直
面
す
る
問
題

⑴

稲
作
農
場
に
よ
る
作
付
行
動
の
事
例

―
の
し
か
か
る
水
供
給
の
不
安
と
金
利
上
昇
―

以
下
で
は
、
コ
ル
サ
郡
と
グ
レ
ン
郡
で
稲
作
を
し
て
い
る
Ａ
氏

の
農
場
の
作
付
行
動
を
分
析
す
る
。
加
州
の
稲
作
農
場
に
と
っ
て

最
も
優
先
順
位
が
高
い
の
は
単
収
の
確
保
で
あ
る
。
干
ば
つ
時
に

は
限
ら
れ
た
水
供
給
を
、
少
な
い
作
付
面
積
に
集
中
さ
せ
て
単
収

を
確
保
す
る
。
作
付
面
積
を
維
持
す
る
こ
と
自
体
は
考
慮
に
入
ら

な
い
。
主
要
な
機
械
作
業
で
あ
る
播
種
や
収
穫
を
外
部
に
委
託
し

て
い
る
農
場
が
多
く
、
面
積
当
た
り
の
費
用
逓
減
に
つ
な
が
る
機

械
稼
働
率
の
向
上
に
注
意
を
払
う
必
要
が
無
い
た
め
で
あ
る
。
上

記
の
行
動
様
式
は
、
外
延
的
な
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
農
地
利
用
の

維
持
を
図
っ
て
き
た
、
近
年
の
日
本
の
農
業
者
と
対
照
的
で
あ
る

と
言
え
る
。

第
4
表
は
、
干
ば
つ
を
挟
ん
だ
Ａ
氏
の
農
場
に
お
け
る
作
付
面

積
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
氏
の
作
付
は
全
て
借
地
に

よ
る
の
で
、
作
付
面
積
を
柔
軟
に
変
更
で
き
る
こ
と
が
特
徴
的
で

あ
る
。
干
ば
つ
前
の
二
〇
一
九
年
に
お
い
て
、
Ａ
氏
の
作
付
面
積

は
水
稲
六
八
八
ha
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
七
年
に
お
け
る
加
州
の
稲

作
農
場
の
平
均
作
付
面
積
が
一
六
〇
・
一
ha
な
の
で
14
、Ａ
氏
の
農

場
は
大
規
模
農
場
で
あ
る
。
単
収
は
平
均
で
玄
米
換
算
八
三
四
㎏

／
一
〇
ａ
（
も
み
米
換
算
九
三
ｃ
ｗ
ｔ
／
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
）
で
あ
り
、
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二
〇
二
二
年
の
加
州
平
均
七
八
五
㎏
（
八
七
・
六
ｃ
ｗ
ｔ
）
を
上

回
っ
て
い
る
。
労
働
力
は
家
族
労
働
力
三
名
（
Ａ
氏
、
息
子
、
親

戚
）
の
他
に
、
季
節
雇
用
を
八
名
程
度
雇
っ
て
い
た
。

先
述
の
通
り
、
コ
ル
サ
郡
と
グ
レ
ン
郡
は
干
ば
つ
に
よ
り
水
の

供
給
が
大
き
く
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
Ａ
氏
は
借
地
を
返
却

し
て
作
付
を
縮
小
し
、
二
〇
二
二
年
の
作
付
面
積
は
地
下
水
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
九
六
ha
と
な
っ
た
。
家
族
の
収
入
は
農
業
保
険

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
た
が
、
季
節
雇
用
は
全
員
解
雇
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
長
期
的
に
雇
用
を
し
て
教
育
訓
練
を
施

し
て
き
た
が
、
や
む
を
得
な
い
選
択
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

水
の
供
給
が
回
復
し
た
二
〇
二
三
年
の
作
付
面
積
は
三
六
四
ha
ま

で
回
復
し
た
が
、干
ば
つ
前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

ト
マ
ト
を
六
三
ha
作
付
け
て
経
営
の
複
合
化
を
図
っ
て
い
る
15
。

な
お
、借
地
の
地
代
は
一
一
、
六
三
八
円
／
一
〇
ａ
16
（
＄
三
三

五
／
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
）
で
あ
り
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

Ａ
氏
は
春
の
時
点
で
の
水
の
確
保
の
見
込
み
に
よ
っ
て
、
作
付

け
る
品
種
を
決
め
る
。
見
込
み
が
立
つ
場
合
は
、
早
期
（
五
月
以

前
）
に
Ｍ
―
1
0
5
、
も
し
く
は
Ｍ
―
2
0
6
と
い
う
品
種
を
播

種
す
る
。
一
方
で
、
見
込
み
が
立
た
な
い
場
合
は
晩
期
（
五
月
以

降
）
に
Ｍ
―
2
1
0
を
播
種
す
る
。
水
が
十
分
に
あ
る
場
合
は
生

育
期
間
が
長
い
Ｍ
―
1
0
5
や
Ｍ
―
2
0
6
の
ほ
う
の
単
収
が
高

い
が
、
不
足
し
て
い
る
場
合
は
生
育
期
間
が
短
い
Ｍ
―
2
1
0
の

ほ
う
が
単
収
を
確
保
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年

第4表 Ａ氏の農場の作付面積の変化

資料：聞き取り調査より作成。
注：空欄はデータが得られなかった部分である。

単位：人、ha

2019年 2022 2023

労働力
家族 3 3 3

季節雇用 8 0 0

作付面積

合計 688 96 427

水稲 688 96 364

M-206 81

M-210 220

トマト 63
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は
Ｍ
―
2
1
0
の
作
付
が
多
い
た
め
、
春
の
時
点
で
は
水
不
足
を

予
想
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
種
子
は
米
の
集
荷
業
者
か
ら
購
入

し
、
三
月
時
点
で
品
種
の
内
訳
も
含
め
て
予
約
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
後
も
気
象
予
報
を
参
照
し
な
が
ら
、
業
者
と
は
頻
繁

に
連
絡
を
取
っ
て
在
庫
の
確
認
や
予
約
の
変
更
を
行
う
。
最
終
的

な
作
付
決
定
を
す
る
の
は
五
月
頃
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
に
お
い
て
水
の
供
給
は
ほ
ぼ
干
ば
つ
以
前
に
戻
っ

た
が
、
作
付
面
積
は
十
分
に
回
復
し
て
い
な
い
。
作
付
の
回
復
を

妨
げ
て
い
る
も
の
は
、
第
一
に
水
利
料
金
の
上
昇
と
水
供
給
の
不

確
実
性
で
あ
る
。
Ａ
氏
は
二
〇
二
三
年
に
お
い
て
、
水
の
供
給
を

主
に
グ
レ
ン
・
コ
ル
サ
水
利
区
か
ら
三
、一
九
〇
円
／
一
〇
ａ（
＄

一
一
〇
／
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
）
で
、
平
均
し
て
五
・
三
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
―
ｆ
ｅ

ｅ
ｔ
／
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
受
け
て
い
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
に
お

け
る
水
利
料
金
は
六
六
七
〜
四
、
四
〇
八
円
（
＄
二
三
〜
一
五
二

／
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
）
で
あ
る
の
で
17
、
上
限
に
近
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
環
境
用
水
と
の
競
合
が
厳
し
い
、
シ
ャ
ス
タ
水
系
に
位
置
し

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
水
利
料
金
は
二
〇
二
四
年
に
は
四

％
上
昇
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
気
候
変
動
や
イ
ン
フ
レ
、

環
境
用
水
等
の
他
用
途
と
の
競
合
に
よ
る
影
響
で
、
水
利
料
金
が

今
後
も
上
昇
を
続
け
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
農
業
者
に
対
す
る
安
定
的
な
水
供
給
の
基
礎

と
な
っ
て
い
た
、
優
先
水
利
権
の
見
直
し
が
州
議
会
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
水
利
料
金
の
上
昇
と
不
確
実
な
供
給
は
稲
作
の
商
業
的

な
見
通
し
を
不
透
明
な
も
の
と
し
、
今
後
も
作
付
を
継
続
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
を
難
し
く
し
て
い
る
。

加
州
に
お
い
て
も
、
水
利
用
と
関
連
さ
せ
て
将
来
的
な
稲
作
の

縮
小
を
見
通
す
見
解
が
存
在
す
る
。
稲
作
は
園
芸
作
物
等
と
比
較

し
た
際
の
水
利
用
量
当
た
り
付
加
価
値
が
米
は
低
い
。
そ
の
た

め
、
水
田
は
干
ば
つ
時
の
緩
衝
帯
と
し
て
機
能
す
る
一
方
で
、
長

期
的
に
は
水
取
引
を
通
じ
て
他
作
物
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
る
（H

anak
et

al.
(2011)

）。
Ｃ
Ｒ
Ｃ
等
の
関
連

団
体
も
そ
の
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
稲
作
農
場
の
米
へ
の
依
存

を
低
減
す
る
こ
と
で
対
応
を
促
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
他
作

物
と
の
複
合
化
や
、
水
田
で
の
魚
の
養
殖
の
実
施
、
水
鳥
が
飛
来

す
る
冬
季
に
狩
猟
者
へ
冬
期
湛
水
田
を
開
放
す
る
こ
と
18
等
に
よ

る
経
営
の
多
角
化
で
あ
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
と
、
多
角
化
に
よ
る

稲
作
農
場
の
維
持
は
こ
れ
ま
で
も
進
め
て
き
て
お
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
ア
メ
リ
カ
南
部
で
見
ら
れ
た
水
稲
作
付
面
積
の
減
少
は
加

州
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
19
。

第
二
に
、
よ
り
短
期
的
な
要
因
と
し
て
、
金
利
上
昇
に
よ
り
資

金
調
達
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
対
策
と

し
て
二
〇
二
二
年
三
月
に
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
解
除
し
て
以
降
、
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
（FederalR

esearve
B
orard;

FR
B

）
は

政
策
金
利
（
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
市
場
金
利
の
誘
導
目
標
）

を
断
続
的
に
引
き
上
げ
、
二
〇
二
三
年
七
月
に
五
・
二
五
〜
五
・

五
％
と
し
た
。
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
市
場
と
は
銀
行
が
Ｆ
Ｒ
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Ｂ
に
預
け
て
い
る
預
金
を
取
引
す
る
短
期
市
場
で
あ
り
、
金
融
機

関
か
ら
一
般
へ
の
貸
出
利
率
は
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
る
。
Ａ
氏
に

よ
る
と
、
二
〇
二
四
年
は
現
在
よ
り
も
一
二
一
〜
一
四
一
ha
（
三

〇
〇
〜
三
五
〇
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
）
ほ
ど
作
付
面
積
を
拡
大
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
利
率
は
八

％
程
度
に
達
し
て
い
る
た
め
資
金
借
入
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
干
ば

つ
前
の
水
準
に
作
付
面
積
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
材
価
格
や
労
賃
の
上
昇
も
重
な

っ
て
、
当
座
の
資
金
繰
り
も
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

⑵

優
先
水
利
権
の
見
直
し
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開

一
九
世
紀
半
ば
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
開
拓
が
進
ん

だ
加
州
に
お
い
て
は
、「
最
初
に
主
張
し
た
者
が
権
利
を
得
る

（First-in-tim
e,
first-in-right

）」
こ
と
を
原
則
に
水
利
権
が

形
成
さ
れ
た
。
一
九
一
三
年
に
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
創
設
さ
れ
て
以
降

は
そ
の
認
可
が
必
要
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
設
定
さ
れ
た
優

先
水
利
権
は
干
ば
つ
時
で
も
州
の
統
制
を
受
け
な
い
強
力
な
水
利

権
と
し
て
存
続
し
て
き
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｖ
Ｐ
と
Ｓ
Ｖ
Ｐ
の
建
設
過

程
に
お
い
て
は
、
連
邦
も
し
く
は
州
に
よ
っ
て
も
と
と
と
の
水
利

権
が
再
編
さ
れ
た
が
、
水
利
用
者
と
の
用
水
供
給
契
約
は
そ
の
水

利
権
の
強
弱
に
も
と
づ
い
て
締
結
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
入
植
契

約
（Settlem

ent
C
ontract

）」
は
干
ば
つ
時
に
削
減
さ
れ
る
用

水
供
給
量
の
削
減
は
二
五
％
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、「
一
般

契
約
（Service
C
ontract

）」
は
最
大
一
〇
〇
％
削
減
さ
れ
る
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
（
西
川
（
二
〇
二
一
）、
ｐ
�
一
四
一
）。

法
理
論
的
に
は
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
は
取
水
制
限
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
加
州
の
法
令
に
は
具
体
的
な
行
政
手
続
き
の
手
順

や
優
先
水
利
権
を
対
象
と
す
る
の
か
ど
う
か
等
、
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
干
ば
つ
の
度
に
緊
急
措

置
と
し
て
取
水
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る

（N
ylen

et
al.
(2023),

10

）。
以
上
の
よ
う
な
状
況
は
、
取
水

制
限
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
た
水
利
区
等
か
ら
の
州
に
対
す
る

訴
訟
を
誘
発
す
る
。
二
〇
一
五
年
の
取
水
制
限
に
対
す
る
訴
訟
を

受
け
て
、
二
〇
二
二
年
に
加
州
第
六
区
控
訴
裁
判
所
は
、
州
は
優

先
水
利
権
保
持
者
の
取
水
を
妨
げ
る
権
限
を
持
た
な
い
こ
と
、
ま

た
そ
の
よ
う
な
権
限
は
州
議
会
の
み
が
与
え
得
る
と
判
断
し
た
。

そ
こ
で
、
二
〇
二
三
年
一
月
に
開
会
さ
れ
た
州
議
会
で
は
、
優

先
水
利
権
の
制
限
を
支
持
す
る
議
員
か
ら
関
連
す
る
三
つ
の
法
案

が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
だ
っ
た
の
が
、
下
院
法
案

一
三
三
七
号
（A

ssem
bly
B
ill1337;

A
B
1337

）
で
あ
っ
た
。

Ａ
Ｂ
1
3
3
7
は
、
水
不
足
の
際
に
は
そ
の
取
水
が
「
い
か
な

る
権
利
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も（regardless

ofbasis
of

right
）」、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
が
取
水
制
限
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
Ａ
Ｂ
1
3
3
7

等
の
提
出
の
背
後
に
は
、
環
境
用
水
の
安
定
的
な
供
給
を
重
視
す

る
環
境
保
護
団
体
の
強
い
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
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Ｃ
Ｂ
の
権
限
拡
大
を
支
持
す
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
提
言

も
、
法
案
に
理
論
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
与
え
た
と
さ
れ
る
20
。

Ａ
Ｂ
1
3
3
7
等
に
対
し
て
、
農
業
団
体
や
水
利
団
体
は
激

し
く
反
発
し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
取
水
制
限
に
法
的
根
拠
を

与
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
裁
量
権
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
営
農
継

続
の
基
礎
で
あ
る
優
先
水
利
権
の
存
立
を
脅
か
す
も
の
と
考
え
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
一
連
の
法
案
は
「
Ｓ
Ｗ
Ｒ

Ｃ
Ｂ
に
、
緊
急
的
な
命
令
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
か
つ
永
久
的
な

規
制
を
設
け
る
権
限
を
与
え
る
と
と
も
に
、
水
利
権
保
持
者
が
既

存
の
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
証
明
を
行
う
負
担
を
課
す

る
」
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
州
お
よ
び
連
邦
憲
法
が
保
障
し
て

い
る
適
正
手
続
き
の
保
障
（due

process
）
を
、
加
州
の
水
利

権
保
持
者
か
ら
取
り
上
げ
る
」
も
の
で
も
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
政

策
を
こ
れ
ま
で
も
推
進
し
て
き
た
民
主
党
優
位
の
州
議
会
に
お
い

て
は
21
、
農
業
団
体
や
水
利
団
体
に
と
っ
て
厳
し
い
審
議
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
工
業
団
体
等
を
反
対

派
に
引
き
込
む
こ
と
で
幅
広
い
連
合
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
結
局
Ａ
Ｂ
1
3
3
7
と
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ
に
六
ヶ
月
間
の
暫

定
取
水
制
限
命
令
を
発
出
す
る
こ
と
を
認
め
る
下
院
法
案
四
六
〇

号（A
ssem

bly
B
ill460

）は
八
月
時
点
で
継
続
審
議
と
さ
れ
た
22
。

二
〇
二
三
年
の
審
議
で
唯
一
成
立
し
た
の
が
上
院
法
案
三
八
九

号（Senate
B
ill389;

SB
389

）で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｂ
3
8
9
は
、

適
法
な
水
利
権
に
も
と
づ
い
て
取
水
が
行
わ
れ
て
い
る
か
調
査
を

し
、
不
適
当
な
取
水
に
対
し
て
は
是
正
を
行
う
権
限
を
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

Ｂ
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｗ
Ｃ
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
Ｂ

に
対
す
る
取
水
の
報
告
を
水
利
権
保
持
者
に
義
務
づ
け
る
内
容
で

あ
り
、
妥
当
な
程
度
の
妥
協
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。
法
案
の
賛

成
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
実
態
の
把
握
が
難
し
か
っ
た
「
水

利
権
に
関
す
る
情
報
の
、
州
に
よ
る
保
有
を
改
善
す
る
も
の
で
あ

り
、
極
め
て
大
き
な
成
果
」
と
の
こ
と
で
あ
る
23
。

そ
し
て
、
加
州
を
二
分
し
た
議
論
も
、
豊
水
年
の
到
来
と
新
し

い
水
利
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
進
展
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
沈
静
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
一
月
に
は
コ
ル
サ
郡
と
グ
レ
ン
郡
に

お
い
て
、
豊
水
年
に
水
を
貯
留
し
渇
水
年
に
放
出
す
る
貯
水
池
を

建
設
す
る
、Sites

reservoir

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
環
境
調
査

の
実
施
が
認
可
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
月
に
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
川

か
ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
サ
ン
ホ
ア
キ
ン
川
デ
ル
タ
に
直
接
水
を
送

る
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
つ
い
て
、
最
終
環
境
報
告
書
が
公
表
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
州
内
の
利
害
関
係
者
間
の
調
整
が
難
航
し
、長
き

に
わ
た
っ
て
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
24
。

4
�
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
二
〇
二
三
年
に
日
本
か
ら
北
米
へ
の
米
の
輸
出
が

増
え
た
一
因
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
加
州
に
お
け
る
干
ば
つ
と
稲
作

へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
過
去
最
悪
の
干
ば
つ
と
な
っ
た

二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
、
州
政
府
に
よ
る
取
水
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制
限
に
よ
り
加
州
に
お
け
る
米
の
生
産
量
と
水
稲
の
作
付
面
積
は

半
減
し
た
。
た
だ
し
、
稲
作
農
場
や
農
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
体

は
農
業
保
険
や
休
業
補
償
を
受
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
干
ば
つ

期
間
中
も
生
産
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
二

〇
二
三
年
が
豊
水
年
に
な
る
と
一
転
し
て
、
作
付
面
積
は
概
ね
干

ば
つ
前
で
あ
る
二
〇
一
九
年
の
九
割
の
水
準
ま
で
回
復
し
、
米
価

も
二
〇
一
九
年
の
水
準
ま
で
下
落
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
か
ら
の
輸

出
が
増
加
し
た
一
つ
の
環
境
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

加
州
の
稲
作
の
さ
ら
な
る
回
復
に
と
っ
て
制
約
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
短
期
的
に
は
金
利
の
上
昇
、
中
長
期
的
に
は
安
定
的
な
水

の
確
保
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
四
年
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｂ

が
政
策
金
利
の
引
き
下
げ
に
動
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
下
で

は
25
、
制
約
は
緩
和
さ
れ
て
稲
作
農
場
の
作
付
拡
大
を
後
押
し
す

る
可
能
性
が
高
い
。
金
利
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ド
ル
高

の
緩
和
も
、
加
州
産
米
の
競
争
力
を
強
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方

で
、
後
者
に
つ
い
て
は
今
後
の
動
向
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
現
在
加
州
に
お
け
る
水
利
権
を
め
ぐ
る
論
争
は
小
康
状
態
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
気
候
変
動
が
進
行
し
て
干
ば
つ
が
頻
発

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
下
で
は
、
い
ず
れ
論
争
は
再
燃
す
る
だ

ろ
う
。
加
州
の
政
治
が
環
境
政
策
を
優
先
す
る
民
主
党
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
農
業
用
水
を
今
後
安
定
的
に
確
保
で

き
る
見
通
し
を
不
透
明
に
し
て
い
る
。
水
利
料
金
や
資
材
価
格
の

上
昇
も
、
付
加
価
値
が
低
い
稲
作
か
ら
他
作
物
へ
の
転
換
を
農
業

者
に
促
す
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
稲
作
農
場
は
園
芸
品
目
の
導
入
を
通
じ
た
経
営
の
複

合
化
や
、
狩
猟
者
へ
の
冬
期
湛
水
田
開
放
を
通
じ
た
多
角
化
に
よ

っ
て
収
益
性
を
高
め
て
お
り
、
経
済
的
な
逆
境
に
は
一
定
程
度
耐

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
広
報
活

動
を
通
し
て
稲
作
の
環
境
親
和
性
を
強
調
し
、
自
ら
を
「
環
境
産

業
と
し
て
再
定
義
」（
西
川
（
二
〇
二
一
）、
ｐ
�
一
四
四
）
す
る

政
治
的
な
ア
ピ
ー
ル
も
継
続
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
総
合
的

に
勘
案
す
る
と
、
加
州
の
稲
作
は
、
当
面
は
二
〇
一
九
年
以
前
の

生
産
水
準
を
維
持
す
る
と
い
う
見
通
し
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
日
本
か
ら
の
米
輸
出
に
対
す
る
示
唆
を
述
べ
た
い
。

二
〇
二
三
年
に
お
け
る
輸
出
の
増
加
と
加
州
に
お
け
る
小
売
価
格

の
逆
転
は
、
干
ば
つ
に
よ
る
加
州
産
米
の
供
給
不
足
が
要
因
で
あ

る
た
め
、
干
ば
つ
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
日
本
産
米

の
価
格
競
争
力
は
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
北
米
へ
の

米
の
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
国
内
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に

よ
る
競
争
力
の
向
上
と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
問
題
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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F
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E
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U
niversity
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C
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B
erkeley

Law
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C
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Law
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E
nergy

and
the
Environm

ent.

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
一
九
）「
民
主
党
州
政
下
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
稲
作
―
農

業
者
の
憂
鬱
と
共
和
党
支
持
の
構
造
―
」『
農
業
問
題
研
究
』
五
〇
（
二
）
：

三
〇
―
四
〇
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
一
）「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
稲
作
に
お
け
る
生
産
力
構
造

の
転
換
―
品
種
改
良
を
通
じ
た
生
産
力
上
昇
と
環
境
親
和
性
の
両
立
へ

―
」
西
川
邦
夫
・
大
仲
克
俊
（
編
著
）『
環
太
平
洋
稲
作
の
競
争
構
造
―
農

業
構
造
・
生
産
力
水
準
・
農
業
政
策
―
』
農
林
統
計
出
版
：
一
二
五
―
一

四
九
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
二
）「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け

る
冬
期
湛
水
と
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
八
四
六
：
四

六
―
五
五
。

・U
niversity

of
C
alifornia

A
gricultural

Issues
C
enter

(1994
)

M
aintaining

the
C

om
petitive

E
dge

in
C

alifornia’s
R

ice
Industry

(R
evised).

・
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
二
〇
二
二
）「
対
米
牛
肉
輸
出
の
動
向
―
円

安
の
恩
恵
と
関
税
引
き
上
げ
―
」『
国
際
農
業
・
食
料
レ
タ
ー
』
二
〇
〇
：

一
―
一
三
。

注1

農
林
水
産
省
「
コ
メ
・
コ
メ
加
工
品
の
輸
出
実
績
に
つ
い
て
」（https:/

/w
w
w
.m
aff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kom

e _

yusyutu/k

om
e _

yusyutu.htm
l#
jisseki

）（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日
確

認
）、
よ
り
計
算
し
た
。

2

本
節
の
記
述
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、M

edellin-A
zura

et
al.

(2022),N
ylen

et
al.
(2023)

、
に
も
と
づ
く
。

3

SW
R
C
B
.
2022

w
ater

rightcurtailm
ents

fact
sheet.

D
rought

Inform
ation

and
U

pdate.

（https://w
w
w
.w
aterboards.ca.gov/

drought/resources-for -w
ater -rights -holders/docs/curtailm

ents

-2022.pdf

）（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日
確
認
）。

4

C
alifornia

Farm
W
ater

C
oalition

（
Ｃ
Ｆ
Ｗ
Ｃ；

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
農
業
水
利
連
盟
）.From

feast
to
fam
ine:
C
alifornia’s

2021
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w
ater

supply.
A
ugust

6,
2021

（https://farm
w
ater.org/farm

-
w
ater-new

s/feast-fam
ine-californias-2021-w

ater-supply/

）（
二

〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日
確
認
）。

5

希
少
性
と
文
化
的
価
値
が
高
い
サ
ー
モ
ン
の
保
護
の
た
め
に
、
環
境
用

水
の
確
保
が
重
視
さ
れ
た
ク
ラ
マ
ス
川
流
域
に
お
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト

川
で
は
二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
全
て
の
優
先
水
利
権

が
対
象
と
な
っ
た
。
シ
ャ
ス
タ
川
で
は
、
二
〇
二
一
年
に
は
一
九
一
二

年
一
一
月
ま
で
に
設
定
さ
れ
た
、
二
〇
二
二
年
に
は
一
八
八
五
年
一
月

か
ら
一
九
一
二
年
四
月
一
日
の
間
に
設
定
さ
れ
た
優
先
水
利
権
に
対
象

が
拡
大
さ
れ
た
。N

ylen
et
al.
(2023),

67

、
を
参
照
。

6

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
協
同
普
及
事
業
（U
niversity

ofC
alifornia

C
ooperative

Extension；
U
C
C
E

）
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
と
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー
に
お
け
る
農
業
用
水
の
う
ち
、
地
下

水
の
占
め
る
割
合
は
一
〇
〜
二
〇
％
程
度
と
の
こ
と
で
あ
る
。

7

K
aty

G
rim
es.

C
alifornia

Farm
W
ater

C
oalition

w
arns

dom
estic

food
supply

in
peril

w
ith
cutting

w
ater.

C
alifornia

G
lobe.

M
ay
25,
2022

（https://californiaglobe.com
/fr/california

-farm
-w
ater-coalition-w

arns-dom
estic-food-supply-in-peril-w

i

th-state-cutting-w
ater/

）（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日
確
認
）

8

E.
H
anak,

B
.
G
ray

and
J.
M
ount.

T
estim

ony
:
adapting

C
alifornia’s

w
ater

rights
system

to
the
21st -century

clim
ate.

Public
Policy

Institute,
February

28,
2023

（https://w
w
w
.ppic.

org/blog/testim
ony -adapting -californias -w

ater -rights -system
-t

o -the-21st-century-clim
ate/

）（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日
確
認
）

9

二
〇
一
五
年
に
お
い
て
、
加
州
に
お
け
る
米
の
単
位
面
積
当
た
り
純
水

利
用
量
は4.6

acre-feet/acre

で
あ
る
。
純
水
利
用
量
と
は
、
利
用
さ

れ
た
水
の
総
量
か
ら
、
流
出
量
と
地
下
浸
透
量
を
差
し
引
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、1

acre=
0.4ha

、acre-feet

と
は1

acre

の
土
地
を1

feet

（=
30.5cm

）の
深
さ
と
す
る
水
の
体
積
を
指
す
。
加
州
平
均
が3.1

acre

-feet/acre

で
あ
り
、
米
が
相
対
的
に
水
を
多
く
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。Johnson

et
al.
(2015),

18

、
を
参
照
。

10

U
SD
A
ER
S,

R
ice

O
utlook,

D
ecem

ber
2023

、
に
よ
る
と
、
加
州

以
外
も
含
む
値
で
は
あ
る
が
、
二
〇
二
二
年
に
お
け
る
短
中
粒
米
の
輸

出
数
量
は
三
五
・
九
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。

11

U
SD
A
R
isk
M
anagem

ent
A
gency

の
計
算
ソ
フ
ト
（https://w

eba

pp.rm
a.usda.gov/apps/A

ctuarialInform
ationB

row
ser/C

ropC
rit

eria.aspx

）
を
用
い
て
算
出
し
た
、
二
〇
二
二
年
の
コ
ル
サ
郡
の
結
果

に
よ
る
（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
七
日
確
認
）。

12

C
R
C
,
G
overnor

signs
$75

m
illion

drought
relief

grant

program
for

sm
all
ag
business.

C
alifornia

R
ice

N
ew

s.

Septem
ber
28,
2022

（https://calricenew
s.org/2022/09/28/gov

ernor-signs-75-m
illion-drought-relief-grant-program

-for-sm
all

-ag -businesses/

）（
二
〇
二
三
年
一
2
月
二
七
日
確
認
）。

13

C
R
C
.

C
alifornia

D
rought

Statem
ent

(June
2023).

（https://calric

e.org/w
p-content/uploads/2023/06/C

alifornia -D
rought -Statem

ent-June -2023.pdf

）（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
三
一
日
確
認
）。
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14
U
SD
A
N
A
SS,

2017
C

ensus
of

A
griculture

、
に
よ
る
。

15

ト
マ
ト
生
産
の
た
め
に
導
入
し
た
労
働
力
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

16

ド
ル
円
レ
ー
ト
は
、
日
本
銀
行
「
外
国
為
替
市
況
」
の
二
〇
二
三
年
平

均
（
中
心
相
場
）
を
と
っ
た
。
以
下
同
じ
で
あ
る
。

17

四
、
四
〇
八
円
／
一
〇
ａ
は
地
下
水
を
く
み
上
げ
た
場
合
の
料
金
で
あ

る
。
地
下
水
は
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
く
み
上
げ
の
た
め
の
燃
料
費
等
も

か
か
る
の
で
、
水
利
料
金
は
よ
り
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

18

冬
期
湛
水
田
を
狩
猟
者
に
開
放
し
、
宿
泊
施
設
を
経
営
し
て
い
る
稲
作

農
場
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
西
川
（
二
〇
二
二
）、
ｐ
�
五
二
、
を
参

照
。

19

二
〇
〇
〇
年
を
対
象
と
し
た
分
析
で
は
あ
る
が
、
加
州
の
稲
作
は
他
地

域
と
比
べ
て
、
経
営
の
複
合
化
は
進
ん
で
い
な
い
が
非
農
業
所
得
が
多

い
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Livezey

and
Forem

an(2004),

8

、
を
参
照
。

20

Ａ
Ｂ
1
3
3
7
等
の
提
出
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
断
り
の
な
い
限

り
主
に
下
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
参
照
し
て
い
る
。

W
alters,

D
.
C
alifornia’s

lengthy
battle

for
w
ater

rights
m
oves

into
the
Legislature.

and
W
ater

rights
reform

er
scored

only
a

m
inor

victory
in
the
Legislature.

C
alM

atters.
A
pril25

（https://calm
atters.org/com

m
entary/2023/04/california -w

ater

-rights -battle -legislature/

）and
Septem

ber
27,
2003

（https://

calm
atters.org/com

m
entary/2023/09/california-w

ater -rights -
reform

ers/

）（
二
〇
二
四
年
一
月
二
日
確
認
）。
ま
た
、
当
該
研
究
グ

ル
ー
プ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
度
々
引
用
し
て
い
る
、

N
ylen

et
al.
(2023)

、
を
参
照
。

21

加
州
に
お
け
る
政
治
状
況
と
農
業
者
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
つ
い
て

は
、
西
川
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

22

Ａ
Ｂ
1
3
3
7
等
に
対
す
る
反
対
派
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
り

の
な
い
限
り
、
Ｃ
Ｆ
Ｗ
Ｃ
提
供
の
資
料
「Pow

erfulC
oalition

K
eeps

R
adical

W
ater

R
ights

C
hanges

from
A
dvancing

in
the

Legislature

」
に
よ
る
。
資
料
作
成
日
は
不
明
。

23

B
ardeen,

S.
N
ew
progress

in
C
alifornia

w
ater

rights
reform

.

Public
Policy

Institute
ofC
alifornia,

D
ecem

ber
5,
2023

（https:

//w
w
w
.ppic.org/blog/new

-progress-in-california-w
ater-rights

-reform
/

）（
二
〇
二
四
年
一
月
二
日
確
認
）、Jennifer

H
arder

パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
教
授
に
よ
る
発
言
。

24

W
alters,

D
.
C
alifornia’s

w
ater

w
ars
see
som
e
breakthroughs

but
m
ore
clashes

loom
.

C
alM

atters,
D
ecem

ber
18,
2023

（https:

//calm
atters.org/com

m
entary/2023/12/californias-w

ater-w
ars

-breakthroughs/

）（
二
〇
二
四
年
一
月
二
日
確
認
）。

25

「
米
利
上
げ
、
事
実
上
終
結
へ
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
二

月
一
五
日
付
、
一
面
。
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栗
林
三
郎
の
闘
い
に
魅
了
さ
れ
て
…
…
徹
底
し
た
現
場
主
義

秋
田
県
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
運
動
を
語
る
に

は
、
減
反
政
策
に
対
応
す
る
エ
サ
米
運
動
を
訴
え
た
元
議
長
の
故

高
橋
良
蔵
氏
（
以
下
「
良
蔵
」
と
記
す
。）
の
思
い
を
記
す
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
良
蔵
を
語
る
に
は
元
社
会
党
衆
議
院
議
員
の
故

栗
林
三
郎
氏
（
以
下
「
栗
林
」
と
記
す
。）
と
、
秋
田
県
の
労
農

運
動
を
紐
解
く
必
要
が
あ
る
。

栗
林
は
、
農
地
解
放
後
の
農
民
の
貧
し
さ
は
、
低
米
価
政
策
に

あ
る
と
考
え
「
米
価
闘
争
」
を
牽
引
す
る
。
一
九
五
八
年
の
総
選

挙
で
初
当
選
し
、
翌
年
か
ら
全
国
規
模
の
闘
争
と
な
る
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
問
題
に
力
を
注
ぎ
、
中
で
も
失
業
保
険
の
闘
い

で
は
、
保
険
給
付
一
時
金
を
三
〇
日
か
ら
五
〇
日
に
引
上
げ
さ
せ

た
。

良
蔵
は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に
亡
く
な
っ
た
栗
林
の
追
悼
集
で

「
雄
勝
酪
農
組
合
の
施
設
竣
工
式
祝
賀
会
に
は
栗
林
さ
ん
は
見
え

ず
『
与
え
て
報
い
を
求
め
な
い
人
』。
徹
底
し
た
『
現
場
主
義
』

で
あ
り
、
腰
の
低
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
人
柄
に
魅
了
さ
れ
、
栗
林
運

動
の
後
ろ
に
つ
い
て
歩
く
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
き
た
」
と
記
し

て
い
る
。

ち
な
み
に
秋
田
県
に
お
け
る
労
農
提
携
は
、
一
九
五
八
年
八
月

十
九
日
〜
二
一
日
に
湯
沢
市
秋
の
宮
温
泉
で
「
夏
季
労
農
学
習

会
」
が
行
わ
れ
、
翌
五
九
年
二
月
十
八
日
に
は
、
秋
田
市
教
育
会

館
で
労
農
提
携
秋
田
県
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
年
十
月
一
二

日
、
秋
田
市
労
働
会
館
で
秋
田
県
労
農
会
議
が
結
成
さ
れ
、
当
面

の
重
点
課
題
を
米
価
・
共
済
・
安
保
闘
争
に
置
き
、
農
民
組
合
と

地
区
労
の
組
織
化
を
進
め
な
が
ら
地
域
の
労
農
共
闘
を
強
化
し
て

い
く
方
針
を
確
認
し
、
議
長
栗
林
、
事
務
局
長
加
賀
谷
國
治
（
全

秋
田
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
運
動

加
藤
久
信

全
農
林
秋
田
分
会

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．2

６８



農
林
）
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

奥
羽
山
脈
に
風
穴
を
あ
け
る
集
会

…
…
…
…
…
…
…
…
減
反
政
策
に
対
応
す
る
エ
サ
米
運
動

一
九
八
〇
年
春
、
大
雨
で
奥
羽
本
線
の
列
車
は
山
形
県
内
で
ス

ト
ッ
プ
。
や
む
を
得
ず
北
上
線
に
乗
車
。
上
京
途
中
の
良
蔵
は
北

上
駅
で
下
車
し
一
泊
。
そ
の
晩
、
小
沢
健
二
（
大
潟
村
入
植
者
、

江
刺
市
議
会
議
員
）を
呼
び
出
し
、
沢
藤
礼
次
郎（
衆
議
院
議
員
）

も
地
酒
を
ぶ
ら
さ
げ
て
来
る
。
秋
田
と
岩
手
の
政
治
と
農
業
。
地

方
と
文
化
を
談
じ
合
う
。
岩
手
の
宮
沢
賢
治
、
石
川
武
男
を
、
秋

田
の
石
川
理
紀
之
助
、
む
の
た
け
じ
を
論
じ
る
。
日
本
の
政
治
、

経
済
、
文
化
は
す
べ
て
東
京
中
心
で
地
方
は
し
い
た
げ
ら
れ
っ
ぱ

な
し
、地
方
に
住
む
わ
れ
わ
れ
は
呑
気
で
、横
の
連
帯
が
無
力
で
、

何
も
で
き
な
い
で
い
る
。
と
い
う
三
人
の
問
題
意
識
だ
っ
た
。

一
九
八
一
年
三
月
一
日
、
岩
手
、
秋
田
の
県
境
に
位
置
す
る「
湯

田
町
公
民
館
」
で
「
第
一
回
奥
羽
山
脈
に
風
穴
を
あ
け
る
集
会
」

が
生
ま
れ
た
。
農
業
分
科
会
で
は
、
減
反
に
対
応
す
る
エ
サ
米
運

動
、
冷
害
を
克
服
す
る
技
術
、
品
種
の
情
報
交
換
、
農
民
運
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
、
翌
八
ニ
年
四
月
二
九
日
、
秋
田
県
横

手
市
。
八
三
年
九
月
四
日
、
岩
手
県
北
上
市
。
八
四
年
七
月
七
日
、

秋
田
県
湯
沢
市
。
八
六
年
二
月
二
三
〜
二
四
日
、
岩
手
県
沢
内
村

と
集
会
は
引
き
継
が
れ
た
。

黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
東
北
集
会
…
…
批
判
三
分
、
提
言
七
分

一
九
八
九
年
に
は
、
地
域
農
業
の
衰
退
を
愁
え
る
秋
田
県
の
有

志
、
加
賀
谷
國
治
、
良
蔵
、
皆
川
嘉
左
衛
門
、
坂
本
進
一
郎
、
そ

し
て
野
添
憲
治
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
秋
田
市
に
お
い
て
「
コ

メ
、
農
業
潰
し
に
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
東
北
集
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。開

催
に
あ
た
り
、
コ
メ
輸
入
自
由
化
問
題
、
減
反
の
強
化
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
農
業
潰
し
等
に
「
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と
し
、

「
批
判
三
分
、
提
言
七
分
」
を
合
言
葉
に
、
東
北
各
地
か
ら
趣
旨

に
賛
同
し
た
農
民
ら
一
八
〇
人
が
集
ま
り
、
実
践
に
根
ざ
し
た
議

論
を
熱
く
展
開
し
た
。

良
蔵
は
、「
水
田
を
潰
さ
な
い
農
業
改
革
」
で
輸
入
小
麦
の
三

〇
％
を
国
内
産
米
に
よ
る
米
粉
に
切
り
替
え
る
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
輸
入
飼
料
の
二
〇
％
を
飼
料
米
に
替
え
る
こ
と
。
つ
ま
り
、

日
本
の
農
業
の
二
本
柱
で
あ
る
米
と
畜
産
を
、
飼
料
稲
に
よ
っ
て

結
び
付
け
る
こ
と
で
美
田
を
復
活
さ
せ
た
い
と
提
案
し
た
。

遡
る
こ
と
一
〇
年
、
一
九
七
九
年
八
月
二
七
日
、
良
蔵
は
、
元

衆
議
院
議
員
で
秋
田
県
出
稼
組
合
連
合
会
会
長
の
細
谷
昭
雄
と
夜

行
列
車
で
上
野
経
由
水
戸
へ
赴
き
、
小
室
秀
俊
を
訪
ね
て
い
る
。

彼
は
、
茨
城
の
精
農
家
で
、
宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
菅
原
教
授
の

指
導
の
も
と
に
減
反
政
策
の
代
替
と
し
て
イ
ン
デ
ィ
カ
系
の
超
多

収
穫
米
「
ア
ル
ボ
リ
オ
」
の
作
付
け
実
験
を
続
け
て
い
た
。
そ
の

秋田におけるアジア・アフリカ支援米運動 ������������������
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実
際
を
見
て
秋
田
に
活
か
せ
な
い
か
を
教
示
し
て
も
ら
う
旅
で
あ

っ
た
。
圃
場
の
ア
ル
ボ
リ
オ
の
実
物
見
本
数
束
を
戴
き
帰
秋
し

た
。
こ
れ
が
良
蔵
を
中
心
に
根
を
下
ろ
し
た
秋
田
県
に
お
け
る
え

さ
米
運
動
の
種
蒔
き
に
な
っ
た
。

細
谷
昭
雄
は
、
農
林
水
産
委
員
会
委
員
と
し
て
小
室
氏
の
ア
ル

ボ
リ
オ
を
委
員
会
室
に
持
ち
込
ん
で
初
質
問
に
立
ち
、
え
さ
米
作

付
け
に
よ
る
減
反
政
策
転
換
を
訴
え
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
作
付
け

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
荘
の
地
か
ら
ス
タ
ー
ト

秋
田
県
に
お
け
る
支
援
米
作
付
け
運
動
は
、
一
九
九
六
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

一
九
九
二
年
五
月
発
足
の
本
荘
由
利
労
農
市
民
会
議
議
長
高
原

薫
（
元
本
荘
市
議
会
議
員
）
が
地
元
新
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

本
間
明
と
共
に
足
し
げ
く
良
蔵
の
も
と
へ
通
い
農
業
の
方
向
性
を

アジア・アフリカ支援米運動の取組み

年（年産）
送付量
（㎏）

送付先
（国名）

作付け
地域

作付け面積等
（㎡）

1996年 570北朝鮮 本荘市 930㎡
150北朝鮮 角館町 320㎡
180 マリ 現物カンパ
96 マリ 現物カンパ

1997年1，105 マリ 本荘市 1980㎡
35 マリ 現物カンパ
150北朝鮮 角館町 300㎡
450北朝鮮 現物カンパ

1998年 570 マリ 本荘市 990㎡
300 マリ 角館町 620㎡
1，200北朝鮮 大曲市 2630㎡

1999年 480 マリ 秋田市 960㎡
2000年 475 マリ 秋田市 960㎡

5 マリ 現物カンパ
1，072 マリ 大館市2，360㎡
8 マリ 現物カンパ

2001年1，200カンボジア 大館市2，360㎡
458カンボジア 秋田市 960㎡
52カンボジア 現物カンパ

2002年1，350カンボジア 秋田市 2940㎡
1，080カンボジア 大館市2，360㎡
270カンボジア 大曲市 900㎡

2003年 420カンボジア 秋田市 960㎡
1，020カンボジア 大館市2，360㎡

2004年 390カンボジア 秋田市 960㎡
1，020カンボジア 大館市2，360㎡

2005年 369カンボジア 秋田市 960㎡
1，260カンボジア 大館市2，360㎡

2006年 420カンボジア 秋田市 960㎡
1，140カンボジア 大館市2，360㎡
480カンボジア 横手市 1000㎡

2007年 300カンボジア 秋田市 960㎡
1，080カンボジア 大館市2，360㎡
420カンボジア 横手市 1000㎡

2008年 420カンボジア 秋田市 960㎡
1，350カンボジア 大館市2，360㎡
420カンボジア 横手市 1000㎡

2009年 470カンボジア 秋田市 960㎡
1，020カンボジア 大館市2，360㎡
480カンボジア 横手市 1000㎡

2010年 306国内（震災向）秋田市 960㎡
960国内（震災向）大館市2，360㎡
372国内（震災向）横手市 1000㎡

2011年 270カンボジア 秋田市 960㎡
1，065カンボジア 大館市2，360㎡

2012年 420カンボジア 秋田市 960㎡
1，140カンボジア 大館市2，360㎡

2013年 420カンボジア 秋田市 960㎡
1，020カンボジア 大館市2，360㎡

2014年 460カンボジア 秋田市 960㎡
1，242カンボジア 大館市2，360㎡

2015年1，110カンボジア 大館市2，360㎡
2016年1，244カンボジア 大館市2，360㎡
2017年1，230 マリ 大館市2，360㎡
2018年1，110 マリ 大館市2，360㎡
2019年1，200 マリ 大館市2，360㎡
2020年1，249 マリ 大館市2，360㎡
2021年1，110 マリ 大館市2，360㎡
2022年1，140 マリ 大館市2，360㎡
2023年 600 マリ 大館市 一括方式

秋田県労農市民会議
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学
ん
で
い
る
。

本
間
明
は
、「
学
校
週
五
日
制
で
土
曜
日
の
子
ど
も
た
ち
を
誰

が
見
守
る
の
か
」
の
親
御
さ
ん
の
声
を
受
け
地
域
の
方
と
相
談
を

重
ね
た
。
結
果
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
地
域
で
様
々
な
体
験
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を
立
上
げ
る
こ
と

に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
農
業
体
験
と
し
て
支
援

米
の
作
付
け
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

支
援
米
作
付
け
二
年
目
の
発
送
式
が
一
九
九
八
年
一
月
一
〇
日

南
内
越
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
。
田
植
え
や
稲
刈
り
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
等
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
、「
田
植
え
は
大
変

っ
だ
っ
た
が
、
世
界
の
食
糧
難
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に

役
立
て
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
秋
田
県
労
農
市
民
会
議
議
長
の

良
蔵
か
ら
は
「
食
べ
も
の
は
命
の
糧
。
食
べ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
柳
田
本
荘
市
長
は
「
戦
後
の
日
本

も
食
糧
難
の
時
代
が
あ
っ
た
。
き
っ
と
、
現
地
か
ら
『
あ
り
が
と

う
』
の
声
が
届
く
だ
ろ
う
」
と
児
童
た
ち
の
頑
張
り
を
褒
め
た
た

え
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
本
間
明
代
表
は
「
コ
メ
一
粒

一
粒
に
、
田
植
え
や
稲
刈
り
に
参
加
し
た
三
〇
〇
人
の
心
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
現
地
で
も
そ
の
心
を
く
み
取
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
」
と
述
べ
て
い
る
。

支
援
米
運
動
二
四
年
目
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
館
地
区

秋
田
県
で
現
在
も
支
援
米
作
付
け
を
取
り
組
む
の
は
大
館
地
区

で
あ
る
。
支
援
先
は
、
二
〇
〇
〇
年
は
マ

リ
共
和
国
、
翌
年
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

二
〇
一
七
年
か
ら
再
び
マ
リ
共
和
国
へ
支

援
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
支
援
米

は
、
農
林
水
産
省
か
ら
用
途
変
更
の
許
可

を
得
て
、
被
災
者
救
済
の
た
め
、
宮
城
県

へ
精
米
で
送
っ
た
。

田
植
え
は
、
会
員
や
大
館
国
際
情
報
学

院
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
生
徒
、
大

館
カ
ト
リ
ッ
ク
こ
ど
も
園
の
園
児
、
北
鹿

地
方
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）、

秋
田
看
護
福
祉
大
学
生
ら
で
行
わ
れ
る
。

田
植
後
は
参
加
者
み
ん
な
で
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
陣
取
り
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
の
交
流
が

あ
り
、
参
加
者
に
好
評
を
得
て
い
る
。
使

用
す
る
苗
は
、
あ
き
た
北
農
協
か
ら
提
供

さ
れ
、
稲
刈
り
も
田
植
え
同
様
の
参
加
者

で
行
わ
れ
る
。
袋
詰
め
さ
れ
た
支
援
米
は

日
本
通
運
大
館
倉
庫
に
保
管
し
、
支
援
米

を
東
京
港
に
発
送
す
る
前
に
は
大
館
市
役

所
前
で
発
送
式
が
行
わ
れ
、
労
農
会
議
の

メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
協
力
し
た
メ
ン
バ
ー

秋田におけるアジア・アフリカ支援米運動 ������������������

７１



で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
出
発
を
見
送
っ
て
い
る
。

支
援
米
運
動
は
多
く
の
仲
間
、
組
織
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
お

り
、
節
目
の
一
〇
年
及
び
二
〇
年
に
は
祝
賀
会
を
開
催
し
、
関
係

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
と
運
動
の
継
続
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
。
こ

の
点
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
で
見
え
て
く
る
も
の
…
…

二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
、
支
援
先
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、

カ
ン
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
。
訪
問
団
が
訪
問
す
る
直
前
、
日
本
か

ら
の
支
援
米
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
に
到
着
し
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｐ
と
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
達
を
支
援
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
計
ら
い
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
米
袋
に
は
写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
貼
ら
れ

て
い
た
。（
広
島
・
福
岡
、宮
崎
労
農
市
民
会
議
な
ど
が
あ
っ
た
。）

私
た
ち
は
支
援
米
の
田
植
え
・
稲
刈
り
の
写
真
と
、
田
植
え
に

も
参
加
し
た
大
館
市
内
の
幼
稚
園
児
の
書
い
た
絵
画
を
持
参
。
Ｆ

Ｓ
Ｃ
で
学
ぶ
生
徒
は
と
て
も
明
る
く
、
米
以
上
に
絵
に
も
大
喜
び

し
て
、
田
植
え
の
方
法
や
、
日
本
の
子
ど
も
の
勉
強
時
間
な
ど
を

聞
い
て
く
る
。
こ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、

結
び
に
「
想
像
以
上
に
人
々
の
生
活
が
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
、
そ
の
中
で
必
死
に
生
き
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
に
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
思
い
だ
っ
た
」
と
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉
を

か
み
し
め
た
い
。

運
動
の
継
続
と
伝
え
る
心

連
合
秋
田
で
は
、
毎
年
二
月
に
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
（
マ
ス
コ
ミ

各
社
）
と
の
懇
談
会
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
自
己
紹
介
で
、

休
耕
田
を
利
用
し
て
食
料
支
援
す
る
支
援
米
運
動
の
思
い
を
紹
介

し
て
き
た
。
ま
た
、
毎
年
九
月
開
催
の
食
と
み
ど
り
と
水
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
ポ
ン
菓
子
を
無
料
提
供
し
な
が
ら
支
援
米
輸
送

費
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
合
加
盟
労
組
へ
輸

送
費
カ
ン
パ
を
「
支
援
と
四
円
」
を
掛
け
て
組
合
員
一
人
四
円
カ

ン
パ
を
呼
び
か
け
た
。
二
〇
一
ニ
年
に
は
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

重
要
性
を
訴
え
る
の
と
同
時
に
支
援
米
運
動
の
思
い
を
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋

田
放
送
ラ
ジ
オ
に
生
出
演
し
て
Ｐ
Ｒ
も
し
て
き
た
。

ス
マ
ホ
の
普
及
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
経
験
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
情
報
発
信
や
議
論
等
、
支
援
米
運
動
を
広
め
る
ツ
ー
ル
は
沢
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山
あ
る
。
度
重
な
る
自
然
災
害
や
世
界
の
紛
争
（
戦
争
）
か
ら
食

料
安
全
保
障
や
日
本
の
農
林
水
産
業
の
在
り
方
が
以
前
に
増
し
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

先
輩
た
ち
は
減
反
政
策
が
続
い
た
時
代
に
、
水
田
を
水
田
と
し

て
活
か
す
た
め
に
稲
を
植
え
続
け
る
こ
と
に
拘
っ
て
、
エ
サ
米
を

作
付
け
す
る
こ
と
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
か
ら
支
援
米
の
作
付
け

へ
と
つ
な
が
っ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
今
の
時
代
で
考
え
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
何
か
。
今
こ
そ
支
援
米
運
動
を
含
め
た
農
政
の
方
向
性
を
語

り
、
実
践
し
続
け
る
取
組
み
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

参
考
文
献

高
橋
良
蔵
著
「
百
姓
宣
言
」、「
水
田
を
潰
さ
な
い
農
業
改
革
」、「
減
反
政
策

三
五
年
を
問
う
」

追
悼
集
「
労
農
運
動
の
父

栗
林
三
郎
さ
ん
を
偲
ん
で
」

「
秋
田
県
労
働
運
動
史
」、「
全
農
林
労
働
史
」、「
全
農
林
東
北
の
あ
ゆ
み
」
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編
集
後
記

二
月
号
と
な
り
ま
す
が
、
新
年
早
々
発
生
し
ま
し
た
「
能
登
半

島
地
震
」
で
は
、
石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
の
命
と
財
産
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
被
害
が
明

ら
か
に
な
る
に
つ
れ
復
旧
や
復
興
の
困
難
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
が
住
居
を
奪
わ
れ
、
県
内
や

県
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
先
ず
も
っ
て
、
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
出
来
る
限
り
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
通
常
国
会
の
召
集
前
か
ら
、
各
新
聞
に
「
農
業
基
本

法
改
正
」
を
取
り
上
げ
た
社
説
等
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
央
紙
・
地
方
紙
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
毎
に
指
摘
や
課
題
は
様
々

で
す
が
、
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す
る
た
め
の
国
内
自
給
率
向

上
、
生
産
・
流
通
・
消
費
ま
で
の
「
食
料
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備
す

る
た
め
の
社
会
全
体
の
在
り
方
を
変
え
る
必
要
性
、
な
ど
に
つ
い

て
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
ま
す
。

筆
者
の
住
む
北
海
道
で
は
地
域
性
も
あ
り
ま
す
が
、
輸
入
頼
み

の
飼
料
用
穀
物
を
増
産
さ
せ
依
存
体
質
を
脱
却
す
る
た
め
に
、
補

助
金
体
系
や
生
産
地
に
適
応
し
た
保
管
体
制
と
物
流
体
制
へ
の
見

直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
省
力
化
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
研
究
開
発
や
普
及
へ
の
国
に
よ
る
財
政
支
援
。
さ
ら
に

は
、
昨
年
の
中
国
に
よ
る
ホ
タ
テ
禁
輸
阻
止
で
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
加
工
・
流
通
部
門
に
お
け
る
海
外
依
存
か
ら
の
脱
却
。
生
産
者

に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
販
売
業
者

等
と
の
連
携
に
よ
る
適
正
価
格
の
合
意
を
図
る
こ
と
な
ど
、
農
畜

水
産
物
価
格
形
成
の
透
明
化
な
ど
も
挙
げ
て
い
ま
す
。

基
本
法
改
正
の
実
質
論
議
は
三
月
以
降
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、「
絵
に
描
い
た
餅
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国
民
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
十
分
な
審
議
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
物
価
上
昇
下
に
お
け
る
貧
困
と
食
」
を

テ
ー
マ
に
、
共
著
も
含
め
七
人
の
方
よ
り
様
々
な
角
度
か
ら
分
析

・
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
格
差
と
貧
困
問
題
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま

に
物
価
上
昇
が
続
き
、
賃
金
の
改
善
・
上
昇
も
不
十
分
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
号
に
お
け
る
問
題
提
起
は
極
め

て
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
多
く
の
方

に
お
読
み
取
り
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
前
号
よ
り
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
、「
各
地
域
の
支
援
米
活

動
」
で
は
、
秋
田
分
会
か
ら
歴
史
・
経
過
を
含
め
詳
細
な
報
告
を

頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
号
以
降
も

楽
し
み
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
一
月
号
の
発
行
が
通
常
よ
り
遅
れ
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
極
力
早
く
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
柴
山
）
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